
　10月７日㈯、ふれあい農園（千歳町）で『稲
刈り』（学校支援地域本部実行委員会・幌別中
学校区地域教育協議会主催）が行われました。
　参加した幌別中学校区の児童や生徒、地域の
方は、田んぼ一面に実った稲を刈り取り、収穫
の喜びを分かち合いました。

秋たけなわ、豊かな実りに感謝して
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の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、
３
千
133
人
。

登
別
市
の
全
人
口
４
万
９
千
90
人
の
う
ち
、

約
６
㌫
の
人
が
何
ら
か
の
障
が
い
を
抱
え

な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
を
は
じ
め
、
障

が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
毎
日
を

送
る
た
め
に
は
、
障
が
い
の
な
い
人
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
に
つ
い
て
理
解
し
、

必
要
な
配
慮
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
今
号
で
は
、
い
く
つ
か
の
障
が
い
に
つ

い
て
、
特
性
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
『
障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
』
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
の
法
律
は
、
障
が
い

の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が

互
い
を
尊
重
し
て
共
生
す
る
社
会
を
目
指

す
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
同
法
律
で
は
、
障
が
い
を
理
由
と
し
て
、

正
当
な
理
由
な
く
拒
否
し
た
り
、
制
限
し

た
り
す
る
『
差
別
的
取
扱
い
』
を
禁
止
し
、

ま
た
、
店
舗
な
ど
で
、
障
が
い
の
あ
る
人

が
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
と

き
に
、
事
業
者
な
ど
が
可
能
な
範
囲
で
障

が
い
の
あ
る
人
へ
対
応
す
る
『
合
理
的
配

慮
』
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
、
『
視
覚
障
が
い
』
や
『
聴
覚
・
言
語

障
が
い
』
、
心
臓
や
呼
吸
器
な
ど
の
内
臓

機
能
に
障
が
い
の
あ
る
『
内
部
障
が
い
』
、

精
神
疾
患
に
よ
り
日
常
生
活
や
社
会
生
活

が
難
し
い
『
精
神
障
が
い
』
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
市
は
、
本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
障

が
い
の
種
類
や
程
度
に
応
じ
て
、
身
体
障

害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

な
ど
を
交
付
し
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

医
療
費
に
対
す
る
給
付
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
末
現
在
、
市
内
で
手
帳

　
市
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
暮
ら
し
や
す
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
を
正
し
く
理
解
し
、

障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
や
手
助
け
を
し
よ

う
と
い
う
、
鳥
取
県
で
平
成
21
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
あ
い
サ
ポ

ー
ト
運
動
』
に
賛
同
し
、
平
成
28
年
11
月
27
日
に
、
鳥
取
県
と

協
定
を
締
結
し
て
１
年
。
市
が
実
施
し
た
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
』
に
は
、
平
成
29
年
9
月
末
ま
で
に
、
600
人
以
上
の
方
が

受
講
し
、
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
普
段
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
理
解
や
配

慮
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
日
常
の
何
気
な
い
場
面
で
も
互
い
に
思
い
や
り
、
手
助
け
し
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い
地
域

を
つ
く
る
た
め
、
『
障
が
い
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

合理的配慮とは
　段差のある通路をはじめ、制度、慣習、偏見など、障がい
のある人が日常生活や社会生活の中で、さまざまな制限をも
たらす原因を取り除くために、個別の状況に応じて行われる
配慮のことをいいます。
　　　�車いすを使用している人が、３階にある受付窓口で申

請手続きを行いたいが、エレベーターがないため、３
階に上ることができない

　　　⇒�使用していない１階の部屋まで、受付担当職員が移
動し、臨時で受け付けを行う

例

▼
問
い
合
わ
せ

　
障
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
３
７
３
２
）

知
っ
て
ほ
し
い

　
　
　障
が
い
の
こ
と

～
あ
い
サ
ポ
ー
ト
で

こ
こ
ろ
、
つ
な
が
る
～

差
別
の
な
い
世
界
へ
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　白のハーネス（胴輪）をつけた盲導犬は、使用者であ
る視覚障がいのある人の行く先にある障害物などの存在
を知らせ、安全に歩行できるよう補助を行います。盲導
犬は、ペットではなく、使用者にとって大切なパート
ナーであり、盲導犬に、食べ物を見せたり、与えたりし
てはいけません。使用者と盲導犬の関係に影響が出る可
能性があるからです。もし、盲導犬を連れた使用者が、
道に迷っているなど、困っている様子を見掛けたら、使
用者に手助けが必要か声掛けをお願いします。

な
り
ま
す
。

　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
を
誘
導
す
る
場

合
は
、
「
こ
ち
ら
」
や
「
そ
れ
」
な
ど
の

指
示
語
を
使
わ
ず
、
場
所
で
あ
れ
ば
「
２

歩
前
」
、
「
50
㌢
右
」
な
ど
、
具
体
的
に

説
明
し
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
物
に
触
れ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
周
り
の

状
況
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
突
然
体
に
触

れ
る
こ
と
は
せ
ず
、
了
解
を
得
た
上
で
、

手
を
添
え
て
行
う
な
ど
の
配
慮
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

場
所
で
は
、

一
人
で
移
動

す
る
こ
と
が

難
し
く
、
ま

た
、
文
字
を

読
む
こ
と
や

記
入
す
る
こ

と
も
難
し
く

『
音
声
機
能
の
障
が
い
』
が
あ
り
ま
す
。

　
聴
覚
・
言
語
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
音

や
声
に
よ
る
情
報
が
得
に
く
く
、
文
字
や

図
な
ど
を
見
て
、
情
報
を
得
て
い
ま
す
。

外
見
で
は
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
こ
と

が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
声
を
掛
け
た
の

に
反
応
し
な
い
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
ず
、
本
人
の
視
界
に
入
っ
た
上
で
、

手
話
や
筆
談
、
指
文
字
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
が
良
い
か

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
補
聴
器
を
つ
け
て
い
た
と
し
て

も
、
明
瞭
に
聞
こ
え
て
い
る
と
は
限
ら
な

い
た
め
、
会
話
の
際
に
は
、
口
の
動
き
が

分
か
る
よ
う
に
、
は
っ
き
り
、
ゆ
っ
く
り

話
す
こ
と
で
、
声
だ
け
で
は
な
く
、
視
覚

に
よ
り
会
話
の
内
容
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
全
く
見
え
な
い
人
と
見
え
に
く
い
人
が

い
ま
す
。
見
え
に
く
い
人
の
中
に
は
、
細

部
が
よ
く
分
か
ら
な
い
、
光
が
ま
ぶ
し
い
、

暗
い
と
こ
ろ
で
見
え
に
く
い
、
見
る
こ
と

が
で
き
る
範
囲
が
狭
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
状
態
が
あ
り
、
ま
た
特
定
の
色
が
分
か

り
に
く
い
人
も
い
ま
す
。

　
視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
目
か
ら
の

情
報
を
得
に
く
く
、
音
声
や
手
で
触
れ
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
情
報
を
得
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
慣
れ
て
い
な
い

　
聴
覚
障
が
い
に
は
、
『
ろ
う
』
や
『
中

途
失
聴
』
、
『
難
聴
』
が
あ
り
、
言
語
障

が
い
に
は
、
『
言
語
機
能
の
障
が
い
』
や

大切なパートナー

 手話を学んでみませんか 

盲
もう

導
どう

犬
けん

 初心者手話講習会 

　　�希望する日時に講師が伺い、あい
さつや簡単な日常会話などの手話
を、初歩から楽しく学んでいただ
きます

　　※会場は、申込者で用意願います。
　　�開催希望日の２週間前までに、障
がい福祉グループに備え付けまた
は市公式ウェブサイトに掲載して
いる申込書に必要事項を記入し、

障がい福祉グルー
プ（思050 － 3730 －
8230）に持参また
はファクス

　市は、市民の皆さんに手話への理解
と普及を図り、手話の使いやすい環境
をつくることを目的に、初心者手話講
習会の受講団体を募集しています。
　手話に興味のある方、手話を学んで
みたい方はお気軽に問い合わせくださ
い。

知ってほしい
　　　障がいのこと

視
覚
障
が
い

聴
覚
・
言
語
障
が
い

▲�９月30日に手をたずさえて
行った避難訓練

受講団体募集

内
容

申
し
込
み

危
険
箇
所
や
誘
導
対
象
施
設
な
ど
の
位
置

を
示
す
『
警
告
ブ
ロ
ッ
ク
』
が
あ
り
、
横

断
歩
道
や
階
段
の
前
、
駅
の
ホ
ー
ム
端
な

ど
の
地
面
や
床
面
に
敷
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
足
の
感

覚
で
も
認
識
で
き
る
よ
う
に
表
面
に
突
起

を
設
け
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
上
に
荷
物
や
自
転
車
な
ど
を
置

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
視
覚
障
が
い
が
あ

る
人
に
と
っ
て
、
重
要
な
道
し
る
べ
で
す
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上
に
は
、
何
も
置
か
な
い

よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
公
共
施
設
や
道
路
な
ど
で
、
視
覚
障
が

い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
よ

う
に
設
置
さ
れ
た
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、

進
行
方
向
を
示
す
『
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
』
と

重
要
な
道
し
る
べ

　
　
『
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
』

警告ブロック

誘導ブロック

3 知ってほしい　障がいのこと



　
ま
た
、
病
気
や
事
故
で
脳
に
損
傷
を
受

け
た
人
な
ど
は
、
発
語
の
不
自
由
さ
や
記

憶
力
の
低
下
、
感
情
の
不
安
定
さ
を
伴
い
、

自
分
の
意
思
を
伝
え
に
く
い
人
も
い
ま
す
。

話
が
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
な
ど
は
、
理

解
で
き
る
ま
で
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
軽
度
の

場
合
は
、
障
が
い
の
な
い
方
と
一
緒
に
働

い
て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

　
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
「
言
葉
を

使
う
」
、
「
記
憶
す
る
」
、
「
抽
象
的
な

こ
と
を
考
え
る
」
こ
と
に
時
間
を
必
要
と

す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
会
話
す
る
際
は
、

「
短
い
文
章
」
で
、
「
ゆ
っ
く
り
」
、

「
具
体
的
に
」
、
「
簡
単
な
言
葉
で
」
話

す
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
危
険
な
こ
と
だ
と
分
か
ら
ず
、

行
動
に
移
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
強
い
口
調
で
声
を
掛
け
る
の
で
は
な

く
、
穏
や
か
な
優
し
い
口
調
で
知
ら
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人
が
多
い
た
め
、

孤
立
し
て
い
る
人
や
、
病
気
の
こ
と
を
他

人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
人

が
い
ま
す
。

　
精
神
障
が
い
の
方
は
、
ス
ト
レ
ス
に
弱

く
、
ま
た
、
周
囲
の
言
動
を
被
害
的
に
受

け
止
め
恐
怖
を
感
じ
て
し
ま
う
人
も
い
る

た
め
、
不
安
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
、
穏

や
か
に
応
対
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
事
故
に
よ
る
損
傷
や
先
天
性
の
疾
病
な

ど
が
原
因
で
、
上じ

ょ
う

肢し

や
下か

肢し

に
ま
ひ
や
欠

損
、
筋
力
低
下
な
ど
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

日
常
の
動
作
や
姿
勢
の
維
持
が
難
し
く
な

り
ま
す
。

　
特
に
、
下
肢
に
障
が
い
の
あ
る
人
は
、

移
動
の
た
め
に
車
い
す
や
つ
え
、
義
足
を

使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
、
段
差
や
階
段
な

ど
は
一
人
で
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
車
い
す
に
乗
っ
た
人
が
、
ド
ア
の
前
な

ど
で
困
っ
て
い
る
場
合
は
、
本
人
に
手
助

け
が
必
要
か
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
発
達
時
期

に
お
い
て
、
脳
に
何
ら
か
の
障
が
い
が
生

じ
た
た
め
、
知
的
機
能
や
認
知
機
能
な
ど

が
年
齢
相
応
に
発
達
せ
ず
、
社
会
生
活
に

お
い
て
援
助
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
重
度
の
場
合
は
、
常
に
同
伴
者
が

　
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
統
合
失
調

症
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
そ
う
う
つ
病
、

て
ん
か
ん
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
疾
患

の
た
め
に
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活
の
し

づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
精
神
疾
患
は
、
誰
で
も
か
か
り
う
る
病

気
で
、
代
表
的
な
疾
患
の
一
つ
で
あ
る
統

合
失
調
症
は
、
幻
聴
や
妄
想
、
思
考
障
害

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
症
状
が
現
れ
ま

す
。
適
切
な
治
療
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
症
状
が
安
定
す
る
病
気
で
あ
る
た
め
、

周
り
の
人
の
理
解
と
支
え
に
よ
り
、
安
心

し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
く
、
コ
ミ
ュ

必要な人がいます

障がいのある人を
雇用する場

市内の就労支援施設と就労内容
 就労継続支援施設　月とらいおん 
�　�豆腐、スイーツなどの製造・販売、ホウレ
ンソウなどの栽培・販売

�　�【受託業務】うに箱作成、ゼリー検品、草
刈、除雪

 就労支援センター　ピアチェーレ 
　パン製造販売
 すずかけ 
�　�【受託業務】革製品の製造・販売、保冷剤
製造、割箸袋入れ

 ㈱ネットワーク 
�　花

はな

苗
なえ

などの販売、清掃
　�【受託業務】造園、除雪、草刈
 フロンティア登別 
�　カフェ、弁当製造販売

障がい者等用
駐車場

就労支援施設

　公共施設やスーパーなどには、入り口付近に駐
車スペースを大きくとった、障がい者等用駐車場
があります。車いすを使用している人はもちろん、
歩行が困難な高齢者や妊娠している人などのため
の駐車場です。歩行が困難な人のため、入り口付
近に設置しており、また、車いすなどを利用する
際に車のドアを大きく開閉する必要があるため、
一般的な駐車スペースよりも広く場所を確保して
います。皆さんは、少しの時間ならと障がい者等
用駐車場に駐車をしていませんか。必要ではない
人が利用することで、本当な必要な人が利用する
ことができなくなります。

このマークを知っていますか
『国際シンボルマーク』といいます。
障がいのある人が利用できる施設で
あることを表すための世界共通マー

クです。「障がいのある人すべてを対象」とし
たもので、特に車いすを利用する人を限定して
使用されるものではありません。

　市内には、一般企業などでの就
労が困難な人が、知識や能力の向
上のため、必要な訓練を行いなが
ら働く就労支援施設があります。
　パンやお菓子など、食品の製造・
販売や除雪などの作業のほか、市
内外の個人や企業などから、検品
や草刈などの業務を受託し、作業
を行っています。

肢
体
不
自
由

精
神
障
が
い

知
的
障
が
い

知ってほしい
　　　障がいのこと

4� 知ってほしい　障がいのこと



重度障がい
者が語る
楽しきかな　わが人生
～支えてくれた人々との　　
　　　　　　　出会いと絆～

講師　小
お

山
さ

内
ない

　美
み

智
ち

子
こ

さん
　　　 1953年生まれ。ＮＰＯ法人札幌いちご会理

事長。脳性まひ。

　　　永
なが

島
しま

　勝
かつ

章
あき

さん
　　　 1976年生まれ。共働事業所もじや勤務。脳

性まひ。
日時　12月３日㈰11時～12時30分
　　　（受付開始10時30分）
場所　市民会館２階中ホール

あいサポーター研修を
受講しませんか

第13回「障害者週間」記念事業

　障がいの特性や障がいのある人が困っていること、
必要な配慮などを学び、『あいサポーター』になって
いただくための研修です。９月28日には、福祉の学習
の一環として、鷲別小学校で５年生を対象に行うなど、
さまざまな場所で開催しています。皆さんも友人や
サークル仲間、職場などで、開催しませんか。
　「あいサポート運動やあいサポーター研修について、
話を聞いてみたい」、「町内会や職場の研修に来てほ
しい」などとお考えの方は、障がい福祉グループ（☎
�３７３２）に問い合わせください。

［鷲別小学校で行った開催内容］
　　　　45分間　�さまざまな障が

いについて学習
　　　　40分間　�障がいのある人

からの講話
　　　　50分間　�車いす体験（乗

る人、介助する
人、見守りのそ
れぞれを体験）

　　　　※�内容は希望により、変
更できます。

◎講演会終了後に相談会を開催します
　日　　時　12月３日㈰　14時～
　場　　所　市民会館小会議室
　相 談 員　�小山内美智子さん、永島勝章さん、金

かね

田
た

博
ひろ

之
ゆき

さん（元札幌市内相談室職員）
　定　　員　10人（申し込み順）
　申し込み　�同事務局・吉野さんに電話またはファ

クス

　　12月３日㈰11時～16時
　　市民会館
　　◎１階通路
　　◦�障がい児や障がい者の作品展示
　　　（２日㈯から７日㈭まで展示します）
　　◎２階中ホール入り口横
　　◦�ペットボトルキャップアート制作
　　◎２階中ホール
　　◦�無料相談コーナー
　　◦�無料喫茶コーナー
　　◦�就労支援施設などで製造された品物など

の販売
　　　　【出店団体など】
　　　　◦�就労継続支援施設　月とらいおん
　　　　◦�就労支援センター　ピアチェーレ
　　　　◦�すずかけ
　　　　◦�登別市手をつなぐ育成会
　　　　◦�登別肢体不自由児者父母の会
　　　　◦フロンティア登別
▶�問い合わせ　�登別市障害者福祉関係団体連絡

協議会事務局・吉野さん
� （☎�００８３・思�００８３）

人
が
求
め
る
『
思
い
や
り
』
、
そ
し
て

『
配
慮
や
手
助
け
』
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
障
が
い
に
つ
い
て
、
知
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
市
は
、
団
体
か
ら
の
希
望
に
基
づ
き
、

『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
』
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
が
、
あ
い
サ
ポ
ー
ト

運
動
に
参
加
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
、
互
い
に
思
い
や
り
を
も
っ
て
接

す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
困

っ
て
い
る
と
き
に
は
『
ち
ょ
っ
と
し
た
手

助
け
』
が
で
き
る
地
域
を
皆
さ
ん
で
つ
く

り
ま
せ
ん
か
。

　
ひ
と
言
で
『
障
が
い
』
と
い
っ
て
も
、

そ
の
内
容
は
幅
広
く
、
障
が
い
の
現
れ
方

も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
日
々
の
生
活
の
中

で
、
必
要
な
配
慮
や
手
助
け
も
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

　
ま
ち
な
か
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
困

っ
て
い
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と

れ
ば
よ
い
の
か
、
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
に
つ
い
て
の
内
容

や
特
性
を
知
る
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る

知
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

講演会
場
所
内
容

日
時

知ってほしい
　　　障がいのこと

5 知ってほしい　障がいのこと



室
蘭
市
か
ら
移
住
す
る
例
も
多
く
あ
り
ま
す
。

多
く
の
地
域
の
方
に
移
住
を
検
討
し
て
も
ら
う

た
め
、
温
泉
だ
け
で
は
な
い
登
別
市
の
さ
ま
ざ

ま
な
魅
力
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
温
泉
と
い
う
と
山
の
中
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
登
別
市
は
太
平
洋
に
面
し
て

お
り
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
ま
ち
。

見
慣
れ
た
風
景
が
、
季
節
な
ど
に
よ
っ
て
変
化

し
、
外
に
出
る
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま

す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
外
出
し

よ
う
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
ま
ち
で
す
」
。

　
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
、
豊
か
な
自
然
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
の
あ
る
登
別
市
。
最
も
Ｐ
Ｒ
し

た
い
魅
力
は
何
か
、
福
原
さ
ん
に
お
聞
き
す
る

と
、
「
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
番
の
魅
力
。
美
し

い
自
然
な
ど
は
他
の
ま
ち
に
も
あ
り
ま
す
。
本

当
に
固
有
な
も
の
は
『
人
』
で
し
か
な
い
と
思

い
ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
登
別
に
来
て
初
め
て
雪ゆ

き

虫む
し

を
見
ま
し
た
。

つ
い
気
に
な
っ
て
追
い
掛
け
ま
わ
し
て
い
た
ら
、

『
福
原
さ
ん
何
し
て
い
る
の
』
と
、
町
内
会
で

　
福
原
さ
ん
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

３
年
間
、
登
別
市
の
移
住
施
策
に
尽
力
。
現
在

も
、
市
の
『
交
流
活
動
専
門
員
』
と
し
て
、
引

き
続
き
『
移
住
』
に
関
す
る
業
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
福
原
さ
ん
は
、
「
『
移
住
』
と
い
う

と
、
海
を
越
え
て
遠
く
か
ら
来
る
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
登
別
市
で
は
、
隣
の

は
、
都
市
地
域
で
暮
ら
す
人
が
一
定
期
間
、
地

方
に
居
住
し
て
、
そ
の
地
域
で
の
特
性
を
生
か

し
た
活
動
に
従
事
し
な
が
ら
暮
ら
す
も
の
で
す
。

　
福ふ

く

原は
ら

豊と
よ

之ゆ
き

さ
ん
は
平
成
25
年
に
、
兵
庫
県
神

戸
市
か
ら
『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』
と
し
て
登

別
市
に
移
住
し
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
私
は
、
転
勤
で
こ
の
地
に
来
て
１
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ま
ち
に
居
心
地
の
良

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
温
泉
は
も
ち
ろ
ん
魅
力

の
一
つ
で
す
が
、
い
つ
も
体
験
し
て
い
る
の
に

気
付
い
て
い
な
い
魅
力
が
ほ
か
に
も
あ
る
気
が

し
ま
す
。
そ
れ
を
探
る
た
め
に
、
登
別
市
に
移

住
し
て
き
た
方
、
ふ
る
さ
と
登
別
に
帰
っ
て
き

た
方
の
二
人
に
会
っ
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

のぼりべつの
隠れた魅力とは
このまちに来た人、

帰ってきた人に聞いてみる

市民リポーター
石川伸一さん

福原豊之さん

市
民
リ
ポ
ー
ト

　皆さんは、「登別市の魅力は」
と聞かれたときに、どのようなも
のを思い浮かべますか。温泉でし
ょうか。それだけでしょうか。
　私たちの暮らす『このまち』の
魅力は何だろう。それを知るため
にお話を伺いました。このまちに
『来た人』と『帰ってきた人』に。

●いしかわ　しんいち
鷲別町在住。48歳。
国家公務員。転勤のた
め、平成28年に登別へ。
趣味は、インターネッ
トなどでの文化情報発
信。

市民リポートは、市民の皆さ
んが自由に発想・企画する
ページです。

登
別
の
魅
力
を
探
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
登
別
市
へ

▲�北海道移住フェアで登別市の魅力を発信する福原さん

6� 市民リポート



　
井い

元も
と

耕こ
う

さ
ん
は
登
別
市
出
身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

高
校
卒
業
後
、
東
京
の
大
学
で
美
術
を
学
び
、

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
が
、

20
歳
代
後
半
の
時
に
帰
郷
し
ま
し
た
。
現
在
は
、

東
京
で
の
経
験
を
生
か
し
て
市
内
に
デ
ザ
イ
ン

会
社
を
立
ち
上
げ
、
企
業
の
『
広
告
』
な
ど
を

制
作
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
井
元
さ
ん
は
、
登
別
市
で
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事

を
は
じ
め
た
頃
、
東
京
と
登
別
の
違
い
に
少
し

戸
惑
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
東
京
で
仕
事
を
し
て
い
た
頃
は
、
依
頼
企

業
の
広
報
担
当
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と

信
し
て
い
る
福
原
さ
ん
。
ふ
る
さ
と
登
別
に
戻

り
広
告
の
仕
事
を
し
て
い
る
井
元
さ
ん
。
魅
力

の
発
信
、
広
告
と
い
う
『
伝
え
る
』
こ
と
を
仕

事
に
し
て
い
る
二
人
が
、
登
別
の
魅
力
に
つ
い

て
『
人
』
と
い
う
同
じ
答
え
を
出
し
た
こ
と
は
、

と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
思
い
返
し
て
み
る
と
、
登
別
市
に

来
て
か
ら
、
「
う
れ
し
い
」
や
「
楽
し
い
」
と

感
じ
る
瞬
間
に
は
い
つ
も
、
ま
ち
の
誰
か
が
そ

ば
に
い
た
気
が
し
ま
す
。
近
所
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
方
、
親
切
な
店
員
、
趣
味
を
共
に
す

る
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て
今
回
、
快
く

取
材
を
受
け
て
く
れ
た
二
人
。

　
登
別
市
に
住
む
人
が
ま
ち
の
魅
力
だ
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
ま
ち
に
長
く
住
ん
で
い
る
皆
さ

ん
ほ
ど
気
付
き
に
く
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

同
じ
よ
う
に
、
地
元
の
人
だ
か
ら
こ
そ
気
付
か

な
い
魅
力
が
、
ま
だ
ま
だ
隠
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
一
度
、
登
別
市
を
見
つ

め
直
し
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
ま
ち
の
良

さ
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
福
原
さ
ん
は
取
材
の
中
で
、
「
縁
も
ゆ
か
り

も
な
い
土
地
に
移
住
を
考
え
る
人
は
少
な
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
登
別
市
の
皆
さ
ん
が
、

ま
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
あ
ら
た
め
て
発
見

し
、
市
外
の
知
人
な
ど
に
そ
の
魅
力
を
伝
え
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
登
別
へ
の
縁
や
ゆ
か
り
が
生

ま
れ
、
移
住
を
考
え
る
人
が
増
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
の
あ
る
登
別
市
を
、

よ
り
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
。
そ
の

た
め
に
、
皆
さ
ん
自
身
で
、
ふ
る
さ
と
を
Ｐ
Ｒ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
井
元
さ
ん
は
、
仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
人
と

関
わ
っ
て
い
く
中
で
、
あ
ら
た
め
て
登
別
市
に

暮
ら
す
人
々
の
人
柄
の
良
さ
に
気
付
い
た
と
話

し
ま
す
。

　
「
登
別
市
は
、
北
海
道
の
イ
メ
ー
ジ
通
り
大

ら
か
な
方
が
多
い
。
一
方
で
観
光
地
で
も
あ
る

た
め
、
人
馴
れ
し
た
方
も
多
い
。
東
京
で
は
人

と
の
関
わ
り
に
距
離
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
登

別
は
親
近
感
の
わ
く
方
が
多
い
で
す
」
。

　
登
別
市
の
魅
力
に
つ
い
て
井
元
さ
ん
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
「
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
け
れ
ど
、
最

大
の
魅
力
は
人
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
い

う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　
福
原
さ
ん
と
井
元
さ
ん
か
ら
聞
い
た
登
別
市

の
魅
力
。
そ
れ
は
ど
ち
ら
も
登
別
市
の
『
人
』

で
し
た
。
移
住
者
の
視
点
で
登
別
の
魅
力
を
発

知
り
合
っ
た
方
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

気
軽
に
声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
の
は
う
れ
し
い

こ
と
で
す
ね
」
。

　
福
原
さ
ん
は
、
登
別
市
に
は
気
さ
く
で
温
か

い
人
が
多
い
と
話
し
ま
す
。
移
住
し
て
き
た
当

時
、
仕
事
の
進
め
方
に
思
い
悩
ん
で
い
た
そ
う

で
す
。
民
間
の
事
業
所
か
ら
市
役
所
へ
の
転
職
。

そ
れ
ま
で
の
仕
事
の
仕
方
で
は
業
務
を
う
ま
く

進
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
を
察
し

た
上
司
や
職
場
の
同
僚
が
、
福
原
さ
ん
の
能
力

を
引
き
出
し
円
滑
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う

配
慮
し
て
く
れ
て
救
わ
れ
た
と
話
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
周
り
の
人
が

す
ぐ
気
に
掛
け
て
く
れ
る
。
登
別
は
、
心
温
か

い
人
が
集
ま
っ
た
、
人
を
一
人
に
さ
せ
な
い
ま

ち
だ
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
大
好
き
な
ま
ち
で

す
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
登
別
市
で
は
、
企
業
の

代
表
の
方
と
直
接
打
ち
合
わ
せ
す
る
こ
と
が
多

い
。
最
初
は
驚
き
ま
し
た
が
、
細
か
な
こ
と
は

気
に
し
な
い
気
さ
く
な
方
ば
か
り
。
直
接
会
っ

て
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
よ
り
希

望
に
沿
っ
た
広
告
な
ど
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
」
。

井元　耕さん
市
民
リ
ポ
ー
ト

市
民
リ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
６
５
８
６
）
ま
で

あ
ら
た
め
て
気
づ
い
た

ふ
る
さ
と
登
別
の
良
さ

ま
ち
の
魅
力
を

発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か

▲�幌別町の海岸で美しい姿を見せ
る朝日 世代間交流など、初め

て会った人ともすぐに
仲良しに

▲
▶

◀�顧客の希望に添えるよう、熱心に
仕事に取り組む井元さん

7 市民リポート



登別市功労者表彰・登別市表彰

登別市功労者表彰
登別市表彰

－平成29年度－

吉よ
し

田だ

　京き
ょ
う
子こ

さ
ん

永年にわたり交通安全
指導員として交通事故
防止及び交通安全啓発
活動に尽力されました

鎌か
ま

田だ

　茂し
げ

明あ
き

さ
ん

永年にわたり体育団体
役員として体育の振興
に尽力されました

松ま
つ

宮み
や

　俊し
ゅ
ん

三ぞ
う

さ
ん

永年にわたり交通安全
指導員として交通事故
防止及び交通安全啓発
活動に尽力されました

三み

木き

　榮え
い

子こ

さ
ん

永年にわたり交通安全
指導員として交通事故
防止及び交通安全啓発
活動に尽力されました

福ふ
く

島し
ま

　千ち

美み

江え

さ
ん

永年にわたり技能協会
役員として産業の振興
に尽力されました

上う
え

田だ

　俊と
し

朗ろ
う

さ
ん

永年にわたり商工会議
所会頭として産業の振
興に尽力されました

8� 登別市功労者表彰・登別市表彰



登別市功労者表彰・登別市表彰

登別市功労者表彰
登別市表彰

－平成29年度－

　登別市功労者表彰・登別市表彰とは、永年にわたり登別市の行政や社会福祉などに貢献
され、市民の模範となる行いをされた方や団体に対し、表彰を行うものです。
　このたびの受賞者は、市功労者表彰６人、市表彰25人１団体（自治貢献表彰８人、社会
貢献表彰８人、教育文化貢献表彰８人１団体、篤志貢献表彰１人）で、11月３日㈮の文化
の日に市民会館で表彰式を行います。

多
年
に
わ
た
り
町
内
会
役
員
と
し
て
市
勢
の
発

展
と
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

秦は
た

　
　
武た

け

将ま
さ
さ
ん

辻つ
じ

本も
と

　
紘ひ

ろ
しさ

ん

か
た

山や
ま

　
ト
キ
ヱ
さ
ん

水み
ず

井い

　
和か

ず

子こ

さ
ん

柴し
ば

田た

　
満み

つ
るさ

ん

多
年
に
わ
た
り
法
人
会
役
員
と
し
て
納
税
意
識

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

佐さ

藤と
う

　
幸こ

う

一い
ち

さ
ん

竹た
け

内う
ち

　
芳よ

し

郎ろ
う

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て
地
方

自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

俵ひ
ょ
う

藤ど
う

　
亥い

久く

生お

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
市
民
団
体
会
長
と
し
て
男
女
共

同
参
画
社
会
意
識
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

安あ

達だ
ち

　
陽よ

う

子こ

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
社

会
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

中な
か

村む
ら

　
征ゆ

き

夫お

さ
ん

小お

沢ざ
わ

　
裕ゆ

美み

子こ

さ
ん

桶お
け

屋や

　
純じ

ゅ
ん

一い
ち
さ
ん

佐さ
と
う

　
文ふ

み

子こ

さ
ん

稲い
な

葉ば

　
雅ま

さ

幸ゆ
き

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
学
校
医
と
し
て
児
童
の
健
康
管

理
並
び
に
学
校
環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た

石い
し

原は
ら

　
尚た

か

志し

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
学
校
歯
科
医
と
し
て
生
徒
の
健

康
管
理
並
び
に
学
校
環
境
衛
生
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た

三み

國く
に

　
一い

ち

郎ろ
う
さ
ん

多
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
と
し
て
社
会
教

育
活
動
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

小こ

塚づ
か

　
順じ

ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

畑は
た

山や
ま

　
功こ

う

一い
ち
さ
ん

多
年
に
わ
た
り
青
少
年
指
導
委
員
と
し
て
青
少
年

の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

阿あ

達だ
ち

　
義よ

し

秋あ
き
さ
ん

合ご
う

田だ

　
和か

ず

彦ひ
こ
さ
ん

平ひ
ら

池い
け

　
英え

い

二じ

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
文
化
団
体
役
員
と
し
て
文
化
の
振

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

伊い

藤と
う

　
光こ

う

一い
ち

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
図
書
館
協
議
会
委
員
と
し
て
教
育

文
化
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

須す

藤ど
う

　
和か

ず

恵え

さ
ん

多
年
に
わ
た
り
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
役

員
と
し
て
児
童
の
健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

木き

村む
ら

　
義よ

し

恭や
す
さ
ん

多
年
に
わ
た
り
青
葉
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
運
営
・

管
理
な
ど
地
域
の
教
育
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

青
葉
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
実
行
委
員
会

多
額
の
金
員
を
寄
附
さ
れ
市
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た

平た
い
ら

　
　
秀ひ

で

里さ
と
さ
ん

片片厂片厂

藤
藤
藤藤⺿⺿

自
治
貢
献
表
彰

社
会
貢
献
表
彰

教
育
文
化
貢
献
表
彰

篤
志
貢
献
表
彰

▶問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）

9 登別市功労者表彰・登別市表彰



ビジネス学科『観光ビジネスコース』
　世界が認める観光ブランド『北海道』で、
観光のプロとして活躍する人材を育成する
『ビジネス学科観光ビジネスコース』を新設。
平成29年度は登別市からの支援も受け、留学
生12人が入学しました。アジア随一のスノー
リゾートや温泉地を有し、美食の宝庫でもあ
る『北海道』。その中でも、有数の温泉地で
ある登別市で、ホテルや
観光の仕事に欠かせない
接客マナーや日本の文化
でもある『おもてなし』
の精神を学びます。

『
就
職
模
擬
試
験
・
模
擬
面
接
』
な
ど
、

一
年
を
通
し
て
多
彩
な
就
職
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
。
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
と
ク
ラ
ス
担
任
、
講
師
陣
が
一
丸
と
な

り
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
夢
の
実
現
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
入
学
直
後
に
行
う
『
就
職
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
』
を
は
じ
め
、
『
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
』
、
『
業
界
研
究
セ
ミ
ナ
ー
』
、

　
同
校
は
、
多
く
の
国
家
資
格
の
認
定
校

で
す
。
卒
業
と
同
時
ま
た
は
実
務
経
験
を

積
む
こ
と
で
資
格
が
取
得
で
き
た
り
、
試

験
の
一
部
が
免
除
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、

国
家
資
格
を
有
利
に
取
得
で
き
ま
す
。
普

段
の
授
業
で
試
験
対
策
を
行
う
ほ
か
、
特

別
講
座
な
ど
も
実
施
し
、
万
全
の
支
援
体

制
で
、
毎
年
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
し
て

い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
『
で
き
る
こ
と
』
が
増

え
、
『
得
意
な
こ
と
』
が
伸
び
る
よ
う
、

業
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
方
な
ど
、
業

界
経
験
豊
富
な
講
師
陣
が
丁
寧
に
指
導
し

ま
す
。

　
豊
富
な
実
習
量
と
東
京
の
姉
妹
校
と
連

携
し
た
最
先
端
の
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

即
戦
力
と
な
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　文化や教育・福祉の充実を重点施策として
まちづくりを進める市の強い要請を受け、日
本工学院北海道専門学校が開校したのは昭和
57年４月。以来、札内の大地から、専門的な
知識と技術を修めた多くの若者たちを送り出
してきました。
　今号では、社会の第一線で活躍する人材を
育成する同校の学科やコース、進学・就職活
動のサポート体制などについて紹介します。

▶問い合わせ　
　日本工学院北海道専門学校（☎�０８８８）

　
学
生
の
毎
日
の
変
化
に
気
付
き
、
理
解

度
に
合
わ
せ
て
細
や
か
な
指
導
を
行
う

『
担
任
制
』
と
、
専
門
力
を
高
め
人
間
力

を
育
む
『
段
階
型
教
育
』
で
学
生
の
個
性

や
能
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
ま
す
。

　
ま
た
、
専
門
知
識
や
技
術
と
い
っ
た

『
専
門
力
』
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
社
会
人
と
し
て

必
要
な
『
人
間
力
』
を
合
わ
せ
て
身
に
付

け
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
・
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
に
目
を
配
り

能
力
を
引
き
出
す
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

就
職
に
つ
な
が
る

実
習
中
心
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

一
人
ひ
と
り
の
就
職
力
を
高
め
る

独
自
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

資
格
取
得
に
有
利
な

国
家
資
格
認
定
校

無限に広がる

未来への入口

無限に広がる
未来への入口

平成29年４月新設

10� 無限に広がる未来への入口　日本工学院北海道専門学校



◦
Ｉ
Ｔ
・
ゲ
ー
ム
・
Ｃ
Ｇ
系
　

　
　�

日
鋼
情
報
シ
ス
テ
ム
、
ト
ラ
ン
ス
コ

ス
モ
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
旭
情

報
サ
ー
ビ
ス
、
ワ
ン
オ
ー
ル
シ
ス
テ

ム
な
ど

◦
電
気
・
建
築
系
　

　
　�

北
海
道
電
力
、
北
海
電
気
工
事
、
マ

イ
ス
タ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
北

海
道
電
気
保
安
協
会
、
淺
沼
組
、
イ

オ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ト
、
岩
倉
建
設
、
盛

興
建
設
な
ど

◦
自
動
車
整
備
系
　

　
　�

札
幌
ト
ヨ
タ
自
動
車
、
ト
ヨ
タ
カ
ロ

ー
ラ
苫
小
牧
、
札
幌
日
産
自
動
車
、

北
海
道
日
産
自
動
車
、
北
海
道
ス
バ

ル
、
南
北
海
道
三
菱
自
動
車
販
売
な

ど

◦
公
務
員
・
医
療
秘
書
系
　

　
　�

登
別
市
役
所
、
札
幌
市
役
所
、
北
海

道
警
察
、
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
、
日

鋼
記
念
病
院
な
ど

◦
柔
道
整
復
系
　

　
　�

札
幌
あ
ゆ
み
整
骨
院
、
道
東
接
骨
院
、

ピ
ー
ス
ラ
ブ
、
リ
ー
フ
な
ど

◦
編
入
学
　

　
　�

室
蘭
工
業
大
学
（
情
報
電
子
工
学
系

学
科
・
建
築
社
会
基
盤
系
学
科
）

※�

法
人
格
名
に
つ
い
て
は
、
省
略
し
て
い

ま
す
。

平
成
29
年
３
月
卒
業
生
の

主
な
就
職
先
・
編
入
先

無限に広がる
未来への入口

　日本工学院北海道専門学校には、６つの分
野をカバーする11の学科、６専攻６コースが
あり、各分野の専門家を養成しています。

 クリエイティブ分野　ゲームやアニメ、ウェブサイトなどのクリエイターを目指します

ゲームクリエイター科 ゲームクリエイター、ゲームディレクター、ゲームプログラマー、
ゲームデザイナーなど

ＣＧデザイナー科

イラスト専攻

アニメーター、原画クリエイター、作画監督、キャラクターデザ
イナー、ＣＧデザイナー、３ＤＣＧデザイナー、ＣＧコンテンツ
プランナー、３ＤＣＧアニメーター、Ｗｅｂデザイナー、Ｗｅｂ
プログラマー、グラフィックデザイナー、漫画家など

マンガ専攻
３Dアニメーション専攻
ゲームグラフィックス専攻
Ｗ

ウ ェ ブ

ｅｂデザイン専攻
グラフィックデザイン専攻

 ＩＴ分野　　　　　 　　コンピュータ・ソフトウェアの開発や情報ビジネス分野で活躍する社会人を目指します

情報処理科

ＩＴコース プログラマー、システムエンジニア、ネットワークエンジニア、
Ｗｅｂプログラマーなど

ビジネスコース 一般企業の経理・事務・営業、システム管理者、公務員、プログ
ラマーなど

大学編入コース 編入する大学によります

 テクノロジー分野　 　自動車、建築、インテリアなど、ものづくりのエンジニアを目指します

自動車整備科 国産車・輸入車ディーラーのメカニック、レーシングメカニック、
バイクメカニックなど

電気工学科 エネルギー開発・設計技術者、プラント設計技術者、電気・電力
設備の設計技師など

建築学科 建築士、建築設計技術者、建築職公務員、建築施工技術者など

 公務員分野　　　　　 　人々のため、よりよいまちづくりに携わる公務員を目指します
公務員１年制学科

国家公務員（一般職、専門職）、防衛省職員、北海道職員、市町
村職員、警察官、消防士など公務員２年制学科 公務員事務コース

警察官・消防士コース

 医療分野　　　　　　 　病院や福祉関連施設などで活躍する社会人を目指します

医療秘書科 医療事務、医療秘書、電子カルテインストラクター、病院管理、
病棟クラーク、ドクターズクラークなど

柔道整復科 柔道整復師として独立開業、接骨院・病院勤務、スポーツ施設、
福祉関連施設など

 ビジネス分野【新設】　ホテルや観光分野で活躍する社会人を目指します

ビジネス学科 観光ビジネスコース ホテルコンシェルジュ、ツアーガイド、チケットカウンタース
タッフ、観光案内など

学科・コース・将来の仕事

11 無限に広がる未来への入口　日本工学院北海道専門学校



男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

男
も
女
も
自
分
ら
し
く

～
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て
～

男
で
○ま

る

、
女
で
○ま

る

、
共
同
作
業
で
◎

に
じ
ゅ
う
ま
る

男
女
が
働
き
続
け
ら
れ
る
た
め
に

～
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～
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～
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～
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～
・
～
・
～
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～
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～
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～

　
日
々
の
生
活
の
中
で
、
「
男
は
そ
う
い
う
こ
と
を
し
て
は
い
け
な
い
」
と
か
「
女
だ
か

ら
こ
う
で
あ
る
べ
き
」
な
ど
と
、
言
わ
れ
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
性
別
や
言
語
、
年
齢
の
違
い
な
ど
、
私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が
異
な
り
ま
す
。
誰
も
が

幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
特
性
を
尊
重
し
、
個
人
の
能
力

を
発
揮
し
て
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
で
き
る
社
会
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

正社員として希望する働き方（数字は全てパーセント）
男性 女性

未婚時 未就学の子
どもがいる 未婚時 未就学の子

どもがいる
急な残業もあるフルタイム 69.6 23.8 60.0 1.1
残業のないフルタイム 13.7 30.4 26.7 4.4
時間の融通がきくフルタイム 16.0 41.0 12.4 21.7
短時間勤務 0.5 3.1 0.8 46.7
家でできる仕事 0.3 1.7 0.0 15.2
正社員として働かない 0.0 0.1 0.0 10.9

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

男
性
の
積
極
的
な
家
庭
や
子
育
て
へ
の
参

画
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
長
時
間
労
働
の
是

正
な
ど
男
性
自
身
が
働
き
方
を
見
直
す
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
意
識
や
行
動

を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
未
婚
の
と
き
は
、
「
急
な
残

業
も
あ
る
フ
ル
タ
イ
ム
も
可
能
」
と
回
答

し
た
人
が
、
男
女
共
に
60
㌫
以
上
と
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
未
就
学
の
子
ど
も
が
い
る
場

合
の
働
き
方
は
、
男
性
は
「
急
な
残
業
も

あ
る
フ
ル
タ
イ
ム
も
可
能
」
と
回
答
し
て

い
る
人
は
23
・
８
㌫
に
減
少
し
、
「
残
業

の
な
い
フ
ル
タ
イ
ム
を
望
む
」
と
回
答
し

た
人
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
女
性
で
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
き
た
い
と
い
う
回
答
は

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
「
正
社
員
と
し

て
働
か
な
い
こ
と
が
希
望
」
と
答
え
た
人

は
10
・
９
㌫
に
と
ど
ま
り
、
約
５
割
の
女

性
が
初
め
て
の
出
産
後
に
退
職
し
て
い
る

実
態
と
離
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
で
は
、
女
性
は
、
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
後
も
仕
事
を
続
け
た
い
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。
女
性
が
子
育
て
し
な
が
ら

参
画
白
書
』
の
平
成
29
年
度
版
に
よ
る
と
、

第
一
子
出
産
前
後
で
女
性
が
就
業
を
継
続

す
る
割
合
は
、
約
５
割
と
な
っ
て
お
り
、

初
め
て
の
出
産
に
伴
い
約
半
数
の
女
性
が

仕
事
を
退
職
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
週
間
就
業
時
間
が
60
時
間
以
上

の
雇
用
者
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
女
性
が

２
・
６
㌫
に
対
し
て
男
性
は
11
・
７
㌫
で

あ
り
、
男
性
の
ほ
う
が
長
時
間
労
働
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
男
性
は
長
時
間
労
働
す
る
こ
と
を
望
み
、

女
性
は
出
産
後
の
退
職
を
望
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
国
立
女
性
教
育
会
館
が
平
成
27
年
度
、

新
規
大
学
卒
業
者
を
対
象
に
、
現
在
の
就

業
状
況
や
今
後
の
人
生
設
計
な
ど
に
関
す

る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
の
設
問
の
一
つ
に
『
正
社
員
と
し

て
ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
し
た
い
か
』
が

　
内
閣
府
が
発
行
し
て
い
る
『
男
女
共
同

　
男
女
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
社
会
の
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
自
ら
の
意
志

に
よ
り
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
で

き
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

男
女
が
均
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
享
受

し
、
共
に
責
任
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
社

会
が
、
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
性
別
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く

し
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
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誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

家
庭
内
の
モ
ラ
ハ
ラ
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

Ｌエ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か

が
悪
い
」
と
自
分
を
追
い
込
ん
で
し
ま
う

人
も
い
ま
す
。
ま
ず
は
自
分
が
被
害
者
で

あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
市
は
、
モ
ラ
ハ
ラ
や
家
庭
内
暴
力
な
ど

の
市
民
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

「
も
し
か
し
た
ら
モ
ラ
ハ
ラ
を
受
け
て
い

る
か
も
」
と
感
じ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
モ
ラ
ハ
ラ
』
は
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
略
で
、
言
葉
や
態
度
に
よ
っ
て

人
の
心
を
傷
つ
け
る
精
神
的
な
暴
力
や
虐

待
の
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
「
お
前
に
は
価
値
が
な
い
」
、

「
何
を
や
ら
せ
て
も
満
足
に
で
き
な
い
、

お
前
は
駄
目
な
人
間
だ
」
な
ど
と
言
っ
た

り
、
話
し
か
け
て
も
無
視
し
た
り
し
て
、

相
手
を
精
神
的
に
追
い
詰
め
る
こ
と
は
モ

ラ
ハ
ラ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
妻
か
ら
夫
に
対
し
て
、
「
臭
い

か
ら
近
寄
ら
な
い
で
」
な
ど
と
言
っ
た
り
、

子
ど
も
に
夫
の
悪
口
を
吹
き
込
む
と
い
っ

た
行
動
も
モ
ラ
ハ
ラ
と
言
え
ま
す
。

　
昨
今
、
家
庭
内
の
モ
ラ
ハ
ラ
被
害
が
増

え
て
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
夫
婦
で
あ
っ
て
も
親
子
で
あ
っ
て
も
、

モ
ラ
ハ
ラ
は
許
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
モ
ラ
ハ
ラ
被
害
者
は
、
「
こ

の
人
を
怒
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
」

と
常
に
加
害
者
の
顔
色
を
う
か
が
い
、
自

分
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
必
死
に
な
り
ま

す
。
そ
の
状
況
が
続
く
と
ス
ト
レ
ス
を
た

め
込
み
、
心
身
に
重
大
な
影
響
を
与
え
、

自
律
神
経
失
調
症
や
う
つ
病
、
深
刻
な
精

神
障
が
い
と
な
り
、
自
殺
に
至
る
ケ
ー
ス

も
見
ら
れ
ま
す
。

　
モ
ラ
ハ
ラ
の
被
害
者
の
中
に
は
、
「
私

『
性
的
少
数
者
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
国
内
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解
が
進

ま
ず
、
差
別
や
い
じ
め
が
あ
る
の
が
現
状

で
す
。
そ
の
た
め
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
あ
る
こ

と
を
隠
し
て
生
活
し
て
い
る
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
100
人
い
れ
ば
、
100
通
り
の
個
性
が
あ
り

ま
す
。
本
人
は
も
と
よ
り
、
全
て
の
人
が

正
し
い
知
識
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
誰
も
が
自
分
の
『
性
』
を
尊
重
し
、
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
生
物
学
的
な
男
女
の
性

差
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
理
由
と
し
た
不
当
な
差

別
な
ど
、
『
性
』
に
よ
る
偏
見
や
差
別
の

な
い
社
会
の
実
現
が
必
要
で
す
。

　
私
た
ち
の
姿
、
価
値
観
、
感
情
な
ど
が

人
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
に
、
人
間
の
性

の
あ
り
方
も
多
様
で
す
。

　
『
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
』
と
は
、
『
女
性
同
性
愛

者
』
（
Ｌレ

ズ

ビ

ア

ン

ｅ
ｓ
ｂ
ｉ
ａ
ｎ
）
、
『
男
性
同

性
愛
者
』
（
Ｇゲ

イ
ａ
ｙ
）
、
『
両
性
愛
者
』

（
Ｂバ

イ

セ

ク

シ

ャ

ル

ｉ
ｓ
ｅ
ｘ
ｕ
ａ
ｌ
）
、
『
ト
ラ
ン
ス

ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
（
Ｔト

ラ

ン

ス

ジ

ェ

ン

ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｇ
ｅ
ｎ
ｄ

ｅダ

ーｒ
、
生
ま
れ
た
と
き
の
性
と
は
違
う
性

で
生
き
る
人
・
生
き
た
い
と
望
む
人
）
の

各
語
の
頭
文
字
を
と
っ
た
表
現
で
す
。
人

口
に
占
め
る
割
合
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

　
市
は
、
市
民
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
る

ほ
か
、
性
別
に
よ
る
雇
用
や
労
働
条
件
の

格
差
な
ど
の
労
働
問
題
解
決
の
た
め
、
連

合
北
海
道
登
別
地
区
連
合
会
が
行
う
労
働

相
談
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
互
い
の
性
別
や
個
性
を
認
め
合
い
、
男

女
が
共
に
仕
事
や
子
育
て
に
参
画
で
き
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
に
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

◎�

市
民
相
談
　
市
民
相
談
室
（
市
民
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ
内
・
☎
�
２
１
３
９
）

◎
無
料
労
働
相
談
　
連
合
登
別

�

（
☎
�
３
３
３
７
）

性同一性障害をご存じですか
　性別は男女２種類に単純に分けられると考え
られがちですが、『性』には、生物学的なもの
と、自分の性をどのように意識するのかという
ものの２つの側面があります。
　体は女性でありながら「自分は男であり、本
当は男として生きるのがふさわしい」と考える
ような現象を『性同一性障害』と呼びます。性
同一性障害の方は、このような性別の不一致か
ら悩んだり、気持ちが不安定になったりするこ
とが少なくありませんが、周りの人に相談して
も理解してもらえないことが多いようです。
　平成25年、岡山大学病院が調査したところ、
性同一性障害の方の６割が自殺を考え、３割が
自傷や自殺未遂、不登校の経験があるという結
果が出ました。
　性同一性障害に対する正しい理解に努め、一
人ひとりの個性や違いを尊重することが求めら
れています。

▼
問
い
合
わ
せ

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

男も女も自分らしく
男で○、女で○、共同作業で◎
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ブランド
登

別

査
会
』
で
、
味
や
独
自
の
取
り
組
み
な
ど

に
関
す
る
審
査
を
行
い
ま
す
。

※�

『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
審
査
会
』
は
、

公
募
し
た
市
民
や
農
林
水
産
業
関
係
者
、

報
道
関
係
者
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
係

者
、
食
品
加
工
の
専
門
家
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
書
面
審
査
で
、
事
業
所
や
原
材
料
の
産

地
、
安
全
性
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
を
確
認
し
、
書
面
審
査
に
合
格
し
た

商
品
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

に
開
催
予
定
の
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
審

　
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
申
込
書
』
に
次

の
も
の
を
添
え
て
、
12
月
８
日
㈮
ま
で
に
、

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事
務
局
（
商

工
労
政
グ
ル
ー
プ
内
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
添
付
す
る
も
の
　

　�

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
申
込
に
係
る
確
認

一
覧
表
、
特
産
品
調
査
票
、
商
品
サ
ン

プ
ル
（
２
個
無
償
提
供
）
、
商
品
説
明

資
料

※�

申
込
書
は
、
同
協
議
会
事
務
局
と
登
別

商
工
会
議
所
に
備
え
付
け
の
ほ
か
、
各

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
応
募
で
き
る
方
　

　
市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
い
る
事
業
者

●
対
象
と
な
る
商
品
　

　�

主
な
原
材
料
が
市
内
で
生
産
ま
た
は
採

取
さ
れ
て
い
る
加
工
食
品

※�

市
内
で
生
産
ま
た
は
採
取
で
き
な
い
も

の
に
限
り
、
北
海
道
産
も
対
象
と
し
ま

す
。

●
応
募
で
き
る
品
数
　

　
１
事
業
者
に
つ
き
２
品
ま
で

　
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
、
高
品
質
な
地
元
産
加
工
食
品
を
『
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
品
』
と
し
て
認
定
し
、
宣
伝
や
販
売
促
進
、
販
路
開
拓
に
向
け
た
事
業
者
の
取
り
組
み

に
対
し
て
、
重
点
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
優
良
商
品
の
製
造
・
開
発
や
地
域
産

業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
目
的
で
活
動
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
29
品
を
登
別
ブ
ラ
ン
ド

推
奨
品
と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
ま
ち
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
だ
わ
り
を
も
っ
た
自
慢
の
商

品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事
務
局

�

（
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
内
・
☎
�
２
１
７
１
）

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
に

　
　
　
　応
募
し
ま
せ
ん
か

応
募
要
件

審
査
方
法

応
募
方
法

応募説明会を
開催します

日�時　
◦11月９日㈭18時
◦11月17日㈮14時
場�所　
　�観光経済部会議室
（アーニス２階）
※�当日、直接会場に
お越しください。

◀�二次元バー
コードを読
み取ること
でご覧いた
だけます。

▲�厳正な審査の結果に基づいて認定された『登別ブランド推奨品』

▲�平成28年度に登別ブランド推奨品として
認定を受けた『登別牛乳カステラ』

※�

詳
し
い
審
査
項
目

な
ど
に
つ
い
て
は
、

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推

進
協
議
会
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

14� 登別ブランド推奨品に応募しませんか



タ
レ
を
使
っ
た
お
菓
子
『
登
別
閻
魔
や
き

そ
ば
せ
ん
べ
い
』
を
発
売
し
ま
し
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
バ
ッ
ク
に
入
る
大
き
さ
で
、

お
土
産
と
し
て
も
人
気
で
す
。

　
平
成
27
年
か
ら
提
供
を
開
始
し
た
登
別

の
ご
当
地
グ
ル
メ
『
登
別
閻え

ん

魔ま

や
き
そ
ば
』

は
、
市
内
30
店
舗
（
平
成
29
年
10
月
時
点
）

で
提
供
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
小
・
中
学
校

　
ま
た
、
今
年
の
４
月
に
は
、
登
別
閻
魔

や
き
そ
ば
の
会
が
㈱
わ
か
さ
い
も
本
舗
と

協
力
し
、
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば
の
お
い
し

さ
を
も
っ
と
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
登
別
閻
魔
や
き
そ
ば
の
秘
密
の

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
に

認
定
さ
れ
る
と

　
　ご
当
地
グ
ル
メ
に
も

　

 

力
を
入
れ
て
い
ま
す

　
　

　
販
売
促
進
や
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
て
、

主
に
次
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦�

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
と
し
て
の
推
奨

認
定
マ
ー
ク
の
使
用
許
諾

◦�

ポ
ス
タ
ー
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
雑
誌
、

同
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
登
別
商
工

会
議
所
会
報
な
ど
で
の
Ｐ
Ｒ

◦�

商
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
販
路
拡
大

に
関
す
る
情
報
提
供

◦�

商
談
会
な
ど
に
出
展
す
る
市
内
事
業
者

に
対
し
、
出
展
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
『
登
別
市
商
談
会
等
出
展

補
助
金
』
の
補
助
率
の
加
算
な
ど

登別ブランド推奨審査会
の委員を募集します

登別ブランド推奨品の募集

登別閻
えん

魔
ま

やきそばの提供店を

募集しています

▶応募資格　
　�市民で市内の食品加工業者
と利害関係のない方
▶定員　
　２人（応募者が３人以上のときは選考）
▶役割　
　�平成30年１月20日㈯に開催予定の『登別ブラ
ンド推奨審査会』で、事業者による商品説明
や試食などにより審査を行います
▶応募方法　
　�12月８日㈮までに登別ブランド推進協議会事
務局（商工労政グループ内）と登別商工会議
所に備え付け、または各ウェブサイトに掲載
の応募用紙に必要事項を記入の上、郵送また
はファクス、Ｅメールにより登別ブランド推
進協議会事務局（〒059－0012中央町４丁目
11、思�５３０２、shoko@city.noboribets�
u.lg.jp）に提出

　あなたのお店独自の『登別閻魔
やきそば』を提供してみませんか。
　提供を希望する場合は、登別ブ
ランド推進協議会まで問い合わせ
ください。

▲�市内の㈱わかさいも本舗各店や登
別温泉街のホテルで販売されてい
る『登別閻魔やきそばせんべい』

▲�認定商品にのみ使用できる
『推奨認定マーク』

▲�登別ブランド推奨品・登別閻
えん

魔
ま

やきそばのリーフレット（日本
語・英語・中国語繁体字）

　
市
内
の
み
な
ら
ず
、
札
幌
や
東
京
で
の

イ
ベ
ン
ト
で
も
販
売
さ
れ
、
温
泉
だ
け
で

は
な
い
登
別
の
魅
力
の
発
信
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

の
学
校
給
食
で
も

提
供
さ
れ
る
な
ど
、

登
別
な
ら
で
は
の

食
と
し
て
定
着
し

つ
つ
あ
り
、
２
年

間
で
累
計
提
供
食

数
は
、
13
万
食
を

突
破
し
ま
し
た
。

ブランド
登

別

15 登別ブランド推奨品に応募しませんか



財政公表

平成2９年度各会計予算の執行状況

市債残高の状況

一時借入金の状況

市の財産の状況

平 成 ２9 年 ９ 月 末 の 財 政 状 況を
お知らせします

▶問い合わせ
　財政グループ
　（☎�１３３１）

　平成29年度各会計予算は、平成29年第１回登別市議会定例会
で当初予算が議決され、その後、９月30日までに一般会計が３
回、国民健康保険特別会計、簡易水道事業特別会計、介護保険
特別会計がそれぞれ１回、予算の補正を行っています。
　今号では、平成29年度予算の９月30日現在における収入と支
出の概況、市民の税負担の状況、市債残高の状況などをお知ら
せします。

会計名 一般会計
特別会計　

合計国民健康保険
特別会計

学校給食事業
特別会計

簡易水道事業
特別会計

介護保険
特別会計

カルルス温泉スキー
場事業特別会計

後期高齢者医療
特別会計

当初予算額 2,003,000万円 702,930万円 34,280万円 4,290万円 359,820万円 11,600万円 74,850万円 3,190,770万円
補 正 額 71,278万円 6,916万円 0円 13万円 3,770万円 0円 0円 81,976万円
前年度からの繰越額 103,270万円 0円 0円 0円 0円 0円 0円 103,270万円
予 算 現 額
（9月30日現在） 2,177,548万円 709,846万円 34,280万円 4,303万円 363,590万円 11,600万円 74,850万円 3,376,017万円

歳
入

収入済額 1,000,666万円 272,502万円 8,167万円 635万円 149,856万円 0円 24,262万円 1,456,088万円
収入率(%) 46.0％ 38.4％ 23.8％ 14.8％ 41.2％ 0.0％ 32.4％ 43.1％

歳
出

支出済額 807,195万円 284,180万円 13,865万円 1,019万円 143,766万円 789万円 23,542万円 1,274,355万円
執行率(%) 37.1％ 40.0％ 40.4％ 23.7％ 39.5％ 6.8％ 31.5％ 37.7％

平
成
28
年
度

決 

算 

額

歳 入 2,133,452万円 717,334万円 33,833万円 3,781万円 350,036万円 10,153万円 71,077万円 3,319,666万円
歳 出 2,085,218万円 691,031万円 33,833万円 3,778万円 339,688万円 10,153万円 71,034万円 3,234,735万円
差 引 48,234万円 26,303万円 0円 3万円 10,348万円 0円 43万円 84,931万円

※項目ごとに表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない箇所があります。

会計名 残高

一 般 会 計 234億649万円

特
別
会
計

学校給食
事　　 業 1,025万円

簡易水道
事　　 業 1億5,412万円

合 計 235億7,086万円

　９月30日現在において、借り入れはありません。

区分 面積・金額

土 地 687.0万平方㍍

建 物 28.2万平方㍍

基
金
な
ど

現 金 33億5,339万円

土 地 11.1万平方㍍

債 権 な ど 5億9,106万円

市民一人当たりに換算すると
◇市民一人当たりが負担する

� 市税 10万6,237円
◇市民一人当たりに使われる

� お金 44万4,370円
◇市民一人当たりの

� 借金残高 47万7,654円

※�市民一人当たりの金額は、それぞれ、
市税収入予算額、一般会計予算現額
（前年度からの繰越額を含む）、一般
会計市債残高を人口で割ったものです。

人口（９月末日現在）4万9,003人

16� 平成29年９月末の財政状況をお知らせします



登
別
市
民
憲
章
啓
発
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
・
優
秀
賞
作
品
紹
介

　
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
は
、
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
民
憲
章
５
項
目
の
う
ち
の

３
項
目
『
親
切
を
つ
く
し
　
き
ま
り
を
守
っ
て
　
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
』
、
『
自
然
を
愛
し
　
力
を
あ
わ
せ
て
　
緑
と
空
気
と
太
陽
の
い
っ
ぱ
い
あ
る
　
き
れ
い
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』
、
『
未
来
を
つ
く
る
青
少
年
の
　
健
全
な
夢
の
育
つ
ま
ち
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
』
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
全
８
小
学
校
の
４
年
生
を
対
象
と
し
て
、
標
語
を
募
集
し

ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
登
別
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
事
務
局
連
絡
所

�
（
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
内
・
☎
�
１
０
７
９
）

（
敬
称
略
）

（
敬
称
略
）

ゆ
め
い
っ
ぱ
い
　
未
来
を
広
げ
る
　
登
別

幌
別
小
学
校

眞ま

浦う
ら 

　
ゆ
ず

ま
ち
づ
く
り
　
ゆ
め
を
つ
な
ご
う
　
未
来
へ
と

幌
別
西
小
学
校

早は
や

坂さ
か 

　
咲こ

羽う

力
合
わ
せ
　
自
然
と
共
に
　
ま
ち
づ
く
り

幌
別
東
小
学
校

竹た
け

中な
か 

　
公こ

う

志じ

登
別
　
し
ぜ
ん
が
い
っ
ぱ
い
　
ゆ
め
い
っ
ぱ
い

青
葉
小
学
校

嵐あ
ら
し 

　
萌も

も々

花か

親
切
で
　
た
す
け
合
う
町
　
登
別

鷲
別
小
学
校

水み

戸と 

　
杏あ

ん

南な

登
別
　
え
が
お
が
運
ぶ
　
自
然
の
地

若
草
小
学
校

後ご

藤と
う 

　
圭け

い

太た

夢
育
つ
　
未
来
を
つ
く
る
　
町
づ
く
り

富
岸
小
学
校

板い
た

垣が
き 

　
芽め

唯い

親
切
で
　
え
が
お
あ
ふ
れ
る
　
ま
ち
づ
く
り

登
別
小
学
校

佐さ

藤と
う 

　
歩あ

ゆ

花か

青
少
年
　
夢
が
ふ
く
ら
む
　
登
別

幌
別
小
学
校

佐さ

藤と
う 

　
凛り

ん

花か

や
さ
し
さ
で
　
ゆ
た
か
な
ま
ち
を
　
作
ろ
う
よ

幌
別
小
学
校

煤す
す

孫ま
ご 

は
る
か

登
別
　
か
っ
き
あ
ふ
れ
る
　
い
い
ま
ち
だ

幌
別
小
学
校

長な
が

尾お 

　
歩あ

ゆ

陸む

ぼ
く
達
で
　
つ
く
っ
て
ゆ
こ
う
　
い
い
未
来

幌
別
西
小
学
校

一い
ち
の
せ
き関 

　
理り

玖く

み
ど
り
い
ろ
　
自
然
に
つ
つ
ま
れ
　
よ
い
町
を
　

自
然
を
愛
し
　
す
き
と
お
る
町

幌
別
西
小
学
校

小こ

山や
ま 

　
未み

羽お
ん

す
き
と
お
る
　
自
然
の
き
れ
い
さ
　
花
だ
し
て
　

き
れ
い
な
ま
ち
に
　
時
つ
な
が
る

幌
別
西
小
学
校

大お
お

渕ぶ
ち 

　
智と

も

花か

ゆ
け
む
り
と
　
み
ん
な
の
心
　
あ
た
た
か
い

幌
別
東
小
学
校

浜は
ま

　 

　
京き

ょ
う

花か

い
つ
ま
で
も
　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
　
子
ど
も
た
ち

青
葉
小
学
校

工く

藤ど
う 

　
優ゆ

夏な

思
い
や
り
　
心
を
大
き
く
　
み
な
さ
ん
で

青
葉
小
学
校

鈴す
ず

木き 

　
陽ひ

な

大た

登
別
　
ぼ
く
ら
が
守
る
　
し
ぜ
ん
を
ね

青
葉
小
学
校

更さ
ら

科し
な 

　
吉よ

し

紀き

登
別
　
夢
を
育
て
る
　
い
い
ま
ち
に

鷲
別
小
学
校

草く
さ

岡お
か 

　
碧あ

お

莉り

子
供
達
　
み
ん
な
夢
も
つ
　
天
才
だ

鷲
別
小
学
校

松ま
つ

本も
と 

　
悠ゆ

愛ま

ポ
イ
す
て
は
　
ぜ
っ
た
い
や
め
て
　
き
た
な
い
よ

鷲
別
小
学
校

加か

藤と
う

　 

　
凛り

ん

登
別
　
大
切
な
み
ど
り
　
あ
り
が
た
や

若
草
小
学
校

赤あ
か

間ま 

　
大た

い

雅が

登
別
　
み
ん
な
良
い
人
　
良
い
町
だ

若
草
小
学
校

清き
よ

瀬せ 

　
叶か

な

詩た

登
別
　
自
然
が
す
て
き
　
守
ろ
う
ね

若
草
小
学
校

太た
い

子し 

紗さ

妃き

南な

登
別
　
明
る
い
市
民
　
温
か
い

富
岸
小
学
校

平ひ
ら

間ま 

颯そ
う

一い
ち

郎ろ
う

子
ど
も
は
ね
　
む
げ
ん
の
か
の
う
せ
い
　
あ
る
ん
だ
よ

富
岸
小
学
校

髙た
か

屋や

敷し
き 

晴は
る

生き

こ
の
ま
ち
で
　
子
育
て
し
た
い
な
　
マ
マ
の
よ
に

富
岸
小
学
校

浅あ
さ

賀が 

　
凜り

ん

音ね

登
別
　
子
ど
も
の
え
が
お
あ
ふ
れ
て
る
　
大
丈
夫
？
　

や
さ
し
い
声
が
　
ひ
び
く
町

富
岸
小
学
校

高た
か

橋は
し 

　
飛ひ

晴ば
る

い
つ
ま
で
も
　
大
好
き
な
町
　
登
別

富
岸
小
学
校

伊い

藤と
う 

　
虹い

ろ

葉は

明
る
く
ね
　
き
ま
り
を
守
っ
て
　
住
み
や
す
く

登
別
小
学
校

山や
ま

根ね 

　
瑠る

月な

金賞

優
秀
賞

17 登別市民憲章啓発標語コンクール　金賞・優秀賞作品紹介



▲�地震で破損した箇所に土のうを設置
し、河川の氾濫を防ぐ『土のう設置
訓練』

▲�津波により避難者が孤立したことを
想定して行われた『孤立避難者救出
訓練』

大
津
波
を
想
定
し
、
登
別
地
区
全
域
で
高
台
の
避
難
場
所

ま
で
の
避
難
訓
練
に
取
り
組
ん
だ
『
津
波
避
難
訓
練
』

▲◀

▲�災害で水道管が破損したこ
とを想定した『配管復旧・
給水訓練』

◀�薪をくべて使う、燃料効率
の良い『ロケットストーブ』
の製作体験

9
� 30

平
成
29
年
度
登
別
市
総
合
防
災
訓
練

訓
練
、
大
津
波
警
報

が
発
表
さ
れ
ま
し
た

９
月
30
日
㈯
、
登
別
地
区
で
『
平
成
29

年
度
登
別
市
総
合
防
災
訓
練
』
（
登
別
市

防
災
会
議
主
催
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

総
合
防
災
訓
練
は
、
大
規
模
な
災
害
に

備
え
、
市
民
や
関
係
機
関
、
市
が
一
体
と

な
っ
て
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
防
災

意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

２
年
に
一
度
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
悪
天
候
に
よ
り
中
止
し
た
た
め
、

４
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
っ
た
今
回
。
登
別

地
区
の
市
民
な
ど
と
連
携
し
て
行
う
『
津

波
避
難
訓
練
』
、
防
災
関
係
機
関
と
連
携

し
て
実
施
す
る
『
会
場
実
動
訓
練
』
の
二

部
構
成
で
行
い
、
登
別
市
連
合
町
内
会
や

行
政
機
関
、
多
く
の
民
間
団
体
・
企
業
か

ら
約
500
人
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

『
津
波
避
難
訓
練
』
は
、
十
勝
沖
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地

震
が
発
生
し
、
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ

た
想
定
で
実
施
。
防
災
行
政
無
線
の
放
送

や
電
子
メ
ー
ル
で
の
情
報
発
信
な
ど
に
よ

り
、
情
報
伝
達
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、
参

加
し
た
市
民
の
方
は
、
高
台
の
避
難
場
所

ま
で
の
避
難
訓
練
を
行
い
、
避
難
の
経
路

や
所
要
時
間
を
確
認
し
ま
し
た
。

『
会
場
実
動
訓
練
』
は
、
フ
ン
ベ
山
で

北
海
道
の
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
『
孤
立
避
難

者
救
出
訓
練
』
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
登
別

中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
と
し
て
各

防
災
関
係
機
関
に
よ
り
実
施
。
災
害
発
生

後
に
起
き
う
る
状
況
を
想
定
し
、
登
別
管

工
事
業
協
同
組
合
に
よ
る
『
配
管
復
旧
・

給
水
訓
練
』
、
消
防
団
や
登
別
建
設
協
会

に
よ
る
『
土
の
う
設
置
訓
練
』
、
陸
上
自

衛
隊
の
野
外
炊
事
用
ト
レ
ー
ラ
ー
を
用
い

た
『
炊
出
し
訓
練
』
な
ど
、
実
践
的
な
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
会
場
で
は
、

防
災
関
連
グ
ッ
ズ
の
展
示
や
『
ロ
ケ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
』
の
製
作
体
験
な
ど
、
多
く
の

展
示
・
体
験
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
災
害

へ
の
日
頃
の
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
に
合
わ

せ
、
登
別
市
障
害
者
福
祉
関
係
団
体
連
絡

協
議
会
が
、
津
波
を
想
定
し
、
障
が
い
の

あ
る
方
が
地
域
の
方
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
な
が
ら
避
難
す
る
訓
練
を
行
っ
た
ほ
か
、

幌
別
西
地
区
で
も
自
主
的
な
避
難
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
訓
練

に
取
り
組
み
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
に

努
め
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

※�

ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
関
連
記
事
は
、

21
ペ
ー
ジ
。
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９
月
22
日
㈮
、
市
内
の
14
施
設
で
『
の
ぼ
り
べ
つ

カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
７
』
（
同
実
行
委
員
会

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
夜
間

に
公
共
施
設
や
観
光
施
設
、
民
間
の
店
舗
な
ど
を
開

放
し
、
催
し
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
市
民
な
ど
が
施

設
の
見
学
や
地
域
の
文
化
な
ど
を
楽
し
む
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
初
め
て
乗
っ
た
『
は
し
ご
車
』
の
高

さ
に
驚
い
た
り
、
市
立
図
書
館
で
は
大
人
と
子
ど
も

が
一
緒
に
百
人
一
首
に
熱
中
す
る
な
ど
、
普
段
は
体

験
す
る
機
会
の
少
な
い
文
化
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
10
月
７
日
㈯
、
イ
オ
ン
登
別
店
で
『
消
防
・
救
急

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
に
楽
し
み
な
が
ら
、

消
防
活
動
や
救
急
業
務
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
、
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
時
折
、
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
、

ロ
ー
プ
を
つ
た
っ
て
渡
っ
た
り
、
防
火
服
を
着
て
放

水
を
体
験
す
る
真
剣
な
姿
に
、
保
護
者
は
笑
み
を
こ

ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

の
ぼ
り
べ
つ
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
７

消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

貴
重
な
体
験
楽
し
む

消
防
・
救
急
を
よ
り
身
近
に

▲�消防士が『はしご車』を使って救出・救護するとき
の高さを体験した子どもたち

▲�真剣な表情で消火活動にあたるミニ消防士

　
10
月
１
日
㈰
、
総
合
体
育
館
で
『
２
０
２
０
東
京

オ
リ
パ
ラ
で
夢
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
』
の
一

環
と
し
て
、
小
椋
久
美
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
イ

ベ
ン
ト
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
小
椋
さ
ん
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
舞
台
に
出
場
し
た
と
き
の
経
験
談
な
ど
に
つ
い
て

話
し
を
し
た
ほ
か
、
「
こ
ん
な
選
手
に
な
り
た
い
、

こ
う
い
う
プ
レ
イ
を
し
て
み
た
い
な
ど
、
自
ら
考
え

て
、
ど
の
よ
う
に
行
動
に
移
す
か
と
い
う
意
識
が
大

事
」
と
会
場
に
い
る
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
、
夢
を

か
な
え
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
か
ら
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
実
技
指
導
に
、
子
ど
も
た
ち
は
刺
激
を
受
け
、

力
強
く
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。

９
月
27
日
㈬
、
市
民
会
館
で
『
登
別
市
デ
ン
マ
ー

ク
友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団
帰
国
報
告
会
』

（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
、
日
本
と
外
交
関
係
を
樹
立
し
て
か
ら
150
年

を
迎
え
る
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、

市
内
の
中
学
生
４
人
と
北
海
道
登
別
明
日
中
等
教
育

学
校
の
中
学
校
に
あ
た
る
前
期
課
程
の
生
徒
１
人
。

そ
れ
ぞ
れ
が
興
味
を
も
っ
て
い
た
デ
ン
マ
ー
ク
王

国
の
音
楽
や
食
べ
物
な
ど
に
つ
い
て
、
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

発
表
を
聞
い
て
い
た
保
護
者
や
学
校
関
係
者
な
ど

は
、
親
元
を
離
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
し
な
が

ら
過
ご
し
た
８
日
間
で
の
成
長
を
感
じ
、
大
き
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日
本
代
表

小お

椋ぐ
ら
久く

美み

子こ

さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
＆ア

ン
ド実
技
指
導

登
別
市
デ
ン
マ
ー
ク
友
好
都
市

中
学
生
派
遣
交
流
団
帰
国
報
告
会

未
来
の
夢
、
育
む

８
日
間
で
学
ん
だ
こ
と

▲�効果的な打ち方について説明する小椋さんと
真剣なまなざしで見つめる会場の子どもたち

▲�デンマーク王国の文化に触れ、国際理解を深め
た派遣交流団

10
� 1

9
� 27

10
� 7

9
� 22
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

ハーラウフラ・プアネリネ
『
ハ
ー
ラ
ウ
フ
ラ
・
プ
ア
ネ
リ
ネ
』

は
、
平
成
17
年
に
結
成
し
た
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
現
在
の
メ

ン
バ
ー
は
40
代
か
ら
80
代
ま
で
の
女

性
21
人
。
第
１
・
第
２
・
第
３
火
曜

日
を
基
本
に
、
月
３
回
、
市
民
会
館

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
、
ハ
ワ
イ
の
伝

統
舞
踊
で
、
優
雅
な
振
り
付
け
で
表

情
豊
か
に
踊
る
も
の
で
す
。
幅
広
い

年
代
の
メ
ン
バ
ー
が
一
緒
に
、
一
つ

の
曲
を
踊
り
き
る
こ
と
に
楽
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
代

表
の
濱は

ま

谷や

亜あ

紀き

さ
ん
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
市
内
の
各

種
行
事
に
出
演
す
る
ほ
か
、
年
10
回

程
度
、
介
護
施
設
で
踊
り
を
披
露
し

た
り
町
内
会
の
敬
老
行
事
に
参
加
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
濱
谷
さ
ん
は
、

「
普
段
の
活
動
で
練
習
し
て
き
た
踊

り
を
見
て
い
た
だ
き
、
喜
ん
で
も
ら

え
る
の
が
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

一
緒
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
と
呼
び
掛
け
る
濱
谷
さ
ん
は
、

「
今
い
る
メ
ン
バ
ー
も
、
加
入
し
た

時
は
み
ん
な
初
心
者
で
し
た
。
優
し

い
人
が
集
ま
っ
た
サ
ー
ク
ル
で
す
の

で
、
気
軽
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
ま
す
。

結
成
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ

る
小こ

林ば
や
し

茂も

土と

子こ

さ
ん
は
、
「
体
を
動

か
す
趣
味
を
始
め
た
い
と
思
い
加
入

し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、

激
し
い
動
き
が
少
な
く
ゆ
っ
た
り
と

踊
れ
る
の
で
、
高
齢
の
方
に
も
お
す

す
め
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

活
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

濱
谷
さ
ん
（
☎
090

－

５
０
７
９

－

３

２
０
５
）
ま
で
。

▲�笑顔を絶やさず楽しくフラダンスの練
習に取り組むメンバー

私たちと一緒にハワイ発
祥のダンスを優雅に楽し
んでみませんか

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
58
回

　
９
月
30
日
㈯
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、

十
勝
沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
、

登
別
市
を
は
じ
め
と
す
る
北
海
道
太
平
洋

沿
岸
西
部
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た

こ
と
を
想
定
し
た
各
種
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
地
震
に
伴
う
災
害
な
ど
は
、
い
つ
、
ど

こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
は
日
頃
か
ら
、
災
害
に
備
え
て
い
ま
す

か
。

　
１
８
５
４
年
11
月
５
日
、
安
政
南
海
地

震
に
伴
う
大
津
波
が
、
和
歌
山
県
な
ど
を

襲
っ
た
際
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
稲
わ

ら
に
火
を
付
け
、
暗
闇
の
中
で
多
く
の
人

た
ち
を
高
台
へ
導
き
、
命
を
救
っ
た
『
稲

む
ら
の
火
』
と
い
う
逸
話
に
ち
な
み
、
11

月
５
日
は
『
津
波
防
災
の
日
』
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
避
難
経
路
や

非
常
持
出
品
の
確
認
を
し
ま
せ
ん
か
。

最
寄
り
の
避
難
所
は
ど
こ
で
す
か

　
市
が
配
布
し
て
い

る
防
災
マ
ッ
プ
な
ど

に
よ
り
、
市
内
の
避

難
所
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
、
平
常
心
で
い
る
こ
と
は
難
し
い
も
の

で
す
。
日
頃
か
ら
家
族
な
ど
で
、
避
難
所

を
決
め
、
緊
急
時
に
は
速
や
か
に
避
難
で

き
る
よ
う
避
難
経
路
に
つ
い
て
も
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
避
難
所
や
避
難
経
路
は
、
災
害

の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。

自
分
自
身
を
守
る
非
常
持
出
品

　
津
波
な
ど
、
大
規
模
な
災
害
に
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
速
や
か
な
避
難
が
必
要
と
な

る
た
め
、
非
常
持
出
品
の
準
備
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　
乳
幼
児
が
い
る
場
合
は
、
紙
オ
ム
ツ
や

粉
ミ
ル
ク
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
家
族
構

成
に
よ
り
、
必
要
な
物
が
異
な
り
ま
す
。

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
参
考
に
、
必
要
な
物

を
最
小
限
に
ま
と
め
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ

る
場
所
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
食
品
に
つ
い
て
は
、
調
理
の
必

要
が
な
い
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

11
月
５
日
は
津
波
防
災
の
日▼

問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ（
☎
�
１
１
３
０
）

工
く

藤
どう

　隆
たか

行
ゆき

さん
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「
『
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
』
は
枯
れ

木
な
ど
を
燃
料
に
、
暖
を
と
る
だ
け
で

は
な
く
、
お
湯
を
沸
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
災
害
発
生
時
に
、
非
常
食
と
し

て
備
蓄
さ
れ
て
い
る
ア
ル
フ
ァ
米
な
ど

を
温
め
る
こ
と
も
で
き
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
応
用
が
利
く
も
の
な
の
で
、
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
。

平
成
24
年
11
月
27
日
に
発
生
し
た
大

規
模
停
電
の
際
に
、
炊
き
出
し
な
ど
、

も
っ
と
地
域
で
対
応
で
き
る
こ
と
が
あ

っ
た
の
で
は
と
感
じ
て
い
た
工
藤
さ
ん

は
、
被
災
時
に
も
簡
単
に
作
成
で
き
る

『
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
』
を
普
及
さ
せ

る
取
り
組
み
を
始
め
た
と
い
い
ま
す
。

「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
状

態
で
あ
っ
て
も
、
火
を
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
『
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
』
を
地

市
か
ら
依
頼
を
受
け
、
総
合
防
災
訓

練
に
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う

工
藤
さ
ん
は
、
「
以
前
、
『
ロ
ケ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
製
作
体
験
』
を
開
催
し
た

と
き
に
、
市
の
防
災
担
当
者
に
講
話
を

お
願
い
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
つ
な

が
り
で
活
動
の
場
を
与
え
て
も
ら
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
機
会

で
の
つ
な
が
り
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
活
性
化
し
て

く
れ
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

な
ど
に
よ
り
、
つ
な
が
り
方
は
多
様
化

し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
顔
と
顔
を
合

わ
せ
て
話
す
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
に
つ
い
て
伝
え
て
く
れ
ま

し
た
。

登
別
室
蘭
青
年
会
議
所
な
ど
の
活
動

を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や

日
々
の
生
活
の
中
で
で
き
た
つ
な
が
り

を
大
切
に
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

域
の
中
で
誰
か
一
人
で
も
作
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
温
か
い
ご
飯
を
食
べ
た
り
、

暖
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
自
助
・
共
助
』
へ
の
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

が
進
む
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
思
い
を

語
る
工
藤
さ
ん
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

つ
な
が
り
が
ま
ち
づ
く
り
を
活
性
化

昭和52年、室蘭市生まれ。40歳。
友人の勧めで、平成23年１月に登別室蘭青年会議所に入会し、
現在、副理事長を務める。広告物の制作などを行う㈲富士工芸
社を経営しながら、日々まちづくりに取り組む。

工
く

藤
どう

　隆
たか

行
ゆき

さん

　９月30日㈯に、登別地区を舞台に行われた
総合防災訓練。多くの関係機関が参加し、高
台への避難訓練や孤立避難者の救出訓練、そ
してさまざまな体験や展示などが行われまし
た。その中の一つ、『ロケットストーブの製
作体験』を実施した登別室蘭青年会議所。な
ぜ『ロケットストーブ』だったのか、今回は
普及活動に取り組む工藤さんに伺いました。

人と人とのつながり
を大切に

▲�総合防災訓練で、ロケットストーブの製作を実演
する登別室蘭青年会議所の会員
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

く
ら
し
と

住
ま
い

１２月の粗大ごみ収集

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０
円）』を貼って出してください（１回につき５
品まで）。

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※�電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に

は
、
地
域
の
方
の
気
付
き
が
大
切
で

す
。
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
感
じ
た

ら
、
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

子
ど
も
の
衣
類
や
体
が
不
衛
生

◦�

不
自
然
な
あ
ざ
や
傷
が
あ
る

◦�

夫
婦
げ
ん
か
が
続
い
て
い
る
な
ど

※�

連
絡
し
た
内
容
が
間
違
っ
て
い
て

も
、
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　

◎
子
育
て
Ｇ
（
☎
�
６
６
７
７
）

　
労
働
保
険
と
は
、
労
働
者
の
生
活

の
安
定
や
福
祉
の
増
進
な
ど
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接
、
管
理

運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

　
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労

働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
者

は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
労

働
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
事
業
者

は
、
速
や
か
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
㉓
６
１
３
１
）
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
室
蘭
（
☎
㉒
８
６
８
９
）

対�

象
　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、

障
が
い
者
世
帯
、
特
定
疾
患
患
者

世
帯

※�

該
当
世
帯
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
得

制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

内�

容
　
冬
期
の
生
活
に
必
要
な
灯
油

な
ど
の
購
入
費
と
し
て
、
特
別
生

活
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け

貸
付
限
度
額
　
１
世
帯
５
万
円

償�
還
期
間
　
貸
付
日
の
翌
月
１
日
か

ら
12
カ
月
以
内

※�

申
し
込
む
と
き
は
、
別
世
帯
の
保

証
人
と
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

の
写
し
が
必
要
で
す
。

申�

し
込
み
　
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯

ま
で
に
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
係
（
☎
�
７
３
７
９
）

　
日
本
国
内
も
し
く
は
、
国
外
に
あ

る
日
本
国
籍
の
船
や
航
空
機
内
で
、

故
意
の
犯
罪
行
為
に
遭
っ
て
亡
く
な

ら
れ
た
犯
罪
被
害
者
の
ご
遺
族
の
方

な
ど
に
対
し
て
、
国
が
給
付
金
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
警
察
署

�

（
☎
㊻
０
１
１
０
）

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
第

10
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
25
万

円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限
　
平
成
30
年
４
月
２
日
㈪

対
象
　
次
の
順
位
で
ご
遺
族
１
人

①�

弔
慰
金
の
受
給
権
者

②�

戦
没
者
な
ど
の
子
ど
も

③�

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹

④�

死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
戦
没
者

な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
１
９
１
１
）

◎
室
蘭
児
童
相
談
所

�

（
☎
㊹
４
１
５
２
）

11
月
は
『
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
』
で
す

労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

特
別
生
活
資
金

（
冬
期
生
活
資
金
）

の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す

ご
存
じ
で
す
か

犯
罪
被
害
給
付
制
度

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
方
に

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

地　区 収集期間 申込期間

鷲別町
１～３丁目

12月４日㈪～
12月９日㈯　

11月20日㈪～
12月１日㈮　

新生町
１・２丁目

12月11日㈪～
12月16日㈯　

11月27日㈪～
12月８日㈮　

鷲別町
４～６丁目

12月25日㈪～
12月30日㈯　

12月11日㈪～
12月22日㈮　

防災行政無線の
サイレン吹鳴について

　次の日程で行われる防災訓練に伴い、
サイレンを吹鳴します。実際の災害と
お間違いのないよう注意してください。

※�気象などの影響により中止となる場
合があります。

問い合わせ　総務Ｇ（☎�１１３０）

　　　　▶時間　９時
　　　　▶範囲　鷲別地区
　　　　▶目的　�鷲別地区連合町内会

防災訓練

11/11㈯
　　　　▶時間　11時
　　　　▶範囲　市内全域
　　　　▶目的　国民保護訓練
11/14㈫
　　　　▶時間　14時
　　　　▶範囲　市内全域
　　　　▶�目的　Ｊアラート訓練
11/22㈬
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



←至室蘭市

至幌別町→

至幌別町→

ことぶき公園

登別新生郵便局
内科消化器科サンクリニック

いしまる
神経内科

道道上登別室蘭線（782号線）
交通規制箇所

　
高
校
や
短
期
大
学
、
大
学
、
専
修

学
校
な
ど
へ
の
入
学
や
在
学
中
の
費

用
を
支
援
す
る
公
的
融
資
制
度
で
す
。

融�

資
限
度
額
　
生
徒
・
学
生
１
人
に

つ
き
350
万
円
以
内

利�

率
　
年
１
・
81
㌫
（
平
成
29
年
10

月
12
日
現
在
）

※�
融
資
対
象
の
学
校
や
世
帯
の
収
入

に
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
日
本
政
策
金
融
公
庫
・

　
後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
平
成
27
年
10
月
か

ら
３
年
間
に
限
り
、
申
し
込
み
に
よ

っ
て
過
去
５
年
間
分
ま
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

権
者
（
繰
上
げ
受
給
者
を
含
む
）
と

満
65
歳
以
上
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
を
有
し
て
い
る
方
は
、
対
象

か
ら
除
か
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
年
金
事
務
所

�

（
☎
㉔
７
１
０
４
）

　
北
海
道
地
域
両
立
支
援
推
進
チ
ー

ム
は
、
が
ん
や
糖
尿
病
な
ど
、
長
期

に
わ
た
り
治
療
を
続
け
る
必
要
が
あ

る
、
病
気
を
抱
え
な
が
ら
働
く
方
が

離
職
す
る
こ
と
な
く
、
活
躍
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
治
療
と
仕

事
の
両
立
支
援
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ど
で
の
音
楽
に
よ
る
効
果
な
ど

講�

師
　
日
本
音
楽
療
法
学
会
認
定�

音
楽
療
法
士
・
四よ

方も

明あ
き

子こ

さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

　
治
療
中
の
仕
事
に
つ
い
て
、
悩
み

や
不
安
の
あ
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
産
業
保
健
総

合
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
011

－

242

－
７
７
０
１
）

　
貸
し
ビ
ル
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
設

置
し
て
い
る
証
明
用
電
気
計
器
（
電

気
の
子
メ
ー
タ
ー
）
は
、
計
量
法
で

定
め
る
検
定
の
有
効
期
間
内
の
も
の

で
な
け
れ
ば
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
有
効
期
限
は
、
計
器
に
添
付
し
て

い
る
『
検
定
ラ
ベ
ル
』
や
『
検
定
票
』

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
日
本
電
気
計
器
検
定

所
北
海
道
支
社

�

（
☎
011

－

668

－

２
４
３
７
）

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６
）

◎
男
女
共
同
参
画
社
会
に

　
向
け
た
作
品
の
表
彰
式

日�

時
　
11
月
18
日
㈯
11
時
20
分
（
11

時
か
ら
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

◎
登
別
市
男
女
共
同
参
画

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

日�

時
　
11
月
18
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
（
13
時
か
ら
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内�

容
　
音
楽
療
法
の
歴
史
、
病
院
な

国
の
教
育
ロ
ー
ン

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納
制
度

治
療
と
仕
事
の

両
立
を
支
援
し
ま
す

証
明
用
電
気
計
器
の
有
効

期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か

登
別
市
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
会
議
か
ら
の

お
知
ら
せ

交通規制のお知らせ
　道路排水路工事のため、道道上登別室
蘭線の新生町１丁目において、片側２車
線のうち１車線について交通規制を行っ
ています。

▶�期間　12月15日㈮まで（９時～17時）
▶場所　新生町１丁目18－11付近
▶問い合わせ　土木・公園グループ
� （☎�３２６０）

平成29年度

地区懇談会
　市政に関する情報を市民の皆さんに提供する
とともに、皆さんの声を広く聴き、市民と行政
による『協働のまちづくり』を進めるため、各
地区で地区懇談会を開催します。
　多くの方にまちづくりに参画してもらう機会
ですので、ぜひご参加ください。

日　時 開催地区 開催場所
11月１日㈬18時 幌別鉄南地区 鉄南ふれあいセンター

11月７日㈫18時 富岸地区 老人憩の家
『富久寿園』

11月８日㈬18時 登別地区 婦人センター
11月９日㈭18時 鷲別地区 鷲別公民館
11月13日㈪18時 中央地区 労働福祉センター
11月20日㈪18時 幌別西地区 市民会館
11月21日㈫14時 登別温泉地区 登別温泉公民館

11月21日㈫18時 新生地区 老人憩の家
『新生虹の家』

11月22日㈬18時 美園・若草地区 若草婦人研修の家

11月24日㈮18時 青葉地区 老人憩の家
『緑寿の家』

問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）
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（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
、
ｅイ

ー
タ
ッ

－
Ｔ

ａク

スｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
）
を
利
用
し
て
、
事
前
に
届
け

出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
、
税
金

を
納
付
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

契
約
が
不
要
で
、
期
日
を
指
定
し
て

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
税
理
士
が
納
税
者
に
代
わ
っ
て

納
付
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
税
目
や
利
用
開
始
手

続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署
管
理
運

営
部
門
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、
法
人
道
民
税

や
事
業
税
な
ど
の
地
方
税
に
お
け
る

申
告
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
電
子
的
に
行
え
る
利
用
料

が
無
料
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

市
と
国
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
義
務

日�

時
　
11
月
29
日
㈬
13
時
30
分
（
13

時
か
ら
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

対�

象
　
給
与
を
支
給
し
て
い
る
事
業

者
内�
容
　
年
末
調
整
の
仕
方
・
留
意
事

項
、
今
年
度
の
改
正
点
、
法
定
調

の
あ
る
源
泉
徴
収
票
と
給
与
支
払
報

告
書
を
、
ま
と
め
て
手
続
き
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
（
一
社
）
地
方
税
電

子
化
協
議
会

　
（
☎
０
５
７
０

－

０
８
１
４
５
９
）

　
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
た
相
談
内

容
に
よ
っ
て
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

の
職
員
や
税
務
署
の
職
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
予
約
や
必
要
書
類
の

確
認
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

�

（
☎
㉒
４
１
５
１
）

書
の
記
載
方
法
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
の
利
用
に
つ
い
て

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署
源
泉
所

得
税
担
当
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

　
市
は
、
平
成
30
年
１
月
１
日
に
、
下
水
道
使
用
料
の
値

上
げ
（
平
均
約
15
㌫
）
を
行
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
９
月
号
か
ら
12
月
号
ま
で
の
４
回
に
わ
た
り
、

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆ア

ン
ド
Ａ
で
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
９
０
５
２
）

　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
使
用
料
の
改
定
が
必
要
と
な
っ
た
経
緯
や
改

定
後
の
料
金
早
見
表
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

簡
単
・
便
利
な

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

法
人
道
民
税
・
事
業
税
な
ど

地
方
税
の
手
続
き
は

簡
単
・
便
利
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

年
末
調
整
説
明
会

～
事
業
者
向
け
～

税
務
署
で
扱
う
税
金
の
相
談
は

ま
ず
は
お
電
話
で

どうなるの？
『下水道使用料』

　市は昨年、今後12年間の下
水道事業の収支がどうなって
いくかを『下水道事業経営戦
略』としてまとめました。
　結果、平成33年度に資金が
底をつき、平成40年度には、
約12億円の資金不足になる見
込みとなったため、下水道使
用料の改定が必要となりまし
た。

　下水道事業は、雨水管の工
事など、公共性の高い事業は、
市の税金で運営を行っていま
すが、それ以外の部分は、利
用者の皆さんの使用料で経費
を賄わなければなりません。
　そのため、今回、資金不足
に対処するため、使用料を引
き上げますが、市は、今後も、
下水道事業を安定的に運営し
ていくため、経費削減の取り
組みを進めていきます。

　資金不足は
市の税金で何
とかできない
の？

　下水道使用
料の改定はな
ぜ必要なの？

避難行動要支援者名簿
（兼きずなづくり台帳）

への登録申請書を送付します
　新たに『避難行動要支援者名簿』の登録対象
となった方へ11月中旬に通知を送付します。
　本人の同意により、平常時から警察や消防、
地域の方などと共有する『避難行動要支援者名
簿（兼きずなづくり台帳）』へ登録することが
できますので、同封の登録申請書に必要事項を
記入の上、ご返送ください。
主�な対象　現在の『避難行動要支援者名簿』に
登録されていない方のうち、75歳以上の方や
要介護認定３以上の方、身体障害者手帳２級
以上の方など

※�現在『避難行動要支援者名簿』に登録された
方で転居した場合、再度、登録が必要です。

※�申請書が届いていない方も登録が可能です。

問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）

A
A

Q Q
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
　集

写真で語る昔の 　
市
・
道
民
税
（
普
通
徴
収
第
３

期
）
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴

収
第
６
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通

徴
収
第
５
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
（
普
通
徴
収
第
５
期
）
の
納

期
限
は
11
月
30
日
㈭
で
す
。

　
納
付
に
は
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介
護
Ｇ

期�

間
　
11
月
10
日
㈮
～
17
日
㈮
９
時

～
17
時
30
分

場
所
　
市
役
所
１
階
通
路

内�

容
　
小
学
６
年
生
の
『
税
に
関
す

る
標
語
』
な
ど
の
展
示

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署
税
務
広

報
広
聴
官
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

０
０

１
４
富
士
町
７
丁
目
33

－

１
）

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

　
登
別
市
青
少
年
問
題
協
議
会
は
、

平
成
29
年
度
登
別
市
青
少
年
表
彰
の

候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

表
彰
の
種
類
・
対
象
　

（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

◎�

青
少
年
善
行
表
彰
…
活
動
が
特
に

優
秀
と
認
め
ら
れ
、
他
の
青
少
年

の
模
範
と
な
る
方

◎�

青
少
年
団
体
活
動
者
表
彰
（
個
人
）

…
市
内
に
組
織
さ
れ
て
い
る
現
在

活
発
な
活
動
を
続
け
て
い
る
青
少

年
団
体
に
３
年
以
上
所
属
し
、
他

の
青
少
年
団
体
活
動
者
の
模
範
と

な
る
方

◎�

青
少
年
団
体
活
動
者
表
彰
（
団
体
）

…
５
年
以
上
の
活
動
を
続
け
、
そ

の
目
的
が
健
全
な
文
化
・
教
養
・

体
育
・
奉
仕
活
動
で
あ
り
、
他
の

青
少
年
団
体
の
模
範
と
な
る
団
体

◎�

優
良
勤
労
青
少
年
表
彰
…
勤
続
年

数
が
３
年
以
上
の
、
日
常
生
活
に

誠
実
で
、
職
務
技
能
の
向
上
、
研

さ
ん
に
努
め
る
な
ど
、
他
の
働
く

青
少
年
の
模
範
と
な
る
方

※�

個
人
を
対
象
と
す
る
表
彰
は
、
平

成
30
年
３
月
31
日
現
在
で
、
28
歳

未
満
の
市
民
を
対
象
と
し
ま
す
。

推�

薦
者
　
市
内
に
居
住
す
る
方
、
団

体
の
代
表
者
な
ど

推�

薦
方
法
　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
に

備
え
付
け
、
ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
推
薦
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
11
月
30
日

㈭
ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
で
社

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

税
に
関
す
る
作
品
展

平
成
29
年
度

登
別
市
青
少
年
表
彰
の

推
薦
を
受
け
付
け
ま
す

第４回
▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

－昭和22年11月１日－
国鉄鷲別機関区開業

▲�開業当時の鷲別機関区（日本貨物鉄道株式会社北海道支社提供）

　
北
海
道
内
で
稼
働
す
る
機
関
車
の
保
守
点
検
な
ど
を
行
っ
て
い

た
『
国
鉄
鷲
別
機
関
区
』
が
開
業
し
た
の
は
、
昭
和
22
年
11
月
１

日
。

　
蒸
気
機
関
車
へ
の
給
水
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
大
き
な
貯ち

ょ

水す
い

池ち

に
は
、
川
か
ら
紛
れ
込
ん
だ
コ
イ
や
ウ
グ
イ
な
ど
が
泳
ぎ
、
給
水

を
受
け
た
蒸
気
機
関
車
の
タ
ン
ク
に
も
、
魚
が
紛
れ
込
む
こ
と
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
鷲
別
町
や
美
園
町
の
方
か
ら
は
、
こ
の
貯
水
池
で
の
魚
釣
り
の

話
し
を
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

　
国
鉄
の
分
割
民
営
化
に
よ
り
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
引
き

継
が
れ
た
鷲
別
機
関
区
は
、
平
成
11
年
４
月
の
車
両
基
地
集
約
に

よ
り
、
北
海
道
内
で
稼
働
す
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
全
て
を
鷲

別
機
関
区
の
所
属
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
８

月
に
同
社
の
業
務
集
約
に
伴
う
基
地
統
合
に
よ
り
、
機
関
区
の
機

能
を
函
館
市
の
五ご

稜り
ょ
う

郭か
く

機
関
区
に
集
約
す
る
こ
と
と
な
り
、
鷲
別

機
関
区
は
、
約
70
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

返還墓地の貸し付けを行います

問い合わせ　市民サービスグループ（☎�２１３９）

▶�対象　市内に住民登録があり、登別市の墓地使用権をお
持ちでない方（１世帯につき１区画）
▶貸付条件　３年以内に墓

ぼ

碑
ひ

を建立する方
▶�申し込み　11月６日㈪から21日㈫までに市民サービスグ
ループに備え付けの申込書に必要事項を記入の上、印鑑
と住民票を持って市民サービスグループへ持参
※�墓地の貸し付けを受け、３年を経過しても墓碑を建立し
なかった場合は、墓地使用許可が取り消しとなり、納入
された使用料や手数料は返還されません。

墓　地 造成年度 貸付
区画数

１区画当たり
面積 使用料（うち管理清掃手数料）

亀田霊園

昭和61年 ２区画 5.0㎡ 225,000円（25,000円）

昭和61年 １区画 7.5㎡ 337,500円（37,500円）

昭和62年 ３区画 5.0㎡ 225,000円（25,000円）

25 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド



アーニス

嶋津歯科医院
よこやま耳鼻咽喉科・
眼科クリニック

来馬川

薬局

開田医院
ホテル平安

市役所

所在地
富士町１丁目45－６外

　
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
の
日
本
人

学
校
で
３
年
間
校
長
を
務
め
た
登
別

小
学
校
校
長
・
片か

た

倉く
ら

徳の
り

生お

さ
ん
が
、

現
地
で
の
経
験
談
や
文
化
な
ど
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
28
日
㈫
18
時
～
19
時

場
所
　
市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
11
月
22
日
㈬
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
２
）

　
皆
さ
ん
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

え
る
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
『
市
長

室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長

と
直
接
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

時
　
11
月
24
日
㈮
13
時
30
分
～
17

時
※
１
人
（
組
）
に
つ
き
30
分
程
度
。

場�

所
　
市
役
所
２
階
市
長
応
接
室
、

鷲
別
公
民
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方

※�

苦
情
や
要
望
、
個
人
的
な
問
題
の

相
談
な
ど
を
目
的
と
し
た
申
し
込

み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
胆
振
総
合
振
興
局
は
、
北
海
道
が

所
有
す
る
登
別
市
内
の
土
地
（
410
平

方
㍍
）
を
売
却
し
ま
す
。

売
却
価
格
　
998
万
円

受�

付
期
間
　
11
月
15
日
㈬
～
平
成
30

年
１
月
17
日
㈬

※�

詳
し
く
は
北
海
道
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
胆
振
総
合
振
興
局
用

地
課
（
☎
㉔
９
８
６
８
）

日�

時
　
11
月
16
日
㈭
13
時
30
分
～
16

時
30
分

場�

所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
青
葉

町
42

－

13
）

内�

容
　
自
分
に
合
っ
た
職
業
選
択
の

手
法
や
課
題
の
確
認
な
ど

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
11
月
13
日
㈪
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会

�

（
☎
�
１
４
５
０
）

※�

申
し
込
み
の
と
き
に
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、

話
し
た
い
内
容
を
必
ず
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

※�

当
日
は
、
報
道
関
係
者
が
取
材
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
11
月
８
日
㈬
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
６
５
８
６
）

日
時
　
11
月
12
日
㈰
９
時
～
14
時

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
救
急
法
救
急
員
の
資
格
を
取

得
し
て
か
ら
２
年
以
上
経
過
し
、

認
定
証
が
有
効
期
限
内
の
方

内�

容
　
救
急
法
基
礎
講
習
・
養
成
講

習
に
つ
い
て
の
学
科
・
実
技
な
ど

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用
　
１
千
円
（
教
材
費
な
ど
）

※�

市
内
在
住
の
生
徒
・
学
生
ま
た
は

市
内
の
学
校
に
通
学
す
る
生
徒
・

学
生
は
費
用
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
11
月
８
日
㈬
ま
で
に
日

本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
�
１
９
１

１
）

第
５
回 

国
際
理
解
講
座

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

公
有
地
を
売
却
し
ま
す

就
職
セ
ミ
ナ
ー

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

資
格
継
続
研
修

～募集期限～
11月30日㈭まで

パブリックコメント（意見公募）制度
に基づき皆さんからの意見を募集します
案件名 第７期登別市高齢者保健福祉計画

及び介護保険事業計画（案）
第３次登別市子ども読書
活動推進計画（案）

登別市立図書館の
めざすもの（案）

担当
グループ

社会福祉グループ
〒059－8701中央町６丁目11

（☎�１９１１・思�１１０８）
Ｅメール：welfare@city.noboribetsu.lg.jp

市立図書館
〒059－0012中央町５丁目21－１
（☎�４３２４・思�４３２５）

Ｅメール：toshokan@city.noboribetsu.lg.jp

閲覧場所
　各案の全文は、市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、しんた21、市立図書館、市立図書館ア
ーニス分館、市民活動センター、各意見募集の担当グループに備え付けるほか、市公式ウェブサイト
にも掲載します。

意見の
提出方法

　閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案件名、②住所、③氏名、④電話番号、⑤意見を
記入し、閲覧場所に備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送またはファクス、Ｅメールで各担当グ
ループに提出してください。
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。

意見に
対する
回　答

　寄せられた意見に対する市の考え方は、市公式ウェブサイトに掲載するほか、閲覧場所に閲覧ファ
イルを備え付けます。
※意見を提出された方に対して個別の回答は行いません。
※意見を提出された方の住所、氏名、電話番号は公表しません。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



◎
自
衛
官
候
補
生
　

対
象
　

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

②�

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方
（
女
性

も
可
）

試
験
日
　

①�

11
月
18
日
㈯
か
ら
20
日
㈪
ま
で
の

い
ず
れ
か
一
日

②�

12
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
の
い
ず
れ

か
一
日

申
込
期
限
　

①
11
月
15
日
㈬
ま
で

②
12
月
13
日
㈬
ま
で

◎
高
等
工
科
学
校
生
徒
　

対
象
　

①�

中
学
校
を
卒
業
（
平
成
29
年
度
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
し
、
成
績
優

秀
か
つ
生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著

な
実
績
を
収
め
、
学
校
長
が
推
薦

で
き
る
17
歳
未
満
の
男
性

②�

中
学
校
を
卒
業
（
平
成
29
年
度
卒

業
見
込
み
を
含
む
）
し
た
17
歳
未

満
の
男
性

試
験
日
　

①�

平
成
30
年
１
月
６
日
㈯
か
ら
８
日

㈪
ま
で
の
い
ず
れ
か
一
日

②
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯�

申
込
期
限
　

①
12
月
１
日
㈮
ま
で

　
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
　
12
月
４
日
㈪
８
時
50
分

試�
験
場
所
　
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
（
砂
川
市
焼
山
60
）

試
験
方
法
　
学
力
試
験
、
面
接

※�

応
募
書
類
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室

蘭
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

申�

し
込
み
　
11
月
20
日
㈪
ま
で
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
（
☎
㉒
８
６
８

９
）

②
平
成
30
年
１
月
９
日
㈫
ま
で

問�

い
合
わ
せ
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
㊹
９
５
３
３
）

訓�

練
期
間
　
平
成
30
年
４
月
～
平
成

32
年
３
月
（
２
年
間
）

募�

集
科
目
　
金
属
加
工
科
・
精
密
機

械
科

定
員
　
各
科
15
人

※�

選
考
区
分
や
応
募
資
格
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
学
院

�

（
☎
㊹
３
５
２
２
）

自
衛
官
候
補
生
な
ど
の
募
集

平
成
30
年
度 

入
校
生
募
集

平
成
30
年
度 

訓
練
生
募
集

～
室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
～

勤 務 地　�市役所（市民サービスグループ）
業務内容　�各種証明書の交付などの窓口業務
給料月額　�130,600円
勤務時間　�９時～17時30分のうち週29時間勤務

（月２回程度、木曜日13時15分～19
時）

休 日　�土・日曜日、祝日など
資格など　�30歳～63歳の方

勤 務 地　�市役所（国民健康保険グループ）
業務内容　�国民健康保険税などの徴収業務
給料月額　�130,600円
勤務時間　�①９時～16時
　　　　　②11時～17時
　　　　　③10時45分～17時30分
　　　　　※�１週間のうち①が２回、②が２回、

③が１回
休 日　�土・日曜日、祝日など
資格など　�35歳～63歳で、普通運転免許を有し、

２年以上運転経験のある方

▶問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

平成２9年度　登別市嘱託員を募集します

▶任用期間　12月１日㈮～平成30年３月31日㈯（任用の更新については募集要項をご確認ください）
▶試験日・場所　11月22日㈬・市役所（詳しい時間や場所は、後日ご連絡します）
▶試験方法　面接試験
▶�申し込み　人事・行政管理グループや各支所に備え付けまたは市公式ウェブサイトに掲載の申込書に、
必要事項を記入の上、11月15日㈬17時30分まで（土・日曜日、祝日を除く）に人事・行政管理グルー
プへ持参
※給料月額のほかに、通勤手当や時間外手当、勤勉手当などの諸手当があります。
※�社会保険等については、健康保険や厚生年金、雇用保険が適用され、給料月額から保険料等を控除し
ます。

業務員　１人徴収員　２人

◦�給料月額は平成29年11月１日現在のものです
◦�年齢の基準日は平成29年４月１日現在です
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 12月16日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

12月８日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

11月25日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

11月24日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

11月16日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

11月９日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

夜間・土曜
納税相談窓口

11月22日㈬・24日㈮
17時30分～20時
11月25日㈯
９時～17時

税務グループ 市税や給食費、市営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎�１１５５）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

11月９日㈭・22日㈬
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

司法書士による労働に
関する電話相談会

11月26日㈰
10時～17時 電話相談

過重労働や違法な賃金・残業
代の不払い、突然の解雇、派
遣契約の解除など

2017全国一斉労働
トラブル110番
専用相談電話
（☎0120-610-787）

女性の人権
ホットライン

11月13日㈪～17日㈮
８時30分～19時
11月18日㈯・19日㈰
10時～17時

電話相談
家庭内暴力やセクシャル・ハ
ラスメントなど女性の人権に
関する悩みごとや心配ごと

女性の人権ホット
ライン専用相談電
話
（☎0570-070-810）

借金・金融
一般相談会
北海道財務局

11月22日㈬
９時～12時

胆振総合振興局
４階第１会議室
（室蘭市海岸町）

借金の悩みについての解決法
の提案、預金や融資、保険な
どの金融全般

北海道財務局
（☎011-807-5144）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
・
場
所
　

◦�

11
月
６
日
㈪
・
12
月
４
日
㈪
10
時

～
15
時
…
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

◦�

11
月
８
日
㈬
10
時
～
12
時
…
鷲
別

公
民
館

◦�

11
月
15
日
㈬
10
時
～
12
時
…
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
（
若
草
小
学
校
内
）

◦�

11
月
22
日
㈬
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会
所

※�

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
は
、
昼
食

の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水

　
着
替
え
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

）、
日
時
　
11
月
11
日
㈯
10
時
～
12
時

日�

時
　
11
月
30
日
㈭
９
時
45
分
～
11

時
場
所
　
登
別
保
育
所

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
の
製
作

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

※�

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会

所
に
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

）、

日�

時
　
11
月
９
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
９
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水

　
着
替
え
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

よ
ち
よ
ち
コ
ー
ス

～
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
～

）、

場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�
象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
外
遊
び
（
晴
天
時
）
、
体
操
、

手
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水

　
着
替
え
、
外
靴
、
帽
子

※�

晴
天
時
は
外
遊
び
を
し
ま
す
の
で
、

暖
か
い
服
を
着
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所

４～５カ月児健康診査
（平成29年７月生まれ）

12月13日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成29年２月生まれ）

12月６日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成28年５月11日～
５月31日生まれ）

12月27日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成26年11月生まれ）

12月21日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（申し込みが必要です）

12月14日㈭
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄
養などの相談

乳幼児健康診査� 健康相談

29 すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　�

12
月
７
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21
調
理
室

対�

象
　
１
歳
６
カ
月
か
ら
小
学
校
入

学
前
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者

定
員
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�
し
込
み
　
11
月
６
日
㈪
か
ら
10
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日�

時
　
11
月
13
日
㈪
・
24
日
㈮
10
時

～
12
時

場�

所
　
で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
１
階

集
会
室

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
工
作
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
�
０
８
６
０
）

日
時
　
11
月
29
日
㈬
10
時
～
12
時

集
合
場
所
　
川
上
公
園
駐
車
場

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
郷
土
資
料
館
で
お
米
の
脱
穀

と
精
米
体
験

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
防

寒
着
、
飲
み
物
、
昼
食
な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
28
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

日
時
　
11
月
21
日
㈫
11
時
～
12
時

集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

び
※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自

然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６

５
）

日�

時
　
11
月
11
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
親
子

内�

容
　
落
ち
葉
や
葉
っ
ぱ
、
木
の
実

を
使
っ
た
も
の
づ
く
り

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

帽
子
、
着
替
え
、
飲
み
物
な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
10
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

『
お
も
ち
つ
き
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

食
育
講
座
『
幼
児
食
』

～
簡
単
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ
ュ
ー
～

鷲
別
子
育
て
サ
ロ
ン

�

『
と
～
ま
す
』

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

日時 診療所・住所・電話
11月３日㈮
９時～11時

海岸町歯科クリニック� （☎㉕６４８０）
室蘭市海岸町１丁目１－１

11月５日㈰
９時～11時

飯渕歯科医院� （☎㊺５８３４）
室蘭市中島町３丁目27－10
徳満歯科医院� （☎�３７１１）
登別市登別東町１丁目18－１

11月12日㈰
９時～11時

ちりべつファミリー歯科医院�（☎㊶４１４１）
室蘭市知利別町３丁目５－７
福田歯科クリニック伊達医院
� （☎０１４２�３７８７）
伊達市旭町１－１

11月19日㈰
９時～11時

グリーンデンタルクリニック�（☎㊶３１１８）
室蘭市八丁平１丁目49－23

11月23日㈭
９時～11時

多田歯科医院� （☎㉒１１８４）
室蘭市中央町３丁目７－13

11月26日㈰
９時～11時

奥村歯科医院� （☎㉒２３６６）
室蘭市母恋北町２丁目４－12

11月の歯科救急医療

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
12
月
７
日
㈭
10
時
15
分
～
12
　

時
場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

持�
ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水

　
お
し
ぼ
り
、
フ
ォ
ー
ク
な
ど

申�

し
込
み
　
11
月
14
日
㈫
か
ら
17
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

）、

30� すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

▶�実施期間　11月１日㈬～平成30年１月15日㈪
▶�実施場所　登別・室蘭市内で高齢者インフルエ
ンザ予防接種を実施している医療機関
▶�対象　
◦65歳以上の方
◦�60歳以上65歳未満の身体障害者手帳１級をお持
ちの方で、心臓、じん臓、呼吸器の機能障害ま
たはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害
に該当する方（接種時に身体障害者手帳の提示
が必要）
▶�接種料金　1,500円
※次の方は無料となります。
①市民税非課税世帯や生活保護受給者世帯の方
②�登別市の国民健康保険に加入している方（建設
国保は対象となりません）
③登別市の後期高齢者医療制度に加入している方
▶�持ち物
①�の方…介護保険料納入通知書、世帯全員の課税
証明書、生活保護受給証明書のいずれか
②・③の方…健康保険証
▶�問い合わせ　健康推進グループ
� （しんた21内・☎�０１００）

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

は
い
は
い
コ
ー
ス

～
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
～

日
時
・
場
所
　

◦�

11
月
７
日
㈫
９
時
30
分
～
11
時
30

分
…
婦
人
セ
ン
タ
ー

◦�

11
月
７
日
㈫
14
時
～
16
時
…
鷲
別

公
民
館

◦�

11
月
10
日
㈮
14
時
～
16
時
…
市
民

会
館

定
員
　
各
回
60
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

介
護
予
防
体
操
研
修
会

タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

申
し
込
み
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）

日�

時
　
11
月
15
日
㈬
10
時
30
分
～
12

時
30
分

場�

所
　
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
３
号
棟

２
階
集
団
料
理
教
室

内�
容
　
簡
単
お
せ
ち
料
理
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
ロ
ー
ル
風
押
し
ず
し
、

里
芋
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど

参
加
料
　
１
千
500
円

料
理
教
室

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ

き
ん
２
枚

申�

し
込
み
　
11
月
14
日
㈫
ま
で
に
同

病
院
栄
養
管
理
室

�

（
☎
�
３
２
３
５
）

日�

時
　
11
月
15
日
㈬
13
時
～
15
時
30

分
場
所
　
鷲
別
公
民
館
２
階

内�

容
　
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
に
よ
る
介

護
予
防
に
関
す
る
講
義
、
体
力
測

定
、
は
し
ご
体
操

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

シ
ニ
ア
元
気
ア
ッ
プ
講
座

タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

申
し
込
み
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）

日
時
　
11
月
19
日
㈰
16
時
～
17
時

場�

所
　
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
セ
・

ジ
ュ
ネ
ス
（
中
央
町
３
丁
目
１

－

９
）

定
員
　
若
干
名
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
室
蘭
歯
科
医
師
会
事
務

局
（
☎
㊸
３
５
２
２
）

高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

医療機関に直接
申し込みください

高齢者のインフルエンザ
予防接種費用を
一部助成します

日�

時
　
12
月
21
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
子
ど
も
の
育
ち
に
つ
い
て

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水

　
着
替
え
、
オ
ム
ツ

申�

し
込
み
　
11
月
20
日
㈪
か
ら
24
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

）、
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

11
月
号

　
現
在
、
市
立
図
書
館
で
導
入
し
て

い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

日�

時
　
11
月
18
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
ど
な
た
で
も

定
員
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
11
月
17
日
㈮
ま
で
に
市

立
図
書
館
（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
11
月
13
日
㈪
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
登
別
と
き
め
き
大
学
連
携
コ

ー
ス
の
一
環
と
し
て
講
師
を
招
き
、

時
事
問
題
に
つ
い
て
解
説

講�

師
　
株
式
会
社
室
蘭
民
報
社
代
表

取
締
役
社
長
・
工く

藤ど
う

忞つ
と
む

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル

ク
ラ
ブ
事
務
局
・
関
さ
ん

　
（
☎
090

－

９
０
８
９

－

０
６
４
５
）

日
時
　
11
月
12
日
㈰
14
時
～
17
時

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

内
容
　
オ
カ
リ
ナ
演
奏
や
語
り
な
ど

申�
し
込
み
　
サ
ウ
ザ
ン
ド
・
パ
ワ
ー

中
居
さ
ん
（
☎
�
６
２
６
２
）

日
時
　
11
月
12
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所
　
の
ぼ
り
ん

対�

象
　
登
別
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関

係
者
、
教
育
関
係
者
な
ど

内�

容
　
『
地
域
の
こ
ど
も
を
地
域
で

育
て
る
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
話

会
講�

師
　
訪
問
型
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
漂

流
教
室
・
相そ

う

馬ま

圭け
い

太た

さ
ん

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
300
円
（
資
料
代
）

申�

し
込
み
　
11
月
10
日
㈮
ま
で
に
の

ぼ
り
べ
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
事
務
局

（
☎
�
３
０
０
３
）

日
時
　
11
月
25
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

日�

時
　
11
月
25
日
㈯
11
時
～
12
時
、

14
時
～
15
時

場
所
　
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館

対
象
　
ど
な
た
で
も

定�

員
　
各
回
５
人
・
組
（
申
し
込
み

順
）

申�

し
込
み
　
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス

分
館
（
☎
�
２
１
８
２
）

日
時
　
11
月
15
日
㈬
10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

　
市
立
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
、

日
時
　
11
月
11
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

初
め
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス
の
深
読
み

学
習
塾
２
０
１
７

サ
ウ
ザ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
ラ
イ
ブ

in
登

イ
ン

別
第
４
回
Ｎ
カ
フ
ェ

『
こ
ど
も
が
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
』

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

登
別
ま
ち
ゼ
ミ

『
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を

つ
く
ろ
う
！
』

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

図
書
館
を
育
て
て
い
く
た
め
の

市
民
の
集
い

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

　11月は、毎週月曜日、23日㈭・
24日㈮が休館日です。

▶�問い合わせ　市立図書館
� （☎�４３２４）

　今年度は、11月30日㈭で閉
館します。
　来年度の開館は、平成30年
４月１日㈰を予定しています。
▶�問い合わせ　社会教育グル
ープ（☎�１１２９）

利
用
者
の
要
望
を
う
か
が
い
ま
す
。

日
時
　
11
月
11
日
㈯
15
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
ど
な
た
で
も

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

カント・レラからのお知らせ

市立図書館 休館情報

事
務
局
・
萩は

ぎ

原わ
ら

さ
ん

　
（
☎
090

－

７
６
５
３

－

３
４
６
８
）

    1 2 3 4 
 5 6 7 8 9 10 11 
 12 13 14 15 16 17 18 
 19 20 21 22 23 24 25 
 26 27 28 29 30   

11月の営業日カレンダー
休館日 イベント日

日 月 火 水 木 金 土
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



登別漁港

日
時
　
11
月
25
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

内�

容
　
『
土
と
共
に
生
き
る
人
生
』

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
、
胆
振

女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
参
加
者

の
報
告
会

参
加
料
　
100
円
（
資
料
代
）

申�
し
込
み
　
プ
ラ
タ
ナ
ス
・
安あ

達だ
ち

さ

ん
（
☎
�
７
８
４
５
）

日
時
　
11
月
21
日
㈫
10
時
～
13
時

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内�

容
　
北
海
道
米
を
使
っ
た
料
理

（
４
・
５
品
）

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
700
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
メ

モ
用
紙

申�

し
込
み
　
11
月
16
日
㈭
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会

�

（
☎
�
８
３
０
７
）

日
時
・
内
容
　

①�
11
月
19
日
㈰
10
時
30
分
～
12
時
・

モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
ね
ず
み
ロ
ボ

ッ
ト
作
り

②�

11
月
19
日
㈰
14
時
～
16
時
・
３
Ｄ

プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
た
ミ
ニ
掃
除

機
作
り

場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ
（
室
蘭
市
水
元
町
27

－

１
）

対�

象
　
①
は
小
学
１
～
３
年
生
、
②

は
小
学
４
～
６
年
生

定
員
　
①
は
10
人
、
②
は
６
人

※�

申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
同

日�

時
　
11
月
18
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
と
も
か
な

内�

容
　
目
や
耳
、
鼻
、
口
の
仕
組
み

に
つ
い
て

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
200
円

申�

し
込
み
　
11
月
16
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日�

時
　
11
月
16
日
㈭
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
し
ん
た
21
・
点
字
図
書
室

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
上
靴

申�
し
込
み
　
11
月
９
日
㈭
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２

０
８
０
）

日�

時
　
11
月
16
日
㈭
13
時
～
14
時
40

分
場�

所
　
伊
達
信
用
金
庫
本
店
２
階
コ

ス
モ
ス
ホ
ー
ル
（
伊
達
市
梅
本
町

39

－

30
）

対�

象
　
登
別
市
・
室
蘭
市
・
伊
達
市

の
市
民

内�

容
　
『
告
白
、
満ま

ん

蒙も
う

開
拓
団
の
女

た
ち
』
の
上
映
会

申�

し
込
み
　
三
市
合
同
実
行
委
員
会

平
成
29
年
度

プ
ラ
タ
ナ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
29
年
度
第
３
回

食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー

ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ

11
月
体
験
教
室

楽
し
く
学
ぶ
医
学
講
座

『
体
の
仕
組
み
を
知
る
』

朗
読
で
新
し
い
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か

～
登
別
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
～

第
16
回
男
女
平
等
参
画

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

 日　時 　11月11日土14時～15時

 問い合わせ 　いぶり中央漁業協同組合
� （☎�５００１）

 内　容 　�秋鮭や冷凍毛がに、そのほか獲れたて
の新鮮魚介類を販売

※�商品が完売次第、終了となりますので、早めに
お越しください。

 場　所 　登別漁港
　　　　　（いぶり中央漁業協同組合事務所前）

夕市の
お知らせ

事
務
局
・
萩は

ぎ

原わ
ら

さ
ん

　
（
☎
090

－

７
６
５
３

－

３
４
６
８
）

大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ
（
☎
㊻
５
３
３
７
）
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日
時
　
12
月
10
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対�

象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
４
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内�

容
　
ス
ゲ
を
使
っ
た
し
め
飾
り
作

り
定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
し
め
飾
り
１
つ
に
つ
き
300

円
（
１
家
族
２
つ
ま
で
）

日�

時
　
12
月
３
日
㈰
９
時
（
８
時
45

分
ま
で
に
受
け
付
け
）

場
所
　
総
合
体
育
館

種�

目
　
一
般
の
部
（
男
子
の
部
・
女

子
の
部
）
、
競
技
者
（
登
別
ミ
ニ

バ
レ
ー
協
会
加
盟
者
で
男
子
の
部
・

女
子
の
部
）
の
部

チ�

ー
ム
編
成
　
１
チ
ー
ム
５
人
（
選

日
時
　
12
月
２
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
18
歳
以
上
の
方

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
100
円

持
ち
物
　
包
丁
２
・
３
丁
、
雑
巾

※�

包
丁
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
か
、
布

な
ど
で
包
ん
で
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申�

し
込
み
　
11
月
11
日
㈯
か
ら
25
日

㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎
�
１

３
３
９
）

日�
時
　
11
月
26
日
㈰
10
時
～
12
時
30

分
場
所
　
郷
土
資
料
館

対�

象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

内
容
　
そ
ば
の
手
打
ち
体
験

講�

師
　
郷
土
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｓ
Ｌ
Ｇ

定
員
　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
100
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
２
枚
、
上
靴
、
そ
ば
を
持
ち

帰
る
大
き
め
の
容
器

申�

し
込
み
　
11
月
２
日
㈭
か
ら
17
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎
�
１

３
３
９
）

日
時
　
12
月
３
日
㈰
13
時
～
16
時

※�
開
催
前
の
12
時
か
ら
13
時
ま
で
の

間
に
、
各
地
域
か
ら
の
ヒ
グ
マ
調

査
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
『
ヒ
グ
マ
の
飼
育
の
未
来
～

社
会
貢
献
と
福
祉
～
』
を
テ
ー
マ

に
し
た
専
門
家
た
ち
に
よ
る
講
演

会
※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
の
ぼ
り
べ
つ
ク
マ
牧

場
（
☎
�
２
２
２
５
）

日
時
　
12
月
１
日
㈮
19
時

場�

所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－
７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

内�

容
　
札
幌
の
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー

Ｍ
ミ

チ

ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ

弾
き
語
り

定
員
　
30
人

入�

場
料
　
２
千
円
（
１
ド
リ
ン
ク
付

し
め
飾
り
作
り

市
民
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

包
丁
と
ぎ
体
験

年
越
し
は
手
打
ち
そ
ば

ヒ
グ
マ
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
７
in
登

イ
ン

別

～
ヒ
グ
マ
の
会
～

ク
リ
ス
マ
ス

ゴ
ス
ペ
ル
ラ
イ
ブ

き
）

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
ア
ー
ニ
ス
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
花

問�

い
合
わ
せ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
・
藤
井
さ
ん

　
（
☎
090

－

７
５
１
１

－

０
２
３
４
）

手
４
人
、
補
欠
１
人
）

※�

選
手
４
人
だ
け
で
も
参
加
可
能
で

す
。

参
加
料
　
各
チ
ー
ム
３
千
500
円

申�

し
込
み
　
11
月
７
日
㈫
か
ら
17
日

㈮
ま
で
に
、
総
合
体
育
館
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
、

チ
ー
ム
単
位
で
総
合
体
育
館
へ
提

出
問�

い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
（
☎
�

５
５
５
２
）
、
登
別
市
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１

６
）

申�

し
込
み
　
11
月
15
日
㈬
か
ら
12
月

１
日
㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎

�
１
３
３
９
）

▶�期間　11月12日㈰・14日
㈫～18日㈯10時30分～15
時
▶�場所　キウシト湿原ビジ
ターセンター
▶�内容　シカ角ストラップ
作り、押し花しおり作り、
ヒンメリ作り、フクロウ
作り
▶�定員　各日15人（申し込
み順）
▶�申し込み　キウシト湿原
ビジターセンター
� （☎�８４７０）

キウシト湿原は、11月20日
㈪から平成30年４月中旬ま
で冬期休園します。

キウシト湿原 感謝祭

申�

し
込
み
　
各
申
込
期
限
ま
で
に
市

民
協
働
Ｇ
（
☎
�
１
０
７
９
）

▲�シカ角ストラッ
プ

▲�ヒンメリ

▲�押し花しおり

▲�フクロウ

34� わくわくおでかけナビゲーション

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
同
会
員
に
よ
る
太
極
拳
の
演
武
を

披
露
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
17
日
㈮
12
時
30
分

場
所
　
鷲
別
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

男
女
問
わ
ず
会
員
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
入
会
希
望
の
際
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
太
極
拳
代
表
・
荒

木
さ
ん
（
☎
�
４
１
９
０
）

第
12
回

鷲
別
太
極
拳
表
演
会

平成30年 

登別市成人祭のお知らせ

日時 場所 申込期限
11月19日㈰ 鷲別公民館 11月17日㈮まで
11月21日㈫ 婦人センター 11月20日㈪まで
11月25日㈯ 市民会館 11月24日㈮まで
12月９日㈯ 婦人センター 12月８日㈮まで
12月10日㈰ 市民会館 12月８日㈮まで
12月12日㈫ 鷲別公民館 12月11日㈪まで

▶�日時　平成30年１月７日㈰13時～15時（12　
時から受け付け）
▶�場所　登別市民会館
▶�対象　平成９年４月２日から平成10年４月
１日生まれまでの方
※�登別市在住の対象者には12月上旬に案内を
送付します。
※�案内が届かなかった方、登別市内に住民登
録のない方で登別市成人祭に参加したい方
は、問い合わせください。
▶問い合わせ　社会教育グループ
� （☎�１１２９）

訓�

練
期
間
　
12
月
25
日
㈪
～
平
成
30

年
３
月
24
日
㈯
９
時
25
分
～
15
時

55
分

　
寝
た
き
り
や
要
介
護
状
態
な
ど
に

な
る
要
因
の
一
つ
『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症
候
群
）
』

の
予
防
の
た
め
、
11
月
は
『
関
節
に

関
わ
る
リ
ン
パ
の
仕
組
み
』
、
12
月

は
『
筋
肉
の
疲
労
と
睡
眠
の
関
係
』

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

日�

時
　
12
月
16
日
㈯
・
10
時
30
分
～

12
時

場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
・
教
育
・
研

究
２
号
館
Ｑ
棟
Ｑ
502
室
（
室
蘭
市

水
元
町
27

－

１
）

対
象
　
高
校
生
以
上

内�
容
　
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
ク
リ
ス

マ
ス
に
ま
つ
わ
る
習
慣
や
食
べ
物
、

催
し
物
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
、
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
作
り

講�

師
　
室
蘭
工
業
大
学
教
員
・
三み

村む
ら

竜た
つ

之ゆ
き

さ
ん

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
円
（
教
材
費
な
ど
）

※�

申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
同

大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
大
学
総
務
広
報
課

�

（
☎
㊻
５
０
１
６
）

求
職
者
支
援
訓
練

受
講
者
募
集

市
民
自
治
推
進
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
部
会 

主
催

『
第
３
弾
！
健
康
座
談
会
』

平
成
29
年
度

室
蘭
工
業
大
学
公
開
講
座

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
各
回
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
各
回
300
円
（
資
料
代
な
ど
）

場�

所
　
室
蘭
市
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目
29

－

１
）

内�

容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ワ
ー
ド
、

表
計
算
、
職
業
能
力
開
発
講
習

定
員
　
15
人

※�

受
講
者
が
募
集
定
員
の
半
数
に
満

た
な
い
場
合
は
、
訓
練
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

費
用
　
２
千
160
円
（
教
科
書
代
）

※�

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
11
月
９
日
㈭
か
ら
12
月

６
日
㈬
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室

蘭
（
☎
㉒
８
６
８
９
）

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く

る
ネ
ッ
ト
・
鳥
山
さ
ん

　
（
☎
070

－

５
６
０
１

－

７
９
６
８
）

申�

し
込
み
　
各
申
込
期
限
ま
で
に
市

民
協
働
Ｇ
（
☎
�
１
０
７
９
）
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申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

申し込みは、開催日の３日前までです。
のぼりん文化講座

日時　11月14日㈫19時
内容　フォークソングコンサート
演奏者　Ｔ

テ ィ オ

ＩＯガチョン

のぼりんサロンコンサート

のぼりんイベント

期間　11月11日㈯～17日㈪
内容　書道作品の展示

第５3回文化祭書道連盟（登別書道連盟主催）

日時　11月19日㈰10時～12時
定員　５人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。
申し込み　11月18日㈯までに市民活動センター

琴の親子無料体験（鈴
りん

の会主催）

のぼりん展示コーナー

期間　11月５日㈰15時まで
内容　野鳥写真、原画などの展示

ピリカチカッポ～美しい鳥の世界～
（自然愛好グループヨシキリの会主催）

期�間　11月６日㈪10時
～８日㈬16時

内�容　松や雑木、実、
草などを使った作品
の展示

豆盆栽・小品盆栽作品展
（手のひらで遊ぶ豆盆栽クラブ主催）

期間　11月19日㈰13時～27日㈪14時
内容　水彩画の展示

会員作品展
（登別水彩クラブ主催）

期�間　11月10日㈮13時
～17日㈮21時
内容　書道作品の展示

第５3回文化祭書道展
（登別書道連盟主催）

日時　11月20日㈪10時～12時
内�容　初心者向けの曲を練
習します
定員　５人（申し込み順）

大正琴教室（岡
おか

田
だ

　陽
よう

子
こ

講師）

日時　11月25日㈯10時～12時
対象　小学生以上
内�容　講師による対局指導を
します
定員　20人（申し込み順）

囲碁教室（保
ほ

沢
ざわ

　宏
ひろし

講師）

日時　11月17日㈮10時～12時
内容　パステル画の基本や基礎を学びます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料費）
持�ち物　手拭き、エプロン、
新聞紙
※�パステルと画用紙は、講師
が用意します。

パステル画教室（武
たけ

田
だ

　秀
ひで

章
あき

講師）

日時　11月26日㈰10時～12時
内�容　日本古来のゲームを楽
しみます
定員　10人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。

子ども将棋教室（佐
さ

藤
とう

　和
かず

義
よし

講師）

日時　11月18日㈯14時～16時
内�容　江差追分の歌い方を学
びます
定員　20人（申し込み順）

江差追分道場（石
いし

橋
ばし

　涛
とう

栄
えい

講師）

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� ₂ ₅ ₆ ₉

　地域の環境について学ぶ講座です。
日時　11月３日㈮10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、帽子、飲み
物、雨具など
申し込み　11月２日㈭までにふぉれすと鉱山

環境保全フォーラム

　里山から種を集め、山採り苗を準備し、100年
後の森につなげる苗木の準備を行います。
日時　11月５日㈰10時30分～12時
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、帽子、飲み
物、雨具など
※小学生以下は保護者同伴。
申し込み　11月４日㈯までにふぉれすと鉱山

ふるさと里山～苗木づくり～

　お茶を飲みながら、ふぉれすと鉱山がより良く
なるよう、利用者の皆さんから意見をいただく会
です。
日時　11月26日㈰10時～12時
対象　18歳以上の方
申し込み　11月25日㈯までにふぉれすと鉱山

利用者懇話会～一般編～

　トドマツの間伐を行い、木材にするために皮む
きを行います。
日時　12月２日㈯10時30分～12時
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、帽子、飲み
物、雨具など

※小学生以下は保護者同伴。
申し込み　12月１日㈮までにふぉれすと鉱山

ふるさと里山～間伐＆
アンド

皮むき～

　『自然』をキーワードに、子育てに関わるお話
会と森の中の子育て体験プログラムを行います。
どちらかのみの参加も可能で、託児もできます。
日時　12月３日㈰10時30分～15時
対象　子育て中の方、子育て支援に携わる方
定員　50人（申し込み順）
参加料　300円（18歳未満の方は100円）
持�ち物　野外で活動しやすい服装と靴（子育て体
験プログラム参加者のみ）、昼食、飲み物

申し込み　12月２日㈯までにふぉれすと鉱山

子育てフォーラム

　紅葉した秋の鉱山の森を、ガイドが案内します。
日時　11月11日㈯10時30分～11時30分
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、帽子、飲み
物など
申し込み　11月10日㈮までにふぉれすと鉱山

ガイドウォーク

　里山にしば刈りに出かけ、かまどでごはん炊き
に挑戦します。
日時　11月25日㈯10時～14時
参加料　200円
持ち物　野外で活動できる服装と靴、飲み物など
申し込み　11月24日㈮までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

臨時休館のお知らせ
施設メンテナンスのため、ふぉれすと
鉱山は、11月14日㈫に臨時休館します。
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若いチカラが登別の未来を創る

10
月
１
日
㈰
か
ら
願
書
の
受
け
付

け
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
郵
送
ま
た

は
直
接
本
校
に
お
持
ち
い
た
だ
く
ほ

か
、
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
＋
体

験
入
学
』
へ
の
参
加
の
際
に
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
入
学
広
報
室
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
は
、

10
月
17
日
㈫
に
旭
川
市
で
、
18
日
㈬

に
北
見
市
で
、
26
日
㈭
に
釧
路
市
で
、

27
日
㈮
に
帯
広
市
で
、
本
校
に
通
う

学
生
の
保
護
者
と
懇
談
す
る
『
地
域

懇
談
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
学
生
の
担
任
の

ほ
か
、
就
職
を
指
導
し
て
い
る
教
員

が
学
生
の
普
段
の
様
子
や
成
績
な
ど

を
保
護
者
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
直
接
お
話

し
す
る
機
会
が
少
な
い
遠
方
の
保
護

者
の
方
に
好
評
の
懇
談
会
で
す
。

11
月
に
は
、
本
校
で
の
実
施
の
ほ

か
、
函
館
市
や
札
幌
市
、
青
森
県
青

森
市
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

日�

時
　
11
月
12
日
㈰
・
19
日
㈰

　
10
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

道
内
各
地
で
地
域
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た

入
学
願
書
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
し
た

『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

＋
体
験
入
学
』の
ご
案
内

▲�柔道整復科について説明する学生

▲�『体験入学』でＣＧデザイナー科の
授業を体験する高校生

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�8307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リスト
を差し上げています。ご利用ください。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　 衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、

自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

ゆずります（売ります）
●電子オルガン●スキー靴（26㌢㍍・白色）●パーク
ゴルフクラブ（男性用・女性用）●サイクルマシン●
座卓●丸テーブル（106㌢㍍×70㌢㍍）と椅子●回転
丸椅子（籐

とう

製）●人工革ソファ（80㌢㍍×150㌢㍍）
●スピーカー●クラシックギター●漬物用陶器●電子
歩数計●料理用レシピ約20冊（プロ用）●ＬＰレコー
ド約100枚（ジャズなど）●食器洗い機●介護ベッド
●ウオーキングマシン（室内用）●ベビーカー●ラン
ドセル（黒）●ランドセル（赤）●釣り竿（磯釣り用）
と竿置き●船釣り用釣り用具一式

ゆずってください（買います）
●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●ガスオーブン●
お祭用はんてん（大人用・小学校高学年用・小学校低
学年用）●パークゴルフクラブ（男性用・女性用）

つぼみ
宮
みや

下
した

　奈
な

都
つ

�著
　中学・高校・大学・就職を通して
悩みながら成長するひとりの女性の
姿を描いた小説「スコーレＮｏ．
４」。その主人公の妹など３人の女
性たちがそれぞれひたむきに花と向
き合い葛藤するスピンオフ３編を含
む、６つの物語の短編集。

◇移植医たち� 谷
たに

村
むら

　志
し

穂
ほ

�著
◇Ｒ帝国� 中

なか

村
むら

　文
ふみ

則
のり

�著
◇この世の春 上・下� 宮

みや

部
べ

みゆき�著

ぜったいにおしちゃダメ？

　この本
ほん

のたったひとつのルールは
「ボタンをおしちゃダメ」というこ
と。がまんできるかな？おしちゃお
うか？色

いろ

もカラフルで楽
たの

しくなる絵
え

本
ほん

です。

ビル・コッター�さく

◇天
てん

女
にょ

かあさん　� ペク・ヒナ�作
さく

◇わすれんぼっち� 橋
はし

口
ぐち

さゆ希
き

�作
さく

◇月
つき

学
がく

　伝
でん

説
せつ

から科
か

学
がく

へ� 稲
いな

葉
ば

　茂
しげ

勝
かつ

�著
ちょ

不用品 市ダイヤル

38� 日本工学院北海道専門学校・不用品ダイヤル市・今月の新着図書



登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

地
域
ぐ
る
み
の
沿
道
美
化
活
動

27
年
ぶ
り
の
町
会
ま
つ
り

８
町
内
会
の
絆
を
深
め
る

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

　
新
栄
町
内
会
で
は
、
サ
ル
ビ
ア
や

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
木
鉢
に
植
え
、

岡
志
別
の
森
運
動
公
園
付
近
の
市
道

の
沿
道
に
並
べ
、
道
行
く
人
た
ち
の

心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
の
企
業
が
、
花
鉢
の
周
り
の

ご
み
拾
い
や
草
取
り
な
ど
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
実
施
し
て
く
れ
て
お
り
、

町
内
会
と
地
元
企
業
が
一
丸
と
な
っ

て
、
地
域
の
環
境
美
化
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
桜
ヶ
丘
町
会
で
は
、
町
会
創
立
50

周
年
に
合
わ
せ
て
、
27
年
ぶ
り
に
町

会
に
よ
る
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
振
る
舞
わ
れ
た
炊
き

込
み
ご
飯
な
ど
に
舌
鼓
を
打
っ
た
ほ

か
、
玉
入
れ
な
ど
の
手
作
り
ゲ
ー
ム

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
の
最
後
に
は
参
加
者
が
輪

に
な
っ
て
、
『
桜
音
頭
』
や
『
登
別

地
獄
ば
や
し
』
で
踊
り
、
楽
し
い
地

域
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
に
加

盟
す
る
８
町
内
会
は
、
『
第
23
回
鉄

南
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
』
を
開

催
し
ま
し
た
。
各
町
内
会
が
焼
き
鳥

や
お
で
ん
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
露
店

を
出
し
、
会
場
は
香
ば
し
い
匂
い
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
玉
入
れ
や
餅
ま
き
、
抽
選

会
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
多
様
な
催
し

を
行
い
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
あ
か
し
や
町
内
会
は
、
防
災
意
識

を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
大
津
波
警

報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
。
車
い
す
の
人
も

参
加
し
、
高
台
の
避
難
場
所
ま
で
の

経
路
と
所
要
時
間
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
訓
練
後
は
、
老
人
憩
の
家
『
あ
か

し
や
の
家
』
の
前
で
反
省
会
を
行
っ

た
ほ
か
、
交
流
会
で
は
み
ん
な
で
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
を
楽
し
み
、
有
意
義
な

催
し
と
な
り
ま
し
た
。

新
栄
町
内
会

�

会
長
　
竹た

け

中な
か

　
脩の

ぶ

厳よ
し

　
　

桜
ヶ
丘
町
会

�

会
長
　
長お

さ

内な
い

　
正ま

さ

二じ

　
　

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長
　
森も

り

　
　
芳よ

し

昭あ
き

　
　

あ
か
し
や
町
内
会

�

会
長
　
平ひ

ら

田た

　
誠せ

い

治じ
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開
か

れた
議会を目指し
て

89号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・ 2017.11.1

市議会ホームページで、議会の活動や各種
情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

若

木

康

夫

井

野

正

臣

登
別
温
泉
周
辺
の

�

環
境
整
備
に
つ
い
て

教
職
員
の
長
時
間
労
働
の

�

解
消
に
向
け
て

一 般 質 問
議 員 1 0 名 が
市 政 を 問 う

平成２9年第３回定例会

　地
獄
谷
付
近
の
遊
歩

道
の
修
繕
状
況
と
工
事

完
了
後
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
ま
た
、
保
安
林

の
た
め
立
入
制
限
さ
れ
て
い
る
地
獄
谷
展
望

台
後
方
の
傾
斜
面
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
方
を
質
問
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
湯

沼
川
探
勝
歩
道
に
お
け
る
木
道
と
川
床
ま
で

の
落
差
が
大
き
い
箇
所
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　倶
多
楽
湖
公
園
線
歩
道
の
紅
葉
谷
付
近
の

旧
道
に
つ
い
て
は
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
眺
め

は
素
晴
ら
し
く
、
登
別
市
景
観
と
み
ど
り
の

条
例
の
眺
望
ポ
イ
ン
ト
に
指
定
を
す
べ
き
と

提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ル
ル
ス
の
サ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
現
状
と
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
も
、
市
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
紅
葉
谷
の
歩
道
お
よ
び
歓

迎
鬼
像
付
近
を
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
札

幌
冬
季
五
輪
に
使
用
さ
れ
た
恵
庭
岳
滑
降

コ
ー
ス
の
自
然
回
帰
事
例
を
踏
ま
え
、
さ
ら

地
に
戻
す
こ
と
も
検
討
材
料
と
し
た
議
論
を

進
め
る
べ
き
と
提
言
し
ま
し
た
。

　文
部
科
学
省
が
行
っ

た
平
成
28
年
度
公
立
小

中
学
校
教
員
勤
務
実
態

調
査
に
お
い
て
、
厚
生

労
働
省
が
過
労
死
の
認

定
ラ
イ
ン
の
目
安
と
す
る
残
業
月
80
時
間
以

上
で
勤
務
す
る
教
職
員
が
、
中
学
校
57
％
、

小
学
校
33
％
と
い
う
過
酷
な
勤
務
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本
市
に
お
け
る
教

職
員
の
長
時
間
労
働
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
を
質
問
し
ま
し
た
。

質
　教
職
員
の
労
務
管
理
が
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

答
　教
職
員
の
健
康
へ
の
配
慮
や
業
務
の
平

準
化
、
効
率
化
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
上
で
、
業
務
時
間
の
把
握
が
大
切
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
管
理
職
が
出
退
勤
簿
や
業
務
進

行
の
中
で
、
教
職
員
個
々
の
動
向
を
把
握
し

て
い
る
。

質
　登
別
市
教
育
委
員
会
と
し
て
、
学
校
・

教
職
員
の
業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
と
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
は
。

答
　ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
心
の
教
室

相
談
員
の
派
遣
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

の
活
用
、
学
校
図
書
館
司
書
の
配
置
な
ど
教

育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
教

職
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

そのほかの質問：良好な景観形成と交通環境整備について

村

井

寿

行

渡

辺

　
勉

米
　田
　登
美
子

辻

　
弘

之

教
育
行
政
に
つ
い
て

市
民
・
観
光
客
の

�

安
全
を
保
つ
た
め
に

労
働
者
施
策
に
つ
い
て

山
菜
採
り
・
キ
ノ
コ
採
り
に

�

ご
注
意
く
だ
さ
い

　私
は
、
将
来
日
本
の

未
来
を
担
い
ゆ
く
登
別

市
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
教
育
行
政
と
し

て
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
の
思
い

で
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

質
　本
市
の
小
・
中
学
校
の
平
成
29
年
度
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
と
、
学
力

向
上
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
　小
・
中
学
校
共
に
全
道
や
全
国
の
平
均

正
答
率
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
が
、
小
学
校

国
語
Ａ
の
「
書
く
こ
と
」
で
、
全
道
の
平
均

正
答
率
を
、
中
学
校
国
語
の
「
書
く
こ
と
」

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関

す
る
事
項
」
、
国
語
Ｂ
の
「
読
む
こ
と
」
で
、

全
国
の
平
均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

　今
後
の
取
り
組
み
方
針
と
し
て
は
、
教
育

課
程
課
題
検
討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
、

授
業
改
善
の
視
点
を
明
確
に
し
た
指
導
方
法

の
工
夫
・
改
善
を
促
す
と
と
も
に
、
登
別
版

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
リ
ル
の
取
り
組
み
や
地
域
人

材
な
ど
を
活
用
し
た
放
課
後
学
習
教
室
、
長

期
休
業
中
の
サ
ポ
ー
ト
学
習
な
ど
を
通
し
て
、

各
学
校
の
学
力
向
上
対
策
を
支
援
し
て
い
く
。

質
　８
月
10
日
か
ら
、

札
幌
市
、
千
歳
市
、
恵

庭
市
、
北
広
島
市
に
ま

た
が
る
北
海
道
大
演
習

場
と
上
富
良
野
演
習
場

で
、
日
米
共
同
に
よ
る
軍
事
演
習
が
行
わ
れ

た
。
米
軍
２
千
人
、
陸
上
自
衛
隊
１
千
300
人

に
よ
る
最
大
級
の
演
習
に
は
、
度
々
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
が
参
加
し
て
い

る
。
日
米
地
位
協
定
の
関
係
で
捜
査
権
や
裁

判
権
に
制
限
が
あ
る
中
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
よ

る
事
故
が
あ
っ
た
場
合
に
、
市
の
「
航
空
災

害
対
策
計
画
」
に
基
づ
く
対
応
で
は
無
理
が

あ
る
。
市
は
、
町
内
会
だ
け
で
も
事
前
に
打

ち
合
わ
せ
る
機
会
を
持
つ
べ
き
。
本
市
は
平

和
宣
言
、
国
際
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都

市
宣
言
を
行
っ
て
お
り
、
平
和
を
大
切
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
経
路
が
一
切
公
開

さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
市
民
と
の
事
前
の
打

ち
合
せ
は
困
難
で
あ
り
、
事
故
時
に
は
航
空

災
害
対
策
計
画
に
基
づ
き
行
動
す
る
。
ま
た
、

本
市
に
お
い
て
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
や
離
着

陸
が
行
わ
れ
る
事
前
情
報
が
公
開
さ
れ
た
際

に
は
、
速
や
か
に
市
民
に
周
知
し
、
国
に
安

全
管
理
の
徹
底
を
要
請
す
る
。

質
　改
正
さ
れ
た
障
害

者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
認
識
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
市
の
見
解
は
。

答
　平
成
30
年
４
月
か
ら
障
が
い
者
の
法
定

雇
用
率
の
算
定
基
礎
に
精
神
障
が
い
者
が
加

え
ら
れ
る
。
対
象
と
な
る
事
業
主
の
範
囲
も

従
業
員
50
人
以
上
か
ら
45
・
５
人
以
上
に
広

が
り
、
法
定
雇
用
率
が
０
・
１
％
引
き
上
げ

ら
れ
る
際
に
は
、
43
・
５
人
以
上
に
広
が
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　市
内
で
こ
の
条
件
に
該
当
す
る
企
業
は
17

社
あ
り
、
事
業
所
が
障
が
い
者
を
雇
用
し
た

場
合
の
各
種
助
成
制
度
も
併
せ
て
行
い
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
を
通
じ
て
さ
ら
な

る
周
知
に
努
め
る
。

　ま
た
、
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
取
り

組
み
推
進
、
北
海
道
労
働
局
主
催
の
「
精
神
・

発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成

講
座
に
職
員
を
参
加
さ

せ
る
な
ど
し
て
、
障
が

い
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
が
い
者
が
よ
り

働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

　山
菜
採
り
な
ど
に
よ

る
遭
難
事
故
は
毎
年
同

数
程
度
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
も
す

で
に
多
く
の
課
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。

①�

遭
難
事
故
が
週
末
に
発
生
し
た
こ
と
で
、

市
職
員
の
時
間
外
手
当
が
増
え
、
大
幅
に

経
費
が
増
加
（
約
277
万
円
）
。

②�

捜
索
が
難
航
し
た
た
め
、
市
長
が
北
海
道

を
通
じ
て
自
衛
隊
に
災
害
派
遣
要
請
を
す

る
と
い
っ
た
重
大
な
事
故
が
発
生
。

③�

年
度
当
初
に
事
業
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
遭
難
事
故
に
対
す
る
組

織
的
協
議
や
課
題
認
識
が
遅
れ
て
い
る
。

④�

遭
難
者
の
多
く
が
市
外
か
ら
来
た
方
と
の

誤
っ
た
認
識
が
あ
る
（
過
去
５
年
間
で
遭

難
し
た
20
名
の
う
ち
12
名
が
市
民
）
。

　こ
れ
ら
４
点
に
対
し
て
課
題
認
識
を
持
ち
、

よ
り
具
体
的
な
予
防
策
を
講
じ
る
よ
う
提
言

し
ま
し
た
。
特
に
自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣
要

請
は
重
大
な
事
案
で
あ
り
、
再
発
防
止
に
向

け
て
、
で
き
る
限
り
の
予
防
策
を
講
じ
る
べ

き
と
指
摘
し
ま
し
た
。
山
菜
採
り
に
訪
れ
る

方
々
の
責
任
あ
る
準
備
と
行
動
が
最
も
重
要

で
す
が
、
市
か
ら
は
、
事
故
防
止
に
か
か
わ

る
新
た
な
広
報
の
あ
り
方
を
検
討
し
直
す
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そのほかの質問：庁舎更新の方向性を定める進捗状況について

そのほかの質問：国内外の観光客に優しい観光地づくりについて

そのほかの質問：学校給食の無料化について

一 般 質 問

40� 議会だより　でぃすかす
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て
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若

木

康

夫

井

野

正

臣

登
別
温
泉
周
辺
の

�

環
境
整
備
に
つ
い
て

教
職
員
の
長
時
間
労
働
の

�

解
消
に
向
け
て

一 般 質 問
議 員 1 0 名 が
市 政 を 問 う

平成２9年第３回定例会

　地
獄
谷
付
近
の
遊
歩

道
の
修
繕
状
況
と
工
事

完
了
後
の
チ
ェ
ッ
ク
体

制
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
ま
た
、
保
安
林

の
た
め
立
入
制
限
さ
れ
て
い
る
地
獄
谷
展
望

台
後
方
の
傾
斜
面
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
方
を
質
問
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
湯

沼
川
探
勝
歩
道
に
お
け
る
木
道
と
川
床
ま
で

の
落
差
が
大
き
い
箇
所
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

　倶
多
楽
湖
公
園
線
歩
道
の
紅
葉
谷
付
近
の

旧
道
に
つ
い
て
は
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
眺
め

は
素
晴
ら
し
く
、
登
別
市
景
観
と
み
ど
り
の

条
例
の
眺
望
ポ
イ
ン
ト
に
指
定
を
す
べ
き
と

提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ル
ル
ス
の
サ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の
現
状
と
今
後
の
方
針
に

つ
い
て
も
、
市
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　具
体
的
に
は
、
紅
葉
谷
の
歩
道
お
よ
び
歓

迎
鬼
像
付
近
を
写
真
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、

サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
札

幌
冬
季
五
輪
に
使
用
さ
れ
た
恵
庭
岳
滑
降

コ
ー
ス
の
自
然
回
帰
事
例
を
踏
ま
え
、
さ
ら

地
に
戻
す
こ
と
も
検
討
材
料
と
し
た
議
論
を

進
め
る
べ
き
と
提
言
し
ま
し
た
。

　文
部
科
学
省
が
行
っ

た
平
成
28
年
度
公
立
小

中
学
校
教
員
勤
務
実
態

調
査
に
お
い
て
、
厚
生

労
働
省
が
過
労
死
の
認

定
ラ
イ
ン
の
目
安
と
す
る
残
業
月
80
時
間
以

上
で
勤
務
す
る
教
職
員
が
、
中
学
校
57
％
、

小
学
校
33
％
と
い
う
過
酷
な
勤
務
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
本
市
に
お
け
る
教

職
員
の
長
時
間
労
働
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
を
質
問
し
ま
し
た
。

質
　教
職
員
の
労
務
管
理
が
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
か
。

答
　教
職
員
の
健
康
へ
の
配
慮
や
業
務
の
平

準
化
、
効
率
化
な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

る
上
で
、
業
務
時
間
の
把
握
が
大
切
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
管
理
職
が
出
退
勤
簿
や
業
務
進

行
の
中
で
、
教
職
員
個
々
の
動
向
を
把
握
し

て
い
る
。

質
　登
別
市
教
育
委
員
会
と
し
て
、
学
校
・

教
職
員
の
業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
と
、
今
後
の
取
り
組
み
方
針
は
。

答
　ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
心
の
教
室

相
談
員
の
派
遣
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

の
活
用
、
学
校
図
書
館
司
書
の
配
置
な
ど
教

育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
教

職
員
の
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

そのほかの質問：良好な景観形成と交通環境整備について

村

井

寿

行

渡

辺

　
勉

米
　田
　登
美
子

辻

　
弘

之

教
育
行
政
に
つ
い
て

市
民
・
観
光
客
の

�

安
全
を
保
つ
た
め
に

労
働
者
施
策
に
つ
い
て

山
菜
採
り
・
キ
ノ
コ
採
り
に

�

ご
注
意
く
だ
さ
い

　私
は
、
将
来
日
本
の

未
来
を
担
い
ゆ
く
登
別

市
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
教
育
行
政
と
し

て
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
の
思
い

で
、
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

質
　本
市
の
小
・
中
学
校
の
平
成
29
年
度
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
と
、
学
力

向
上
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
　小
・
中
学
校
共
に
全
道
や
全
国
の
平
均

正
答
率
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
が
、
小
学
校

国
語
Ａ
の
「
書
く
こ
と
」
で
、
全
道
の
平
均

正
答
率
を
、
中
学
校
国
語
の
「
書
く
こ
と
」

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関

す
る
事
項
」
、
国
語
Ｂ
の
「
読
む
こ
と
」
で
、

全
国
の
平
均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
る
。

　今
後
の
取
り
組
み
方
針
と
し
て
は
、
教
育

課
程
課
題
検
討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
、

授
業
改
善
の
視
点
を
明
確
に
し
た
指
導
方
法

の
工
夫
・
改
善
を
促
す
と
と
も
に
、
登
別
版

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
リ
ル
の
取
り
組
み
や
地
域
人

材
な
ど
を
活
用
し
た
放
課
後
学
習
教
室
、
長

期
休
業
中
の
サ
ポ
ー
ト
学
習
な
ど
を
通
し
て
、

各
学
校
の
学
力
向
上
対
策
を
支
援
し
て
い
く
。

質
　８
月
10
日
か
ら
、

札
幌
市
、
千
歳
市
、
恵

庭
市
、
北
広
島
市
に
ま

た
が
る
北
海
道
大
演
習

場
と
上
富
良
野
演
習
場

で
、
日
米
共
同
に
よ
る
軍
事
演
習
が
行
わ
れ

た
。
米
軍
２
千
人
、
陸
上
自
衛
隊
１
千
300
人

に
よ
る
最
大
級
の
演
習
に
は
、
度
々
事
故
を

起
こ
し
て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
が
参
加
し
て
い

る
。
日
米
地
位
協
定
の
関
係
で
捜
査
権
や
裁

判
権
に
制
限
が
あ
る
中
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
よ

る
事
故
が
あ
っ
た
場
合
に
、
市
の
「
航
空
災

害
対
策
計
画
」
に
基
づ
く
対
応
で
は
無
理
が

あ
る
。
市
は
、
町
内
会
だ
け
で
も
事
前
に
打

ち
合
わ
せ
る
機
会
を
持
つ
べ
き
。
本
市
は
平

和
宣
言
、
国
際
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
都

市
宣
言
を
行
っ
て
お
り
、
平
和
を
大
切
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
経
路
が
一
切
公
開

さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
市
民
と
の
事
前
の
打

ち
合
せ
は
困
難
で
あ
り
、
事
故
時
に
は
航
空

災
害
対
策
計
画
に
基
づ
き
行
動
す
る
。
ま
た
、

本
市
に
お
い
て
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
や
離
着

陸
が
行
わ
れ
る
事
前
情
報
が
公
開
さ
れ
た
際

に
は
、
速
や
か
に
市
民
に
周
知
し
、
国
に
安

全
管
理
の
徹
底
を
要
請
す
る
。

質
　改
正
さ
れ
た
障
害

者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
認
識
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
市
の
見
解
は
。

答
　平
成
30
年
４
月
か
ら
障
が
い
者
の
法
定

雇
用
率
の
算
定
基
礎
に
精
神
障
が
い
者
が
加

え
ら
れ
る
。
対
象
と
な
る
事
業
主
の
範
囲
も

従
業
員
50
人
以
上
か
ら
45
・
５
人
以
上
に
広

が
り
、
法
定
雇
用
率
が
０
・
１
％
引
き
上
げ

ら
れ
る
際
に
は
、
43
・
５
人
以
上
に
広
が
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　市
内
で
こ
の
条
件
に
該
当
す
る
企
業
は
17

社
あ
り
、
事
業
所
が
障
が
い
者
を
雇
用
し
た

場
合
の
各
種
助
成
制
度
も
併
せ
て
行
い
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
を
通
じ
て
さ
ら
な

る
周
知
に
努
め
る
。

　ま
た
、
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
取
り

組
み
推
進
、
北
海
道
労
働
局
主
催
の
「
精
神
・

発
達
障
害
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
養
成

講
座
に
職
員
を
参
加
さ

せ
る
な
ど
し
て
、
障
が

い
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
障
が
い
者
が
よ
り

働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

　山
菜
採
り
な
ど
に
よ

る
遭
難
事
故
は
毎
年
同

数
程
度
で
推
移
し
て
い

ま
す
が
、
本
年
度
も
す

で
に
多
く
の
課
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。

①�

遭
難
事
故
が
週
末
に
発
生
し
た
こ
と
で
、

市
職
員
の
時
間
外
手
当
が
増
え
、
大
幅
に

経
費
が
増
加
（
約
277
万
円
）
。

②�

捜
索
が
難
航
し
た
た
め
、
市
長
が
北
海
道

を
通
じ
て
自
衛
隊
に
災
害
派
遣
要
請
を
す

る
と
い
っ
た
重
大
な
事
故
が
発
生
。

③�

年
度
当
初
に
事
業
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
遭
難
事
故
に
対
す
る
組

織
的
協
議
や
課
題
認
識
が
遅
れ
て
い
る
。

④�

遭
難
者
の
多
く
が
市
外
か
ら
来
た
方
と
の

誤
っ
た
認
識
が
あ
る
（
過
去
５
年
間
で
遭

難
し
た
20
名
の
う
ち
12
名
が
市
民
）
。

　こ
れ
ら
４
点
に
対
し
て
課
題
認
識
を
持
ち
、

よ
り
具
体
的
な
予
防
策
を
講
じ
る
よ
う
提
言

し
ま
し
た
。
特
に
自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣
要

請
は
重
大
な
事
案
で
あ
り
、
再
発
防
止
に
向

け
て
、
で
き
る
限
り
の
予
防
策
を
講
じ
る
べ

き
と
指
摘
し
ま
し
た
。
山
菜
採
り
に
訪
れ
る

方
々
の
責
任
あ
る
準
備
と
行
動
が
最
も
重
要

で
す
が
、
市
か
ら
は
、
事
故
防
止
に
か
か
わ

る
新
た
な
広
報
の
あ
り
方
を
検
討
し
直
す
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そのほかの質問：庁舎更新の方向性を定める進捗状況について

そのほかの質問：国内外の観光客に優しい観光地づくりについて

そのほかの質問：学校給食の無料化について

一 般 質 問

41 議会だより　でぃすかす



宮

武

祥

子

千

田

文

孝

佐
々
木

　久
美
子

天
神
林

　美
彦

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に
向
け
て

結
婚
支
援
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る

�

人
口
減
少
対
策
を

「
年
中
児
発
達
参
観
」
を

�

実
施
す
べ
き

「
教
育
環
境
の
充
実
」
へ
の

�

取
り
組
み
状
況
は

　ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
や
教
育
文
化
の
向
上
、
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
自
治
体
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
と
は
、
選
手
の
合
宿
地

誘
致
に
よ
り
、
地
域
住
民
と
国
内
外
の
選
手
、

大
会
関
係
者
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
人
的
・

経
済
的
・
文
化
的
な
相
互
交
流
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
を
図
る
事
業
で
、
自
治
体
が
相
手

国
と
直
接
交
渉
し
、
競
技
種
目
を
決
め
た
上

で
国
に
登
録
申
請
を
行
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
国
か
ら
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

質
　ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
申
請
に
向
け
た
本

市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　交
流
先
の
相
手
国
は
、
友
好
都
市
の
デ

ン
マ
ー
ク
王
国
と
し
、
種
目
は
未
定
で
あ
る

が
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
種
目
（
陸
上
・
水
泳

な
ど
）
を
検
討
し
て
い
る
。
事
業
内
容
は
交

流
を
中
心
と
し
、
事
前
合
宿
は
行
わ
な
い
。

現
在
は
、
在
札
幌
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
名
誉
領

事
館
、
内
閣
官
房
オ
リ
パ
ラ
競
技
大
会
推
進

本
部
な
ど
に
仲
介
を
依
頼
し
、
デ
ン
マ
ー
ク

王
国
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
の
交
渉
の
糸
口
を

探
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　超
少
子
高
齢
化
、
核

家
族
化
の
進
展
、
価
値

観
の
多
様
性
な
ど
に
よ

り
、
人
口
減
少
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
対
策
に
続
く
人
口

減
少
対
策
は
「
結
婚
支
援
」
と
の
考
え
で
、

視
察
を
行
っ
た
自
治
体
や
近
隣
市
と
の
比
較

を
交
え
質
問
し
ま
し
た
。

　第
３
期
基
本
計
画
で
は
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出
や
そ

の
支
援
、
男
性
の
育
児
参
加
、
家
事
の
分
担

な
ど
、
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
子
育
て
の
環

境
整
備
・
醸
成
に
努
め
る
と
し
、
さ
ら
に
、

移
住
・
定
住
施
策
に
よ
る
定
住
人
口
お
よ
び

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
良
好

な
居
住
空
間
づ
く
り
に
よ
る
市
内
外
か
ら
の

住
み
替
え
支
援
に
努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　移
住
・
定
住
施
策
は
少
し
ず
つ
実
を
結
ん

で
い
ま
す
が
、
男
女
共
同
参
画
は
子
育
て
世

代
以
上
に
対
す
る
取
り
組
み
、
住
宅
支
援
は

近
隣
市
の
状
況
を
研
究
し
て
い
く
と
の
答
弁

で
し
た
。
若
い
人
や
結
婚
を
望
む
未
婚
者
層

に
対
し
て
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
整
備
や
、
本
市
に
定
住
し
て
も
ら
う
た
め

の
住
宅
支
援
、
Ｐ
Ｒ
強
化
を
提
言
し
ま
し
た
。

　母
子
健
康
法
で
国
が

自
治
体
に
義
務
付
け
て

い
る
４
～
５
カ
月
児
健

診
は
９
割
以
上
の
乳
幼

児
が
受
診
し
て
い
ま
す

が
、
３
歳
児
健
診
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で

の
期
間
の
健
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

発
達
障
が
い
を
発
見
で
き
る
の
は
５
歳
ご
ろ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

質
　新
潟
県
三
条
市
で
は
、
４
歳
か
ら
５
歳

の
幼
児
全
員
を
対
象
と
し
て
、
保
育
所
や
幼

稚
園
な
ど
で
子
ど
も
の
発
達
状
況
が
分
か
る

よ
う
、
子
ど
も
の
行
動
を
専
門
職
・
保
育
士・

保
護
者
が
一
緒
に
確
認
し
、
要
支
援
の
子
ど

も
の
発
見
や
支
援
を
目
的
と
し
た
「
年
中
児

発
達
参
観
」
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
、
三
条
市
を
参
考
に
し
て
実
施
す
る
考
え

は
。

答
　本
市
で
は
、
３
歳
児
健
診
以
降
か
ら
就

学
ま
で
の
期
間
は
子
ど
も
専
門
相
談
を
継
続

し
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
職
が
保
育
所

や
幼
稚
園
を
訪
問
し
て
集
団
で
の
様
子
を
観

察
す
る
中
で
、
発
達
上
気
に
な
る
子
ど
も
に

は
、
保
健
師
や
関
係
職
種
が
連
携
し
て
、
親

が
子
ど
も
の
発
達
に
気
付
け
る
よ
う
に
、
親

に
説
明
を
行
い
な
が
ら
必
要
な
療
育
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
保
護
者
が
専

門
職
と
一
緒
に
参
観
す
る
考
え
は
な
い
。

質
　計
画
の
折
り
返
し

を
迎
え
て
い
る
創
生
総

合
戦
略
に
お
け
る
「
子

ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
ま
ち
へ
」
の
取
り
組

み
の
一
つ
に
「
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
教
育
環

境
の
充
実
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
各
施
策
に

対
す
る
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
の
基
盤
と
し
て
の
教
育
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
①
学
校
の
適
正
規
模
な
ど
で
は

「
登
別
市
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
」
を
策

定
し
理
解
を
促
し
て
お
り
、
今
後
も
保
護
者

や
地
域
の
方
々
と
学
び
の
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
。
②
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

で
は
、
通
学
路
や
不
審
者
対
策
に
つ
い
て
、

地
域
の
協
力
を
得
て
活
動
の
充
実
を
図
り
安

全
性
を
高
め
て
い
く
。
③
安
心
で
衛
生
的
な

教
育
環
境
の
充
実
で
は
、
学
校
保
健
委
員
会

で
の
協
議
内
容
の
周
知
・
啓
発
を
通
じ
て
、

さ
ら
な
る
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。
④
特
別

支
援
教
育
体
制
づ
く
り
で
は
、
特
別
支
援
教

育
推
進
専
門
員
を
配
置
し
て
、
関
係
機
関
と

の
連
携
や
個
別
支
援
計
画
に
基
づ
き
支
援
の

継
続
を
行
っ
て
い
る
。
⑤
教
員
の
資
質
の
向

上
で
は
、
総
合
実
践
事
業
な
ど
を
通
じ
、
必

要
な
力
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そのほかの質問：子育ての不安と負担の軽減について、生涯にわたるスポーツ振興の推進について、快適な住環境づくりについて

そのほかの質問：発達に心配のある子どもへの支援について

そのほかの質問：小学校における外国語活動（英語教育）について

一 般 質 問

質
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
記
載
事
項

の
充
実
を
図
る
た
め
、
既
存
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
改
修
を
行
う
。

こ
の
経
費
の
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
へ
の
負
担
金

に
つ
い
て
、
事
業
総
額
と
内
訳
は
。

答
　改
修
費
の
総
額
は
２
千
122
万
円
、
消
費
税

169
万
７
千
円
で
合
計
２
千
291
万
７
千
600
円
で
あ

る
。
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
費
は
１
千

400
万
円
、
住
基
ネ
ッ
ト
連
携
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

が
722
万
円
で
あ
る
。
３
市
１
町
が
、
均
等
割
と

人
口
割
で
金
額
を
算
出
し
、
本
市
の
負
担
額
は

646
万
５
千
円
で
あ
る
。

質
　こ
の
事
業
の
改
修
期
間
は
。

答
　平
成
29
年
度
予
算
措
置
で
あ
り
、
年
度
内

に
終
え
る
予
定
だ
が
詳
細
は
未
定
で
あ
る
。

質
　住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
へ

旧
姓
を
記
載
す
る
た
め
の
改
修
費
が
提
案
さ
れ

た
。
本
市
で
の
普
及
率
は
９
・
１
％
と
低
く
、

北
海
道
も
８
・
４
％
と
さ
ら
に
低
い
中
で
の
改

修
予
算
で
あ
る
。
仕
事
上
旧
姓
の
必
要
性
は
限

り
な
く
低
く
、
必
要
性
に
乏
し
い
と
考
え
る
が

改
修
の
理
由
は
。

答
　旧
姓
を
用
い
る
際
に
容
易
に
旧
姓
を
証
明

す
る
手
段
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
個
人
の
同
一

性
を
特
定
し
や
す
い
時
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
希

望
者
に
対
し
、
旧
姓
を
本
名
と
併
記
可
能
に
す

る
よ
う
、
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
た
め
。

国会・政府・北海道に７件の意見書を提出

次回定例会のお知らせ
　平成29年第 4回定例会は、12月 1 日（金）から12
月15日（金）まで開会する予定です。

　本会議や委員会は、当日受付で名簿に記入してい
ただくだけで、自由に傍聴することができます。第
3回定例会では、延べ20名の方が傍聴されました。
紙面ではお伝えできない議会や議員の生の姿を見聞
きできますので、ぜひお越しください。
� ▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

議会を傍聴しませんか

平成29年第３回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成２９年度登別市一般
会計補正予算（第 ２号）
について

井野、小栗
木村、工藤
佐藤、千田
辻、天神林
戸井、二瓶
松山、宮武
村井、米田
若木　　　

渡辺、佐々木 可決

ＪＲ北海道の鉄道維持・存続に対しての国及び道の支援拡充を
求める意見書について

受動喫煙防止対策を進めるための健康増進法改正を求める意見
書について

「全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新たな法律」の
早期制定を求める意見書について

森林環境税（仮称）の早期創設及び林業の成長産業化と森林の
適切な管理の推進を求める意見書について

軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書について 食品衛生管理の国際標準化を求める意見書について
適正な地方財政計画の策定を求める意見書について

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。第３回定例会
では、次の意見書を可決しました。詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

予算・決算委員会（平成29年度補正予算審査）

千

田

文

孝

渡

辺

　
勉

西
い
ぶ
り
広
域
連
合
、

�

既
存
シ
ス
テ
ム
を
改
修

住
基
台
帳
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
は

�

認
め
ま
せ
ん

42� 議会だより　でぃすかす



宮

武

祥

子

千

田

文

孝

佐
々
木
　久
美
子

天
神
林

　美
彦

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に
向
け
て

結
婚
支
援
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る

�

人
口
減
少
対
策
を

「
年
中
児
発
達
参
観
」
を

�

実
施
す
べ
き

「
教
育
環
境
の
充
実
」
へ
の

�

取
り
組
み
状
況
は

　ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
は
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
を
契
機

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
や
教
育
文
化
の
向
上
、
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
す
自
治
体
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
と
は
、
選
手
の
合
宿
地

誘
致
に
よ
り
、
地
域
住
民
と
国
内
外
の
選
手
、

大
会
関
係
者
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
人
的
・

経
済
的
・
文
化
的
な
相
互
交
流
に
よ
り
地
域

の
活
性
化
を
図
る
事
業
で
、
自
治
体
が
相
手

国
と
直
接
交
渉
し
、
競
技
種
目
を
決
め
た
上

で
国
に
登
録
申
請
を
行
い
ま
す
。
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
国
か
ら
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

質
　ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
申
請
に
向
け
た
本

市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　交
流
先
の
相
手
国
は
、
友
好
都
市
の
デ

ン
マ
ー
ク
王
国
と
し
、
種
目
は
未
定
で
あ
る

が
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
種
目
（
陸
上
・
水
泳

な
ど
）
を
検
討
し
て
い
る
。
事
業
内
容
は
交

流
を
中
心
と
し
、
事
前
合
宿
は
行
わ
な
い
。

現
在
は
、
在
札
幌
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
名
誉
領

事
館
、
内
閣
官
房
オ
リ
パ
ラ
競
技
大
会
推
進

本
部
な
ど
に
仲
介
を
依
頼
し
、
デ
ン
マ
ー
ク

王
国
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
と
の
交
渉
の
糸
口
を

探
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　超
少
子
高
齢
化
、
核

家
族
化
の
進
展
、
価
値

観
の
多
様
性
な
ど
に
よ

り
、
人
口
減
少
は
避
け

ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
対
策
に
続
く
人
口

減
少
対
策
は
「
結
婚
支
援
」
と
の
考
え
で
、

視
察
を
行
っ
た
自
治
体
や
近
隣
市
と
の
比
較

を
交
え
質
問
し
ま
し
た
。

　第
３
期
基
本
計
画
で
は
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
事
業
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
社
会
進
出
や
そ

の
支
援
、
男
性
の
育
児
参
加
、
家
事
の
分
担

な
ど
、
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
子
育
て
の
環

境
整
備
・
醸
成
に
努
め
る
と
し
、
さ
ら
に
、

移
住
・
定
住
施
策
に
よ
る
定
住
人
口
お
よ
び

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
良
好

な
居
住
空
間
づ
く
り
に
よ
る
市
内
外
か
ら
の

住
み
替
え
支
援
に
努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　移
住
・
定
住
施
策
は
少
し
ず
つ
実
を
結
ん

で
い
ま
す
が
、
男
女
共
同
参
画
は
子
育
て
世

代
以
上
に
対
す
る
取
り
組
み
、
住
宅
支
援
は

近
隣
市
の
状
況
を
研
究
し
て
い
く
と
の
答
弁

で
し
た
。
若
い
人
や
結
婚
を
望
む
未
婚
者
層

に
対
し
て
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
整
備
や
、
本
市
に
定
住
し
て
も
ら
う
た
め

の
住
宅
支
援
、
Ｐ
Ｒ
強
化
を
提
言
し
ま
し
た
。

　母
子
健
康
法
で
国
が

自
治
体
に
義
務
付
け
て

い
る
４
～
５
カ
月
児
健

診
は
９
割
以
上
の
乳
幼

児
が
受
診
し
て
い
ま
す

が
、
３
歳
児
健
診
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で

の
期
間
の
健
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

発
達
障
が
い
を
発
見
で
き
る
の
は
５
歳
ご
ろ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

質
　新
潟
県
三
条
市
で
は
、
４
歳
か
ら
５
歳

の
幼
児
全
員
を
対
象
と
し
て
、
保
育
所
や
幼

稚
園
な
ど
で
子
ど
も
の
発
達
状
況
が
分
か
る

よ
う
、
子
ど
も
の
行
動
を
専
門
職
・
保
育
士・

保
護
者
が
一
緒
に
確
認
し
、
要
支
援
の
子
ど

も
の
発
見
や
支
援
を
目
的
と
し
た
「
年
中
児

発
達
参
観
」
を
行
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

も
、
三
条
市
を
参
考
に
し
て
実
施
す
る
考
え

は
。

答
　本
市
で
は
、
３
歳
児
健
診
以
降
か
ら
就

学
ま
で
の
期
間
は
子
ど
も
専
門
相
談
を
継
続

し
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
職
が
保
育
所

や
幼
稚
園
を
訪
問
し
て
集
団
で
の
様
子
を
観

察
す
る
中
で
、
発
達
上
気
に
な
る
子
ど
も
に

は
、
保
健
師
や
関
係
職
種
が
連
携
し
て
、
親

が
子
ど
も
の
発
達
に
気
付
け
る
よ
う
に
、
親

に
説
明
を
行
い
な
が
ら
必
要
な
療
育
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
保
護
者
が
専

門
職
と
一
緒
に
参
観
す
る
考
え
は
な
い
。

質
　計
画
の
折
り
返
し

を
迎
え
て
い
る
創
生
総

合
戦
略
に
お
け
る
「
子

ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
ま
ち
へ
」
の
取
り
組

み
の
一
つ
に
「
地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
教
育
環

境
の
充
実
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
各
施
策
に

対
す
る
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　地
域
に
根
ざ
し
た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
の
基
盤
と
し
て
の
教
育
環
境
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
①
学
校
の
適
正
規
模
な
ど
で
は

「
登
別
市
学
校
適
正
配
置
基
本
方
針
」
を
策

定
し
理
解
を
促
し
て
お
り
、
今
後
も
保
護
者

や
地
域
の
方
々
と
学
び
の
よ
り
良
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
。
②
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

で
は
、
通
学
路
や
不
審
者
対
策
に
つ
い
て
、

地
域
の
協
力
を
得
て
活
動
の
充
実
を
図
り
安

全
性
を
高
め
て
い
く
。
③
安
心
で
衛
生
的
な

教
育
環
境
の
充
実
で
は
、
学
校
保
健
委
員
会

で
の
協
議
内
容
の
周
知
・
啓
発
を
通
じ
て
、

さ
ら
な
る
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。
④
特
別

支
援
教
育
体
制
づ
く
り
で
は
、
特
別
支
援
教

育
推
進
専
門
員
を
配
置
し
て
、
関
係
機
関
と

の
連
携
や
個
別
支
援
計
画
に
基
づ
き
支
援
の

継
続
を
行
っ
て
い
る
。
⑤
教
員
の
資
質
の
向

上
で
は
、
総
合
実
践
事
業
な
ど
を
通
じ
、
必

要
な
力
へ
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
そのほかの質問：子育ての不安と負担の軽減について、生涯にわたるスポーツ振興の推進について、快適な住環境づくりについて

そのほかの質問：発達に心配のある子どもへの支援について

そのほかの質問：小学校における外国語活動（英語教育）について

一 般 質 問

質
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
記
載
事
項

の
充
実
を
図
る
た
め
、
既
存
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
改
修
を
行
う
。

こ
の
経
費
の
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
へ
の
負
担
金

に
つ
い
て
、
事
業
総
額
と
内
訳
は
。

答
　改
修
費
の
総
額
は
２
千
122
万
円
、
消
費
税

169
万
７
千
円
で
合
計
２
千
291
万
７
千
600
円
で
あ

る
。
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
費
は
１
千

400
万
円
、
住
基
ネ
ッ
ト
連
携
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

が
722
万
円
で
あ
る
。
３
市
１
町
が
、
均
等
割
と

人
口
割
で
金
額
を
算
出
し
、
本
市
の
負
担
額
は

646
万
５
千
円
で
あ
る
。

質
　こ
の
事
業
の
改
修
期
間
は
。

答
　平
成
29
年
度
予
算
措
置
で
あ
り
、
年
度
内

に
終
え
る
予
定
だ
が
詳
細
は
未
定
で
あ
る
。

質
　住
民
票
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
へ

旧
姓
を
記
載
す
る
た
め
の
改
修
費
が
提
案
さ
れ

た
。
本
市
で
の
普
及
率
は
９
・
１
％
と
低
く
、

北
海
道
も
８
・
４
％
と
さ
ら
に
低
い
中
で
の
改

修
予
算
で
あ
る
。
仕
事
上
旧
姓
の
必
要
性
は
限

り
な
く
低
く
、
必
要
性
に
乏
し
い
と
考
え
る
が

改
修
の
理
由
は
。

答
　旧
姓
を
用
い
る
際
に
容
易
に
旧
姓
を
証
明

す
る
手
段
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
個
人
の
同
一

性
を
特
定
し
や
す
い
時
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
希

望
者
に
対
し
、
旧
姓
を
本
名
と
併
記
可
能
に
す

る
よ
う
、
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
た
め
。

国会・政府・北海道に７件の意見書を提出

次回定例会のお知らせ
　平成29年第 4回定例会は、12月 1 日（金）から12
月15日（金）まで開会する予定です。

　本会議や委員会は、当日受付で名簿に記入してい
ただくだけで、自由に傍聴することができます。第
3回定例会では、延べ20名の方が傍聴されました。
紙面ではお伝えできない議会や議員の生の姿を見聞
きできますので、ぜひお越しください。
� ▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

議会を傍聴しませんか

平成29年第３回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成２９年度登別市一般
会計補正予算（第 ２号）
について

井野、小栗
木村、工藤
佐藤、千田
辻、天神林
戸井、二瓶
松山、宮武
村井、米田
若木　　　

渡辺、佐々木 可決

ＪＲ北海道の鉄道維持・存続に対しての国及び道の支援拡充を
求める意見書について

受動喫煙防止対策を進めるための健康増進法改正を求める意見
書について

「全国規模の総合的なアイヌ政策の根拠となる新たな法律」の
早期制定を求める意見書について

森林環境税（仮称）の早期創設及び林業の成長産業化と森林の
適切な管理の推進を求める意見書について

軽油引取税の課税免除特例措置の継続を求める意見書について 食品衛生管理の国際標準化を求める意見書について
適正な地方財政計画の策定を求める意見書について

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係機関に提出するものです。第３回定例会
では、次の意見書を可決しました。詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

予算・決算委員会（平成29年度補正予算審査）

千

田

文

孝

渡

辺

　
勉

西
い
ぶ
り
広
域
連
合
、

�

既
存
シ
ス
テ
ム
を
改
修

住
基
台
帳
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
は

�

認
め
ま
せ
ん

43 議会だより　でぃすかす



重
点
活
動
テ
ー
マ
の
活
動
に

�

つ
い
て

生
活
・
福
祉
委
員
会

登
別
市
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

観
光
・
経
済
委
員
会

予
算
・
決
算
議
案
に
係
る

�

審
査
指
針
を
策
定

予
算
・
決
算
委
員
会

　委
員
会
と
し
て
、
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
～
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に
～
」
に
つ
い
て

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　７
月
18
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
次
の
２
市
１
町
の
先

進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　静
岡
県
掛
川
市
で
は
、
在
宅
医
療
、
在
宅
介
護
、
生
活

支
援
を
総
合
的
に
支
援
す
る
地
域
拠
点
で
あ
る
「
ふ
く
し

あ
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
山
梨
県
北
杜
市
で
は
通
所
型
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
拠
点
づ
く
り
と
、
配
食
・
見
守
り
を

中
心
と
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
埼
玉
県
小
鹿
野
町
で
は
、
国
保
町
立
小
鹿
野
中

央
病
院
を
核
と
し
た
医
療
機
関
と
の
連
携
を
柱
と
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
視
察
内
容
を
基
に
、
７
・
８
月
に
議
会
サ
ポ
ー

タ
ー
や
登
別
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
お
い
と
の

意
見
交
換
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム

わ
か
く
さ
を
視
察

し
、
今
後
の
委
員

会
活
動
に
向
け
、

委
員
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

�

（
村
井
）

　６
月
15
日
に
、
公
営
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
田
祥
夫

氏
を
議
会
専
門
的
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
招
き
、
登
別
市
上

下
水
道
会
計
の
仕
組
み
と
、
本
市
の
上
下
水
道
事
業
の
現

状
、
本
事
業
会
計
の
特
徴
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　概
要
と
し
て
、
下
水
道
事
業
は
各
年
度
と
も
利
益
を
確

保
で
き
る
が
４
年
ご
と
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

上
水
道
事
業
の
経
営
状
況
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
人
口

減
少
に
伴
う
収
益
の
減
少
な
ど
に
よ
り
平
成
32
年
以
降
は

赤
字
経
営
に
転
化
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
対
策
が
急

務
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
７
月
11
日
に
は
、
担
当
部
職
員
と
と
も
に
幌
別

浄
水
場
、
千
歳
浄
水
場
、
登
別
漁
港
内
に
建
設
中
の
製
氷

施
設
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　幌
別
浄
水
場
の
配
水
区
は
幌
別
地
区
全
域
に
わ
た
り
、

供
用
開
始
は
昭
和
37
年
で
50
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

　市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
要
で
あ
る
上
水
道

の
整
備
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
市
政
運
営
に

関
す
る
諸
問
題
に
お
い

て
も
優
先
順
位
を
上
げ

て
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

�
（
若
木
）

　本
委
員
会
は
、
登
別
市
議
会
基
本
条
例
を
順
守
し
た
審

査
が
必
要
と
考
え
、
次
の
３
点
か
ら
な
る
「
予
算
議
案
及

び
決
算
認
定
議
案
に
係
る
審
査
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

①
第
２
条
「
議
会
の
活
動
原
則
」
を
踏
ま
え
、
行
政
が
抱

え
る
問
題
・
課
題
や
議
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
な
ど

の
情
報
提
供
を
す
る
過
程
で
、
市
民
の
考
え
の
把
握
な
ど

充
実
し
た
調
査
活
動
を
行
い
、
政
策
や
事
業
の
論
点
お
よ

び
争
点
を
明
確
に
し
て
審
査
す
る
。
②
第
４
条
「
議
員
の

活
動
原
則
」
が
求
め
る
研
修
へ
の
参
加
や
そ
の
機
会
の
拡

充
に
取
り
組
み
、
俯ふ

瞰か
ん

的
か
つ
大
局
的
な
視
点
や
本
質
を

見
抜
く
洞
察
力
を
養
う
と
と
も
に
、
市
民
の
政
策
要
望
の

的
確
な
そ
し
ゃ
く
と
理
解
を
深
め
た
上
で
、
論
理
的
思
考

に
よ
り
審
査
す
る
。
③
第
11
条
「
政
策
形
成
情
報
の
明
示
」

の
「
政
策
の
提
案
に
至
る
ま
で
の
経
緯
」
な
ど
の
６
つ
の

政
策
形
成
情
報
は
、
最
も
重
要
な
審
査
項
目
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
今
後
の
ま
ち
の
将
来
に
も
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
６
項
目
の
基
本
審

査
項
目
に
留
意
し
て
審

査
す
る
。

　今
後
は
、
こ
の
審
査

指
針
の
運
用
と
第
３
条

「
委
員
会
の
原
則
」
に

基
づ
い
た
委
員
会
活
動

を
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

�

（
松
山
）

委 員 会 だ よ り

「
防
災
先
進
都
市
」
を
め
ざ
し
て

�

研
修
会
開
催

行
政
視
察
の
受
け
入
れ
状
況

議
会
広
報
・
広
聴
の

�

調
査
研
究
、
改
善
を
検
討

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
議
会
情
報
の
公
開
・
広

聴
に
関
し
て
、
８
月
７
日
、
８
日
に
石
狩
市
、
北
広
島
市
、

旭
川
市
を
視
察
し
、
各
種
取
り
組
み
を
比
較
参
考
に
し
な

が
ら
、
改
善
お
よ
び
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　本
市
議
会
の
議
会
だ
よ
り
は
、
全
国
で
も
珍
し
く
議
員

自
身
が
編
集
校
正
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
石
狩
市
で
は
、

専
門
業
者
が
編
集
作
業
や
掲
載
記
事
の
提
案
を
行
い
、
見

や
す
さ
や
市
民
の
興
味
を
引
く
工
夫
な
ど
、
既
読
率
向
上

に
つ
な
が
る
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。
北
広
島
市
は
、
一

般
質
問
の
内
容
や
体
裁
、
写
真
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
載
せ
、

見
や
す
さ
を
工
夫
し
、
各
議
員
の
責
任
に
お
い
て
作
成
す

る
こ
と
で
、
編
集
作
業
の
負
荷
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　本
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
導
入
が
早
く
、
現
在
の

シ
ス
テ
ム
進
化
に
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
議
会
中
継
を
視
聴
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

議
会
の
情
報
が
早
く
広
く
深
く
、
市
民
に
届
く
よ
う
改
善

を
進
め
ま
す
。

　本
市
議
会
の
広
聴
活
動
は
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
主

に
議
会
運
営
委
員
会
で
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
旭
川

市
は
広
聴
広
報
委
員
会
が

意
見
交
換
会
な
ど
を
企

画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

で
き
る
、
し
や
す
い
広
聴

活
動
と
は
何
か
、
議
論
中

で
す
。

�

（
千
田
）

　近
年
、
本
市
で
も
異
常
気
象
と
思
え
る
現
象
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
元
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
り
、
現
在

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局
職
員
の
國
田
博
之
氏
を
講
師

に
迎
え
、
「
登
別
市
防
災
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
て
議
員
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　講
演
で
は
、
北
海
道
有
数
の
火
山
近
接
地
、
大
雨
地
帯
、

そ
し
て
30
年
以
内
に
震
度
５
強
や
10
ｍ
近
い
大
津
波
の
来

襲
の
可
能
性
が
あ
る
本
市
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
か
ら
、
登

別
市
は
北
海
道
一
の
防
災
先
進
都
市
に
な
れ
る
と
あ
り
ま

し
た
。

　

　東
日
本
大
震
災
の
事
例
で
は
、
想
定
外
の
地
域
へ
の
浸

水
や
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
に
触
れ
、
想
定
に
と
ら
わ
れ

ず
最
善
を
尽
く
し
率
先
し
て
避
難
す
べ
き
と
説
き
、
子
ど

も
の
防
災
教
育
は
後
世
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
る
と
力
説

さ
れ
ま
し
た
。

　本
市
が
防
災
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
都
市
に
な
る
た
め
に
は
、

①
火
山
・
地
震
・
津
波
・
大
雨
の
リ
ス
ク
を
知
る
②
２
０

１
２
年
の
大
停
電
の
経
験
を
活
か
し
た
平
時
か
ら
の
備
え

③
い
ざ
と
い
う
時
の
動
き

の
た
め
の
防
災
教
育
④
行

政
と
市
民
の
役
割
分
担
と

共
助
で
き
る
市
民
、
こ
の

４
点
の
ソ
フ
ト
対
策
が
大

切
と
し
、
こ
れ
ら
は
市
民

の
安
全
・
安
心
に
加
え
、

新
た
な
ま
ち
の
姿
に
つ
な

が
る
講
演
で
し
た
。

�

（
松
山
）

　毎
年
、
全
国
各
地
の
議
会
が
本
市
を
視
察
し
に
訪
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
合
計
で
26
団
体
、
239
名
が
訪
れ
ま

し
た
。

　左
の
視
察
項
目
を
見
る
と
、
本
市
は
、
有
名
な
観
光
地

と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
、
議
会
改
革
の
先
進

地
と
し
て
の
取
り
組
み
が
そ
れ
ぞ
れ
４
割
以
上
を
占
め
、

注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　ま
た
、
視
察
を
受
け
入
れ
る
時
は
、
市
内
で
の
宿
泊
を

お
願
い
し
て
お
り
、
経
済
効
果
や
観
光
Ｐ
Ｒ
と
し
て
の
側

面
も
期
待
で
き
る
た
め
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

委 員 会 だ よ り

地　域 都道府県 団体数 人　数
北海道 2 29

東　北 宮城、秋田、山形、福島 7 57
関　東 茨城、栃木、埼玉、千葉、東京、神奈川 9 79
中　部 石川、長野、静岡、愛知 4 34
近　畿 兵庫 1 5
四　国 香川、愛媛 2 25
九　州 大分 1 10

合　計 26 239
主な視察項目 件　数

・観光振興
・外国人観光客の誘客
・札内高原館（廃校利用）　など

12

・議会改革
・議会サポーター制度　など 11

・登別市小中学校英語推進プログラム
・土曜授業推進事業　など 3

平成２８年度　地域別受け入れ状況

44� 議会だより　でぃすかす



重
点
活
動
テ
ー
マ
の
活
動
に

�

つ
い
て

生
活
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福
祉
委
員
会

登
別
市
上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

観
光
・
経
済
委
員
会

予
算
・
決
算
議
案
に
係
る

�

審
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算
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算
委
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会
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員
会
と
し
て
、
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
～
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
に
～
」
に
つ
い
て

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　７
月
18
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
次
の
２
市
１
町
の
先

進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　静
岡
県
掛
川
市
で
は
、
在
宅
医
療
、
在
宅
介
護
、
生
活

支
援
を
総
合
的
に
支
援
す
る
地
域
拠
点
で
あ
る
「
ふ
く
し

あ
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
山
梨
県
北
杜
市
で
は
通
所
型
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
拠
点
づ
く
り
と
、
配
食
・
見
守
り
を

中
心
と
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
埼
玉
県
小
鹿
野
町
で
は
、
国
保
町
立
小
鹿
野
中

央
病
院
を
核
と
し
た
医
療
機
関
と
の
連
携
を
柱
と
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　こ
の
視
察
内
容
を
基
に
、
７
・
８
月
に
議
会
サ
ポ
ー

タ
ー
や
登
別
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
あ
お
い
と
の

意
見
交
換
や
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム

わ
か
く
さ
を
視
察

し
、
今
後
の
委
員

会
活
動
に
向
け
、

委
員
の
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

�

（
村
井
）

　６
月
15
日
に
、
公
営
企
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
田
祥
夫

氏
を
議
会
専
門
的
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
招
き
、
登
別
市
上

下
水
道
会
計
の
仕
組
み
と
、
本
市
の
上
下
水
道
事
業
の
現

状
、
本
事
業
会
計
の
特
徴
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　概
要
と
し
て
、
下
水
道
事
業
は
各
年
度
と
も
利
益
を
確

保
で
き
る
が
４
年
ご
と
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

上
水
道
事
業
の
経
営
状
況
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
人
口

減
少
に
伴
う
収
益
の
減
少
な
ど
に
よ
り
平
成
32
年
以
降
は

赤
字
経
営
に
転
化
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
そ
の
対
策
が
急

務
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
７
月
11
日
に
は
、
担
当
部
職
員
と
と
も
に
幌
別

浄
水
場
、
千
歳
浄
水
場
、
登
別
漁
港
内
に
建
設
中
の
製
氷

施
設
の
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　幌
別
浄
水
場
の
配
水
区
は
幌
別
地
区
全
域
に
わ
た
り
、

供
用
開
始
は
昭
和
37
年
で
50
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

　市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
要
で
あ
る
上
水
道

の
整
備
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
市
政
運
営
に

関
す
る
諸
問
題
に
お
い

て
も
優
先
順
位
を
上
げ

て
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

�

（
若
木
）

　本
委
員
会
は
、
登
別
市
議
会
基
本
条
例
を
順
守
し
た
審

査
が
必
要
と
考
え
、
次
の
３
点
か
ら
な
る
「
予
算
議
案
及

び
決
算
認
定
議
案
に
係
る
審
査
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

①
第
２
条
「
議
会
の
活
動
原
則
」
を
踏
ま
え
、
行
政
が
抱

え
る
問
題
・
課
題
や
議
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
な
ど

の
情
報
提
供
を
す
る
過
程
で
、
市
民
の
考
え
の
把
握
な
ど

充
実
し
た
調
査
活
動
を
行
い
、
政
策
や
事
業
の
論
点
お
よ

び
争
点
を
明
確
に
し
て
審
査
す
る
。
②
第
４
条
「
議
員
の

活
動
原
則
」
が
求
め
る
研
修
へ
の
参
加
や
そ
の
機
会
の
拡

充
に
取
り
組
み
、
俯ふ

瞰か
ん

的
か
つ
大
局
的
な
視
点
や
本
質
を

見
抜
く
洞
察
力
を
養
う
と
と
も
に
、
市
民
の
政
策
要
望
の

的
確
な
そ
し
ゃ
く
と
理
解
を
深
め
た
上
で
、
論
理
的
思
考

に
よ
り
審
査
す
る
。
③
第
11
条
「
政
策
形
成
情
報
の
明
示
」

の
「
政
策
の
提
案
に
至
る
ま
で
の
経
緯
」
な
ど
の
６
つ
の

政
策
形
成
情
報
は
、
最
も
重
要
な
審
査
項
目
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
今
後
の
ま
ち
の
将
来
に
も
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
６
項
目
の
基
本
審

査
項
目
に
留
意
し
て
審

査
す
る
。

　今
後
は
、
こ
の
審
査

指
針
の
運
用
と
第
３
条

「
委
員
会
の
原
則
」
に

基
づ
い
た
委
員
会
活
動

を
取
り
組
む
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

�

（
松
山
）

委 員 会 だ よ り

「
防
災
先
進
都
市
」
を
め
ざ
し
て

�

研
修
会
開
催

行
政
視
察
の
受
け
入
れ
状
況

議
会
広
報
・
広
聴
の

�

調
査
研
究
、
改
善
を
検
討

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
議
会
情
報
の
公
開
・
広

聴
に
関
し
て
、
８
月
７
日
、
８
日
に
石
狩
市
、
北
広
島
市
、

旭
川
市
を
視
察
し
、
各
種
取
り
組
み
を
比
較
参
考
に
し
な

が
ら
、
改
善
お
よ
び
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　本
市
議
会
の
議
会
だ
よ
り
は
、
全
国
で
も
珍
し
く
議
員

自
身
が
編
集
校
正
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
石
狩
市
で
は
、

専
門
業
者
が
編
集
作
業
や
掲
載
記
事
の
提
案
を
行
い
、
見

や
す
さ
や
市
民
の
興
味
を
引
く
工
夫
な
ど
、
既
読
率
向
上

に
つ
な
が
る
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。
北
広
島
市
は
、
一

般
質
問
の
内
容
や
体
裁
、
写
真
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
載
せ
、

見
や
す
さ
を
工
夫
し
、
各
議
員
の
責
任
に
お
い
て
作
成
す

る
こ
と
で
、
編
集
作
業
の
負
荷
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

　本
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
導
入
が
早
く
、
現
在
の

シ
ス
テ
ム
進
化
に
対
応
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
議
会
中
継
を
視
聴
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

議
会
の
情
報
が
早
く
広
く
深
く
、
市
民
に
届
く
よ
う
改
善

を
進
め
ま
す
。

　本
市
議
会
の
広
聴
活
動
は
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
主

に
議
会
運
営
委
員
会
で
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
旭
川

市
は
広
聴
広
報
委
員
会
が

意
見
交
換
会
な
ど
を
企

画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

で
き
る
、
し
や
す
い
広
聴

活
動
と
は
何
か
、
議
論
中

で
す
。

�

（
千
田
）

　近
年
、
本
市
で
も
異
常
気
象
と
思
え
る
現
象
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
元
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
り
、
現
在

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局
職
員
の
國
田
博
之
氏
を
講
師

に
迎
え
、
「
登
別
市
防
災
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
め
ざ
し
て
」

と
題
し
て
議
員
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

　講
演
で
は
、
北
海
道
有
数
の
火
山
近
接
地
、
大
雨
地
帯
、

そ
し
て
30
年
以
内
に
震
度
５
強
や
10
ｍ
近
い
大
津
波
の
来

襲
の
可
能
性
が
あ
る
本
市
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
か
ら
、
登

別
市
は
北
海
道
一
の
防
災
先
進
都
市
に
な
れ
る
と
あ
り
ま

し
た
。

　

　東
日
本
大
震
災
の
事
例
で
は
、
想
定
外
の
地
域
へ
の
浸

水
や
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
に
触
れ
、
想
定
に
と
ら
わ
れ

ず
最
善
を
尽
く
し
率
先
し
て
避
難
す
べ
き
と
説
き
、
子
ど

も
の
防
災
教
育
は
後
世
に
つ
な
が
る
効
果
が
あ
る
と
力
説

さ
れ
ま
し
た
。

　本
市
が
防
災
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
都
市
に
な
る
た
め
に
は
、

①
火
山
・
地
震
・
津
波
・
大
雨
の
リ
ス
ク
を
知
る
②
２
０

１
２
年
の
大
停
電
の
経
験
を
活
か
し
た
平
時
か
ら
の
備
え

③
い
ざ
と
い
う
時
の
動
き

の
た
め
の
防
災
教
育
④
行

政
と
市
民
の
役
割
分
担
と

共
助
で
き
る
市
民
、
こ
の

４
点
の
ソ
フ
ト
対
策
が
大

切
と
し
、
こ
れ
ら
は
市
民

の
安
全
・
安
心
に
加
え
、

新
た
な
ま
ち
の
姿
に
つ
な

が
る
講
演
で
し
た
。

�

（
松
山
）

　毎
年
、
全
国
各
地
の
議
会
が
本
市
を
視
察
し
に
訪
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
合
計
で
26
団
体
、
239
名
が
訪
れ
ま

し
た
。

　左
の
視
察
項
目
を
見
る
と
、
本
市
は
、
有
名
な
観
光
地

と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
、
議
会
改
革
の
先
進

地
と
し
て
の
取
り
組
み
が
そ
れ
ぞ
れ
４
割
以
上
を
占
め
、

注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　ま
た
、
視
察
を
受
け
入
れ
る
時
は
、
市
内
で
の
宿
泊
を

お
願
い
し
て
お
り
、
経
済
効
果
や
観
光
Ｐ
Ｒ
と
し
て
の
側

面
も
期
待
で
き
る
た
め
、
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

委 員 会 だ よ り

地　域 都道府県 団体数 人　数
北海道 2 29

東　北 宮城、秋田、山形、福島 7 57
関　東 茨城、栃木、埼玉、千葉、東京、神奈川 9 79
中　部 石川、長野、静岡、愛知 4 34
近　畿 兵庫 1 5
四　国 香川、愛媛 2 25
九　州 大分 1 10

合　計 26 239
主な視察項目 件　数

・観光振興
・外国人観光客の誘客
・札内高原館（廃校利用）　など

12

・議会改革
・議会サポーター制度　など 11

・登別市小中学校英語推進プログラム
・土曜授業推進事業　など 3

平成２８年度　地域別受け入れ状況

45 議会だより　でぃすかす
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人のうごき（平成29年9月末日現在）／人口49,003（－63）世帯24,937（－31）（　）は前月比

　鞴とは、金属の精錬や加工に欠く
ことのできない、火をおこし、火力
を強めるために使用する道具です。
　鞴まつりは、刀工など火を扱う職
人が鞴を清め、火の神に感謝すると
ともに、技能向上や一年間の作業の
安全祈願をするおまつりです。
　また、黎

れい

明
めい

観
かん

刀鍛冶工房前では、
刀剣類を常設展示しています。
▶日時　11月５日㈰10時～
▶場所　黎明観刀鍛冶工房
▶問い合わせ　伊達観光物産公社
� （☎０１４２㉕５５６７）

まちブラ婚活2017
ｉ
イ

ｎ
ン

　しらおい 　鞴
ふいご

まつり　中島スポーツセンター
『アイススケートリンク』オープン
▶�開館時間　12時～18時（土・日曜
日、祝日は10時から18時まで）
▶�休館日　月曜日（月曜日が祝日の
場合は、その翌日）
▶�料金　一般400円、65歳以上300円、
高校生200円、小・中学生100円
※小学校入学前の子どもは無料。
※�オープン初日の11月１日㈬は、個
人利用のみリンクを無料開放しま
すのでぜひご利用ください（貸し
スケート靴は有料）。
▶�問い合わせ　中島スポーツセン
ター（☎㊺０８００）

▶日時　12月２日㈯15時～18時
▶�場所　しらおい経済センター（白
老町大町２丁目３－４）
▶�対象　結婚に前向きな20代から40
代までの男女
※�男性は、白老町に勤務している方
に限ります。
▶�内容　お見合いタイム、プチデー
トタイム、連絡先の交換など
▶定員　男女各10人
▶参加料　2,000円（男女同額）
▶�申し込み　11月20日㈪までに白老
町商工会（☎０１４４�２７７５）

　2017年（平成29年）も、残すところ後２カ月
となりました。２カ月後には、平成の元号が始
まってから30年目の年を迎えます。
　2018年（平成30年）は、北海道命名150年の
ほか、登別市民憲章制定50周年や登別温泉開湯
160年の年です。
　また、その２年後の2020年には、登別にとっ
て大きな節目となる市制施行50周年を迎えます。
　皆さんは、2018年（平成30年）にどのような
節目を迎えますか。『広報のぼりべつ』では、
皆さんが2018年の節目にどのようなことに取り
組むのか、新年への『思い』を募集します。投
稿された『思い』は、広報のぼりべつ2018年１
月号の特集記事に掲載させていただきます。
　この機会に、これまで皆さんが取り組んでき
た活動などを振り返り、2018年をどのような一
年にするか考えてみませんか。

▶�対象　小学生以上で、市内に居住する方または登
別市にゆかりのある方

▶�募集内容　「2018年（平成30年）は『私』にとっ
てこんな節目の年」をテーマにした新年への抱負
（600字程度）

▶�節目の例　結婚20周年記念、勤続30周年などのほ
か、サークルを発足して10年目、2018年で成人や
還暦など

▶�投稿方法　郵送またはファクス、Ｅメールに、住
所・氏名・年齢・電話番号を記入の上、11月24日
㈮までに企画調整グループ（〒059－8701中央町
６丁目11、思�１１０８、Ｅメール：pr@city.n�
oboribetsu.lg.jp）に提出

※投稿された用紙は、返却しません。
※�紙面の都合により、投稿された全ての原稿を掲載
できない場合があります。

※�政治活動や宗教活動の抱負など、投稿された内容
によって掲載できない場合があります。

※�広報のぼりべつに掲載する際は、氏名や年齢を記
載させていただくほか、日程を調整した上で投稿
者の顔写真を撮影し、掲載させていただく場合が
あります。

▶問い合わせ　企画調整グループ
� （☎�６５８６）

ボランティア活動を
始めて10年目に
なる年です

平成30年に初孫が
生まれる予定です

子どもが学校を
卒業して、就職
するんです

定年退職を迎え、
新たに始めたいこと
があります

平成30年に迎える
あなたの『節目』
を募集します

投稿を希望する方へ


